ヒミツ ニ シュウシュウ サレタ DNA カンテイ ノ ソショウジョウ ノ リヨウ 5 カン by 豊田  博昭 et al.
一
　
は
じ
め
に
二
　
相
手
方
に
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
基
づ
く
父
子
関
係
否
認
訴
訟
　
１
　
連
邦
裁
判
所
二
〇
〇
五
年
一
月
一
二
日
判
決
　
２
　
連
邦
裁
判
所
の
判
旨
　
３
　
要
件
の
緩
和
？
─
連
邦
裁
判
所
二
〇
〇
六
年
三
月
一
日
判
決
三
　
私
鑑
定
の
収
集
お
よ
び
利
用
　
１
　
私
鑑
定
の
提
出
と
問
題
点
　
２
　
私
鑑
定
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
提
出
（
以
上
、
三
〇
巻
一
号
）
四
　
違
法
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
可
能
性
　
１
　
違
法
収
集
証
拠
理
論
の
適
用
の
是
認
　
２
　
子
の
一
般
的
人
格
権
と
父
の
父
子
関
係
不
存
在
確
認
の
利
益
（
以
上
、
三
〇
巻
二
号
）
　
３
　
違
法
に
収
集
さ
れ
た
当
事
者
の
事
実
申
立
て
　
４
　
小
括
（
以
上
、
三
三
巻
一
号
）
 
六
〇
一
（
　
　
　
）
三
五
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）
─
─
最
近
の
ド
イ
ツ
連
邦
裁
判
所
判
決
を
手
掛
か
り
に
─
─豊
　
　
田
　
　
博
　
　
昭
五
　
父
子
関
係
否
認
訴
訟
に
お
け
る
再
訴
の
可
能
性
　
１
　
再
度
の
否
認
の
訴
え
　
２
　
父
子
関
係
の
否
認
期
間
の
新
た
な
開
始
　
３
　
小
括
（
以
上
、
三
四
巻
一
号
）
六
　
お
わ
り
に
─
日
本
法
へ
の
示
唆
　
１
　
ド
イ
ツ
法
の
現
在
と
そ
の
動
向
　
２
　
カ
ッ
コ
ウ
の
子
に
関
す
る
わ
が
国
の
法
的
紛
争
　
３
　
父
子
関
係
の
存
否
を
確
認
す
る
た
め
の
法
的
手
続
　
４
　
父
子
関
係
訴
訟
と
鑑
定
の
実
施
　
５
　
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
裁
判
上
の
利
用 
（
以
上
、
本
号
）
六
お
わ
り
に
─
日
本
法
へ
の
示
唆
１
　
ド
イ
ツ
法
の
現
在
と
そ
の
動
向
　
⑴
　
本
稿
は
、
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
以
降
の
法
改
革
の
概
要
も
取
り
込
み
、
筆
者
の
執
筆
途
中
の
個
人
的
事
情
も
あ
っ
て
、
長
期
で
き
わ
め
て
冗
長
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
お
読
み
頂
い
た
先
生
方
に
は
、
お
詫
び
申
し
上
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
本
稿
で
検
討
し
て
き
た
問
題
状
況
と
、
そ
の
後
の
法
改
革
に
つ
い
て
、
筆
者
が
認
識
で
き
た
限
り
で
最
後
に
ま
と
め
て
お
く
と
、
お
お
よ
そ
つ
ぎ
の
よ
う
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
⑴
　
連
邦
裁
二
〇
〇
五
年
一
月
一
二
日
判
決
は
、
法
律
上
父
子
関
係
に
あ
る
子
ま
た
は
そ
の
監
護
権
者
で
あ
る
母
に
対
し
て
秘
密
に
、
そ
の
同
意
を
得
る
こ
と
な
く
、
子
の
法
律
上
の
父
た
る
男
性
か
ら
依
頼
を
受
け
た
民
間
業
者
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
た
、
裁
判
外
の
私
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
〇
二
（
　
　
　
）
三
六
定
結
果
に
基
づ
き
、
当
該
父
が
当
該
子
に
対
し
て
父
子
関
係
否
認
の
訴
え
（
民
法
旧
一
六
〇
〇
条
以
下
）
を
提
起
し
た
と
い
う
二
つ
の
事
件
で
、
そ
の
よ
う
な
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
基
づ
く
否
認
原
告
（
父
）
の
請
求
を
棄
却
し
た
原
判
決
を
そ
れ
ぞ
れ
維
持
し
て
、
否
認
原
告
の
上
告
を
棄
却
し
た
（B
G
H
Z
162,S.1ff.=
Fam
RZ
2005,S.3
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）。
　
⒜
　
連
邦
裁
は
、
第
一
事
件
（
原
審
・
ツ
ェ
レ
ェ
高
裁
二
〇
〇
三
年
の
事
件
）
は
同
一
原
告
か
ら
の
再
訴
事
件
で
あ
っ
た
が
、
連
邦
裁
判
例
の
採
る
訴
訟
物
論
・
二
分
肢
説
に
よ
れ
ば
、
前
訴
判
決
の
既
判
力
は
、
当
時
の
原
告
の
脆
弱
な
生
殖
能
力
と
い
う
事
実
は
、
否
認
の
訴
え
提
起
に
つ
き
必
要
な
「
最
初
の
疑
い
」
を
基
礎
づ
け
る
の
に
適
さ
な
い
と
い
う
判
断
に
及
ぶ
の
み
で
、
本
件
の
よ
う
な
相
手
方
の
人
格
権
を
侵
害
し
た
違
法
収
集
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
に
よ
り
判
明
し
た
父
子
関
係
を
否
定
す
る
事
実
は
前
訴
の
父
子
関
係
否
認
訴
訟
の
訴
訟
物
を
基
礎
づ
け
た
「
生
活
上
の
事
実
関
係
」
と
は
「
別
の
生
活
上
の
事
実
関
係
」
で
あ
る
と
し
て
、
原
告
の
再
訴
を
適
法
と
し
た
原
審
の
判
断
に
問
題
は
な
い
と
す
る
。
　
⒝
　
つ
い
で
連
邦
裁
は
、
父
子
関
係
の
否
認
の
訴
え
提
起
に
つ
い
て
、
有
理
性
審
査
に
お
い
て
い
わ
ゆ
る
詳
細
説
を
採
る
連
邦
裁
の
先
例
（
一
九
九
八
年
四
月
二
二
日
判
決
と
二
〇
〇
二
年
一
〇
月
三
〇
日
判
決
）
に
従
っ
て
、
原
告
は
、
客
観
的
に
み
る
と
、
原
告
と
被
告
の
血
縁
関
係
に
疑
問
を
生
じ
さ
せ
、
か
つ
、
他
男
と
被
告
の
血
縁
関
係
の
可
能
性
を
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
こ
と
も
な
い
と
思
わ
せ
る
に
足
り
る
だ
け
の
「
最
初
の
疑
い
」
の
事
情
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
本
件
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
そ
の
よ
う
な
事
情
を
示
す
主
張
と
は
い
え
な
い
。
右
鑑
定
は
、
父
子
関
係
の
否
認
手
続
に
お
い
て
、
証
拠
方
法
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
当
事
者
の
申
立
て
と
し
て
も
利
用
で
き
な
い
。
そ
の
法
的
根
拠
と
し
て
、
連
邦
裁
は
、
本
件
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
被
告
の
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
の
形
で
現
れ
る
人
格
権
（
基
本
法
一
条
一
項
、
二
条
一
項
）
を
侵
害
し
て
い
る
と
み
な
す
。
基
本
権
の
保
護
は
裁
判
手
続
で
も
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
連
邦
裁
は
違
法
収
集
証
拠
に
関
す
る
先
例
に
従
っ
て
、
本
件
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
違
法
で
あ
り
、
否
認
手
続
に
お
い
て
そ
れ
を
利
用
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
有
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
〇
三
（
　
　
　
）
三
七
理
性
審
査
の
た
め
の
利
用
は
、
子
の
人
格
権
お
よ
び
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
に
対
す
る
新
た
な
違
反
に
な
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
後
に
制
定
さ
れ
た
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
の
「
人
間
の
遺
伝
子
検
査
に
関
す
る
診
断
法
（
遺
伝
子
診
断
法
）」
で
示
さ
れ
た
連
邦
政
府
の
考
え
方
と
も
に
一
致
し
、
国
際
法
レ
ヴ
ェ
ル
の
人
権
規
定
等
で
も
支
持
さ
れ
る
。
　
⒞
　
他
方
で
、
父
子
関
係
を
知
る
父
の
権
利
は
、
否
認
の
訴
え
の
提
訴
期
間
の
制
限
（
民
法
旧
一
六
〇
〇
条
二
項
）、
子
の
福
祉
に
重
き
を
お
く
父
子
関
係
改
革
法
（
九
七
年
）
の
立
法
者
意
思
か
ら
み
て
も
、
子
の
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
よ
り
も
高
い
価
値
が
あ
る
と
み
な
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
権
利
は
、
自
己
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
の
知
識
を
獲
得
し
よ
う
と
す
る
権
利
ま
で
も
付
与
す
る
も
の
で
は
な
い
。
　
⑵
　
右
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
以
降
、
本
稿
の
テ
ー
マ
領
域
に
お
け
る
法
改
革
が
進
め
ら
れ
た
。
⒜
　
第
一
事
件
で
原
告
か
ら
連
邦
憲
法
裁
に
憲
法
訴
願
が
申
し
立
て
ら
れ
て
い
た
が
、
連
邦
憲
法
裁
〇
七
年
判
決
は
、
相
手
方
に
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
を
禁
じ
た
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
は
正
当
と
し
た
が
、
基
本
法
二
条
一
項
・
一
条
一
項
は
、
一
般
的
人
格
権
の
形
成
物
と
し
て
、
夫
に
つ
い
て
、
法
律
上
の
子
と
の
血
縁
関
係
を
知
る
権
利
だ
け
で
な
く
、
知
る
権
利
を
実
現
す
る
た
め
の
権
利
に
つ
い
て
も
保
障
し
て
お
り
、
法
律
上
の
父
と
子
と
の
血
縁
関
係
を
確
認
す
る
た
め
の
法
的
規
制
が
お
か
れ
て
い
な
い
点
に
つ
い
て
は
憲
法
違
反
が
あ
る
と
判
示
し
て
、
血
縁
関
係
を
解
明
し
確
認
す
る
た
め
の
法
律
上
の
手
続
を
創
設
す
る
よ
う
に
期
限
付
き
（
二
〇
〇
八
年
三
月
三
一
日
ま
で
）
で
立
法
者
に
命
じ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
立
法
者
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
二
六
日
の
「
父
子
関
係
否
認
手
続
と
独
立
し
た
父
子
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
の
法
律
（G
esetzes
zur
K
lärung
der
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）
を
制
定
し
、
生
物
学
上
の
父
子
関
係
を
解
明
す
る
た
め
の
手
続
規
定
（
民
法
一
五
九
八
条
ａ
）
を
民
法
典
中
に
導
入
し
た
。
　
⒝
　
そ
れ
と
と
も
に
、
立
法
者
は
、
人
間
の
遺
伝
子
検
査
に
伴
う
差
別
的
扱
い
を
防
止
し
、
個
々
人
に
遺
伝
子
検
査
の
機
会
を
保
障
す
る
目
的
で
、
二
〇
〇
九
年
七
月
三
一
日
の
「
人
間
の
遺
伝
子
検
査
に
関
す
る
法
律
（
い
わ
ゆ
る
遺
伝
子
診
断
法
（G
endiagnostikgesetz-G
enD
G
 
    
           
 
   
 
）
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
〇
四
（
　
　
　
）
三
八
B
G
B
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二
〇
一
〇
年
二
月
一
日
施
行
」
を
制
定
し
た
。
こ
の
法
律
に
よ
り
遺
伝
子
検
査
の
実
務
を
良
好
な
も
の
に
し
て
、
本
件
の
よ
う
な
民
間
機
関
に
よ
る
秘
密
の
（
同
意
の
な
い
）
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
に
対
し
て
は
、
関
係
者
に
刑
事
罰
を
科
す
る
規
定
を
導
入
す
る
な
ど
の
法
規
制
が
な
さ
れ
た
。
　
⒞
　
ま
た
、
立
法
者
は
、
二
〇
〇
八
年
一
二
月
一
七
日
の
「
家
庭
事
件
お
よ
び
非
訟
事
件
の
手
続
に
関
す
る
法
律
（G
esetz
über
das
 
               
Verfahren
in
Fam
iliensachen
und
in
d
 
           
  
  
        
     
en
A
ngelegenheiten
der
freiw
illigen
   
    
         
      
      G
erichtsbarkeit.
 
   
  
       
い
わ
ゆ
る
家
庭
非
訟
事
件
手
続
改
革
法
（FG
G
-Reform
geset
  
 
 
  
  
     z
）,B
G
B
l2008
I
S.2586ff.
  
 
 
      
 
      
 
二
〇
〇
九
年
九
月
一
日
施
行
）」
を
新
し
く
制
定
し
、
本
件
の
父
子
関
係
の
否
認
訴
訟
（
民
法
一
五
九
九
条
か
ら
一
六
〇
〇
条
ｃ
）
は
い
ま
や
「
父
子
関
係
の
否
認
手
続
」
と
呼
ば
れ
て
、
同
法
が
適
用
さ
れ
る
事
件
と
し
て
再
構
成
す
る
、
い
わ
ゆ
る
訴
訟
の
非
訟
化
の
途
を
採
用
し
て
い
る
。
　
⑵
　
右
に
述
べ
た
迅
速
な
法
改
革
に
面
し
て
、
引
用
デ
ー
タ
は
い
ま
や
古
臭
く
感
じ
ら
れ
る
が
、
筆
者
の
参
照
し
た
オ
レ
ル
（S.O
rel
   
   
）
の
研 
従
っ
て
、
秘
密
の
父
子
関
係
テ
ス
ト
の
背
景
に
あ
る
ド
イ
ツ
の
社
会
・
家
族
に
関
連
す
る
事
情
を
一
瞥
す
る
と
、
①
ド
イ
ツ
法
上
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
一
九
九
〇
年
台
の
初
頭
か
ら
父
子
関
係
の
解
明
に
改
革
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
父
子
関
係
テ
ス
ト
は
当
初
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
お
い
て
ビ
ジ
ネ
ス
業
務
と
し
て
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
九
〇
年
代
終
わ
り
に
ド
イ
ツ
国
内
で
も
民
間
の
検
査
機
関
が
設
立
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
当
時
、
一
二
の
大
手
の
検
査
機
関
を
含
め
て
一
〇
〇
か
ら
一
二
〇
の
検
査
機
関
が
乱
立
し
て
い
た
。
②
そ
し
て
、
私
的
な
父
子
関
係
テ
ス
ト
は
儲
か
る
ビ
ジ
ネ
ス
市
場
と
し
て
発
展
し
た
が
、
被
検
査
者
の
同
意
な
し
に
検
査
依
頼
が
で
き
る
こ
と
も
そ
の
一
因
と
み
ら
れ
て
い
る
。
秘
密
の
父
子
関
係
テ
ス
ト
に
関
す
る
正
確
な
統
計
数
値
は
存
在
し
な
い
が
、
推
計
さ
れ
た
実
施
件
数
は
一
・
五
万
件
な
い
し
五
万
件
と
み
ら
れ
て
お
り
（
二
〇
〇
五
年
当
時
の
出
生
児
は
六
八
・
五
万
人
）、
そ
の
市
場
収
益
の
総
額
は
三
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
か
ら
四
〇
〇
〇
万
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
当
時
の
連
邦
司
法
大
臣
（
ブ
リ
ギ
ッ
ト
・
ツ
ィ
プ
リ
ス
）
は
、
実
施
件
数
を
二
万
件
と
推
計
し
て
い
る
。
（
）
１７７究
に
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
〇
五
（
　
　
　
）
三
九
　
③
と
こ
ろ
で
、
裁
判
上
実
施
さ
れ
た
父
子
関
係
の
鑑
定
件
数
（
二
〇
一
〇
年
）
は
、
一
年
当
た
り
で
一
万
五
〇
〇
〇
件
と
推
計
さ
れ
（
二
〇
〇
五
年
当
時
は
八
〇
〇
〇
件
）、
裁
判
上
の
父
子
関
係
の
検
査
費
用
は
一
二
五
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
が
、
民
間
業
者
に
よ
る
私
的
検
査
の
費
用
は
、
二
〇
〇
三
年
以
降
の
価
格
競
争
も
影
響
し
て
よ
り
廉
価
に
な
り
、
二
〇
〇
な
い
し
八
〇
〇
ユ
ー
ロ
で
あ
る
。
④
父
子
関
係
の
否
認
事
件
に
つ
い
て
も
正
式
な
司
法
統
計
は
な
い
が
、
一
説
に
よ
る
と
一
年
平
均
で
約
一
・
四
万
件
、
そ
の
大
部
分
が
民
法
一
五
九
二
条
一
号
関
係
（
子
の
母
と
の
婚
姻
に
基
づ
く
父
子
関
係
の
成
立
）
の
事
件
で
あ
る
。
ま
た
裁
判
上
の
父
子
関
係
確
認
訴
訟
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｄ
第
一
項
）
に
お
い
て
、
妻
が
子
の
父
で
あ
る
と
主
張
す
る
男
性
の
約
四
分
の
一
は
、
本
当
の
父
で
は
な
か
っ
た
と
す
る
研
究
結
果
も
あ 
⑤
私
的
な
父
子
関
係
テ
ス
ト
の
結
果
を
み
る
と
、
圧
倒
的
ケ
ー
ス
は
父
子
関
係
の
存
在
が
確
認
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
検
査
機
関
は
、
検
査
事
例
中
の
七
五
％
か
ら
九
〇
％
が
そ
う
し
た
ケ
ー
ス
と
み
て
お
り
、
連
邦
司
法
省
は
八
〇
％
か
ら
九
〇
％
以
上
と
み
て
い
る
。
⑥
検
査
に
よ
り
自
分
の
子
が
実
は
真
実
の
子
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
カ
ッ
コ
ウ
の
子
（K
uckuckskinde
 
         
   
の
存
在
は
、
一
％
か
ら
二
一
％
あ
る
と
予
測
さ
れ
て
い
る
。
平
均
三
・
七
％
あ
る
と
み
る
研
究
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
五
年
の
新
生
児
六
八
・
五
万
人
の
う
ち
、
ド
イ
ツ
全
体
で
一
年
間
に
二
・
五
万
人
の
「
カ
ッ
コ
ウ
の
子
」
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
推
計
に
基
づ
く
と
、
毎
日
七
〇
人
の
新
生
児
が
違
う
父
の
も
と
で
生
ま
れ
る
と
い
う
計
算
に
な
ろ
う
。
　
⑶
　
冒
頭
で
引
用
し
た
内
閣
府
経
済
社
会
総
合
研
究
所
編
『
フ
ラ
ン
ス
・
ド
イ
ツ
の
家
族
生
活
』
の
分 
ら
は
、
ド
イ
ツ
人
一
般
の
家
族
生
活
や
婚
姻
生
活
、
夫
婦
関 
そ
し
て
親
子
関
係
は
、
わ
が
国
社
会
の
そ
れ
と
は
相
当
異
な
っ
た
も
の
に
感
じ
ら
れ
る
。
筆
者
の
眼
に
と
ま
っ
た
最
近
の
小
稿
の
タ
イ
ト
ル
、「
二
組
の
夫
婦
の
う
ち
一
組
が
離
婚
す
る
と
い
う
話
し
の
ウ
ソ
」（
Ｄ
．へ
ー
ベ 
あ
る
い
は
、「
子
は
複
数
の
父
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
か
」（
Ｂ
．ハ
イ
ダ
ー
ホ 
自
体
お
よ
び
そ
の
内
容
か
ら
も
、
そ
れ
は
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
父
子
関
係
の
否
認
権
限
に
つ
い
て
、
役
所
も
そ
れ
を
有
す
る
法
制
度
（
民
法
一
六
〇
〇
条
一
項
五
号
）
も
筆
者
は
少
な
か
ら
ず
違
和
感
を
覚
え
る
。
こ
（
）
１７８る
。
（
）
１７９
r
）」
（
）
１８０析
か
（
）
１８１係
、
（
）
１８２ル
）、
（
）
１８３フ
）
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
〇
六
（
　
　
　
）
四
〇
の
国
の
抱
え
る
複
雑
で
難
し
い
国
情
が
想
像
さ
れ
る 
残
念
な
が
ら
、
事
件
の
背
景
に
あ
る
で
あ
ろ
う
ド
イ
ツ
社
会
・
ド
イ
ツ
人
の
血
縁
関
係
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
考
え
方
ま
で
も
踏
み
込
ん
だ
考
察
は
、
筆
者
の
能
力
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
　
ド
イ
ツ
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
は
、
関
係
者
の
同
意
の
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
を
禁
止
し
て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
家
と
し
て
、
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
お
よ
び
ス
イ
ス
を
あ
げ
て
い
る
（
修
道
三
〇
巻
一
号
九
五
頁
参
照
）。
主
要
国
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
情
に
つ
い
て
は
す
で
に
わ
が
国
で
も
研 
行
わ
れ
て
い
る
が
、
フ
ラ
ン
ス
法
の
状 
つ
い
て
こ
こ
で
若
干
に
み
て
お
き
た
い
。
フ
ラ
ン
ス
の
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
隣
国
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
ド
イ
ツ
で
み
ら
れ
た
秘
密
の
父
子
関
係
テ
ス
ト
の
問
題
は
生
じ
て
い
な
い
と
い 
こ
れ
は
注
目
さ
れ
る
。
同
国
で
も
一
九
八
九
年
に
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル
ク
で
父
子
関
係
テ
ス
ト
を
販
売
す
る
動
き
も
あ
っ
た
が
、
医
師
会
、
上
級
行
政
裁
判
所
、
国
家
倫
理
委
員
会
の
そ
れ
ぞ
れ
働
き
か
け
に
よ
っ
て
そ
れ
は
挫
折
し
た
。
　
⒜
　
フ
ラ
ン
ス
法
は
、
民
事
法
お
よ
び
刑
事
法
の
両
面
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
に
関
し
て
法
規
制
を
し
て
い
る
。
ま
ず
民
事
法
の
分
野
か
ら
み
る
と
、
す
で
に
一
九
九
四
年
、
フ
ラ
ン
ス
議
会
は
、
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
は
も
っ
ぱ
ら
医
療
お
よ
び
学
術
研
究
の
目
的
で
の
み
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
か
つ
、
解
析
の
実
施
に
先
立
ち
関
係
者
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
す
る
生
命
倫
理
に
関
す
る
法
文
を
お
い
た
（
民
法
一
六
条
の
一
〇
）。
二
〇
〇
四
年
八
月
六
日
の
法
律
に
よ
り
、
右
規
定
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
を
受
け
る
者
を
さ
ら
に
保
護
す
る
狙
い
で
改
正
さ
れ
た
。
第
一
に
、
民
法
一
六
条
の
一
一
の
新
し
い
法
文
に
よ
る
と
、
人
の
遺
伝
子
標
識
の
解
析
は
、
医
療
な
い
し
学
術
研
究
の
目
的
の
た
め
に
の
み
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
一
項
）、
お
よ
び
、
解
析
の
実
施
に
先
立
ち
、
関
係
者
は
解
析
の
性
質
お
よ
び
目
的
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た
後
に
、
書
面
に
よ
り
明
示
的
な
同
意
が
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
二
項
）、
と
規
定
さ
れ
た
。
濫
用
的
な
父
子
関
係
テ
ス
ト
と
誤
っ
た
情
報
に
基
づ
く
拙
速
な
同
意
を
避
け
る
立
法
趣
旨
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
　
第
二
に
、
民
法
一
六
条
の
一
一
第
一
項
は
、
人
の
遺
伝
子
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
る
識
別
化
は
、
裁
判
手
続
で
裁
判
所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
た
（
）
１８４が
、
（
）
１８５究
が
（
）
１８６況
に
（
）
１８７う
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
〇
七
（
　
　
　
）
四
一
捜
査
な
い
し
検
査
措
置
の
枠
内
で
の
み
、
ま
た
は
医
術
な
い
し
学
術
研
究
の
目
的
の
た
め
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
、
ま
た
第
二
項
は
、
民
事
事
件
に
お
い
て
は
、
親
子
関
係
の
確
認
・
否
認
を
求
め
る
訴
え
、
ま
た
は
扶
養
料
の
支
払
い
・
停
止
を
求
め
る
訴
え
に
つ
き
、
裁
判
官
の
命
じ
た
証
拠
調
べ
を
実
施
す
る
際
に
の
み
、
遺
伝
子
に
よ
る
識
別
化
が
で
き
る
と
規
定
し
た
。
　
以
上
に
よ
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
法
で
は
、
遺
伝
子
テ
ス
ト
は
、
裁
判
手
続
の
枠
内
で
の
み
、
有
効
か
つ
適
法
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
関
係
者
の
同
意
が
な
け
れ
ば
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
で
は
関
係
者
が
同
意
を
拒
否
す
る
場
合
に
ど
う
考
え
る
べ
き
か
。
民
事
裁
判
官
は
、
血
液
採
取
な
い
し
Ｄ
Ｎ
Ａ
試
料
の
採
取
を
拒
否
す
る
関
係
者
の
態
度
は
、
親
子
関
係
の
蓋
然
性
を
推
認
さ
せ
る
、
ま
た
は
父
子
関
係
の
自
白
と
解
釈
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
当
事
者
に
証
拠
調
べ
に
協
力
す
べ
き
旨
義
務
づ
け
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
民
訴
法
一
一
条
一
項
と
一
致
す
る
。
　
⒝
　
つ
ぎ
に
刑
事
法
の
分
野
を
み
る
と
、
フ
ラ
ン
ス
刑
法
典
は
、
医
療
ま
た
は
学
術
研
究
以
外
の
目
的
で
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の
実
施
、
ま
た
は
民
法
一
六
条
の
一
一
所
定
の
要
件
が
な
い
の
に
関
係
者
の
同
意
を
得
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
刑
事
罰
を
科
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
刑
法
二
二
六
条
の
二
五
は
、
行
為
者
は
一
年
ま
で
の
禁
固
刑
お
よ
び
一
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
過
料
に
処
せ
ら
れ
る
旨
規
定
す
る
。
同
様
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
二
二
六
条
の
二
七
は
、
医
療
・
学
術
研
究
以
外
の
目
的
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
メ
ル
ク
マ
ー
ル
に
よ
り
人
の
識
別
化
を
行
っ
た
行
為
、
ま
た
は
、
民
法
一
六
条
の
一
一
所
定
の
要
件
が
な
い
の
に
関
係
者
の
同
意
を
得
た
行
為
に
つ
い
て
は
、
一
年
ま
で
の
禁
固
刑
お
よ
び
一
万
五
〇
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
過
料
の
刑
罰
を
規
定
す
る
。
　
さ
ら
に
フ
ラ
ン
ス
刑
法
二
二
六
条
の
二
八
は
、
医
療
ま
た
は
学
術
研
究
以
外
の
目
的
で
な
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
で
、
裁
判
所
の
捜
査
・
検
査
手
続
の
枠
内
で
命
じ
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
も
の
に
つ
い
て
、
同
様
の
刑
罰
を
規
定
す
る
。
　
⒞
　
破
棄
院
は
伝
統
的
に
、
生
物
学
鑑
定
は
証
拠
方
法
の
一
つ
で
あ
り
、
裁
判
官
は
自
由
に
選
択
す
る
こ
と
が
で
き
、
重
大
な
最
初
の
疑
い
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
〇
八
（
　
　
　
）
四
二
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
鑑
定
を
命
ず
る
こ
と
は
強
制
さ
れ
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
〇
年
三
月
二
八
日
お
よ
び
五
月
三
〇
日
の
破
棄
院
判
決
は
注
目
す
べ
き
判
例
変
更
を
行
っ
た
。
破
棄
院
は
、
父
子
関
係
法
に
お
い
て
生
物
学
的
鑑
定
は
原
則
と
し
て
命
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
判
示
し
た
。
こ
れ
は
、
原
告
に
対
し
て
生
物
学
的
な
証
明
を
求
め
る
真
の
権
利
を
認
め
た
も
の
で
あ
る
。
民
事
裁
判
官
が
証
拠
調
べ
を
拒
否
し
て
よ
い
特
別
な
正
当
事
由
と
し
て
は
、
例
え
ば
、
フ
ラ
ン
ス
法
が
親
に
対
し
て
親
子
関
係
の
確
認
を
禁
じ
て
い
る
場
合
（
近
親
相
姦
ケ
ー
ス
）
や
、
す
で
に
十
分
な
証
明
力
を
備
え
た
鑑
定
結
果
の
あ
る
鑑
定
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
る
。
他
方
で
、
判
例
は
、
親
子
関
係
を
維
持
す
る
子
の
利
益
は
そ
れ
に
該
当
し
な
い
と
解
し
て
い
る
。
パ
リ
控
訴
院
は
、
二
〇
〇
〇
年
の
破
棄
院
の
判
旨
を
、
母
の
懐
胎
中
に
性
的
交
渉
を
行
っ
た
男
性
に
対
す
る
子
か
ら
の
扶
養
料
請
求
訴
訟
に
拡
大
し
た
。
他
方
、
破
棄
院
は
身
分
占
有
の
取
消
し
を
求
め
る
訴
え
に
お
い
て
は
、
生
物
学
的
鑑
定
を
命
ず
る
必
要
は
な
い
と
判
示
し
た
。
　
フ
ラ
ン
ス
の
裁
判
所
は
、
証
拠
調
べ
は
、
そ
の
対
象
と
な
る
人
物
の
同
意
を
得
て
行
う
よ
う
に
要
求
し
て
い
る
。（
従
前
の
）
ド
イ
ツ
法
と
異
な
る
こ
う
し
た
方
法
は
、
人
間
の
身
体
の
不
可
侵
と
い
う
一
般
的
な
原
則
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
民
法
中
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
に
関
す
る
規
定
中
に
現
れ
て
い
る
。
２
　
カ
ッ
コ
ウ
の
子
に
関
す
る
わ
が
国
の
法
的
紛
争
　
⑴
　
最
高
裁
の
司
法
統
計
に
よ
れ
ば
親
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
や
嫡
出
否
認
訴
訟
に
お
い
て
請
求
「
認
容
」
判
決
で
終
結
す
る
事
件
が
、
毎
年
、
一
定
件
数
存
在
し
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
、
法
律
上
の
親
子
関
係
と
真
実
の
親
子
関
係
が
乖
離
し
て
い
る
ケ
ー
ス
が
わ
が
国
で
も
そ
れ
な
り
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
家
族
法
の
古
典
的
な
テ
ー
マ
で
あ
る
「
藁
の
上
か
ら
の
養
子
」
と
い
う
事
案
も
、
法
律
上
の
親
子
関
係
と
生
物
学
上
の
親
子
関
係
が
異
な
る
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
そ
の
種
の
事
件
を
扱
っ
た
最
近
の
最
高
裁
も
、
当
該
親
子
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
〇
九
（
　
　
　
）
四
三
関
係
存
否
確
認
訴
訟
で
問
題
に
な
る
の
は
「
実
親
子
関
係
と
い
う
基
本
的
な
親
族
関
係
の
存
否
」
で
あ
る
旨
指
摘
し
て
い
る
（
最
判
平
成
一
八
年
七
月
七
日
民
集
六
〇
巻
六
号
二
三
〇
七
頁
、
家
月
五
九
巻
一
号
九
二 
　
⒜
　
わ
が
国
で
い
わ
ゆ
る
「
カ
ッ
コ
ウ
の
子
」
と
い
え
る
事
件
が
ど
の
程
度
に
存
在
し
、
現
に
ど
の
よ
う
な
問
題
が
発
生
ま
た
は
潜
在
し
て
い
る
の
か
、
筆
者
は
そ
の
問
題
に
通
じ
な
い
。
し
か
し
最
近
の
わ
が
国
の
民
事
事
件
に
お
い
て
も
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
り
実
親
子
関
係
の
不
存
在
が
判
明
し
、
法
的
紛
争
が
発
生
し
た
と
い
う
ケ
ー
ス
は
現
れ
て
い
る
。
さ
し
あ
た
り
筆
者
が
気
づ
い
た
事
例
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
ⅰ
東
京
高
判
平
成
二
一
年
一
二
月
二
一
日
判
時
二
一
〇
〇
号
四
三
頁
が
あ
る
。
当
事
者
は
、
前
訴
・
離
婚
訴
訟
で
裁
判
離
婚
し
た
元
夫
婦
・
Ｘ
男
と
Ｙ
女
で
あ
る
。
前
訴
は
、
本
訴
被
告
の
Ｙ
女
が
本
訴
原
告
の
Ｘ
男
に
対
し
離
婚
訴
訟
と
不
法
行
為
に
基
づ
く
慰
謝
料
請
求
を
行
い
、
Ｘ
が
反
訴
に
よ
り
、
Ｙ
に
対
し
離
婚
請
求
と
慰
謝
料
請
求
を
そ
れ
ぞ
れ
行
っ
た
と
い
う
事
件
で
、
第
一
審
が
実
施
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
、
Ｘ
Ｙ
間
の
嫡
出
子
Ｚ
と
そ
の
父
Ｘ
と
の
間
に
生
物
学
的
な
親
子
関
係
は
存
在
し
な
い
と
い
う
鑑
定
結
果
が
出
た
。
第
一
審
は
Ｘ
お
よ
び
Ｙ
の
各
離
婚
請
求
を
認
容
し
、
Ｙ
に
慰
謝
料
四
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
下
し
た
。
控
訴
審
は
、
Ｙ
に
慰
謝
料
六
〇
〇
万
円
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
下
し
、
同
判
決
は
確
定
し
Ｘ
と
Ｙ
は
裁
判
離
婚
し
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
は
Ｚ
に
対
し
親
子
関
係
不
存
在
確
認
申
立
て
を
行
い
、
Ｘ
と
Ｚ
と
の
間
に
親
子
関
係
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
旨
の
審
判
（
合
意
に
相
当
す
る
審
判
、
家
審
二
三
条
二
項
）
が
な
さ
れ
確
定
し
た
。
こ
れ
を
う
け
て
Ｘ
は
Ｙ
に
対
し
、
Ｘ
Ｙ
間
で
実
子
と
し
て
養
育
し
て
き
た
Ｚ
が
Ｘ
の
子
で
な
く
、
不
倫
相
手
の
子
で
あ
っ
た
と
主
張
し
て
、
不
法
行
為
に
基
づ
き
慰
謝
料
請
求
、
お
よ
び
不
当
利
得
返
還
請
求
権
と
し
て
、
Ｚ
の
出
生
か
ら
二
〇
歳
に
な
る
ま
で
の
間
に
Ｘ
が
負
担
し
て
き
た
養
育
費
相
当
額
の
返
還
を
請
求
し
た
。
　
第
一
審
は
、
慰
謝
料
請
求
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
訴
と
本
訴
の
慰
謝
料
請
求
は
そ
れ
ぞ
れ
訴
訟
物
が
同
一
で
あ
り
、
ま
た
不
当
利
得
請
求
部
分
に
つ
い
て
は
、
権
利
の
濫
用
と
し
て
許
さ
れ
な
い
と
し
て
、
い
ず
れ
も
請
求
を
棄
却
し
た
。
Ｘ
の
控
訴
に
対
し
、
東
京
高
裁
は
、
①
ま
ず
前
（
）
１８８頁
）。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
一
〇
（
　
　
　
）
四
四
者
の
慰
謝
料
請
求
部
分
に
つ
い
て
は
、
前
訴
で
主
張
さ
れ
評
価
が
尽
く
さ
れ
た
事
実
に
基
づ
き
慰
謝
料
を
再
度
請
求
す
る
も
の
で
あ
り
、
Ｙ
の
保
護
す
べ
き
紛
争
決
着
の
信
頼
関
係
を
侵
害
す
る
、
前
訴
の
慰
謝
料
請
求
と
訴
訟
物
が
同
一
で
既
判
力
に
抵
触
す
る
だ
け
で
な
く
、
信
義
則
に
も
反
す
る
と
し
て
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
、
②
ま
た
不
当
利
得
返
還
請
求
部
分
に
つ
い
て
は
、
Ｘ
が
支
出
し
た
養
育
費
は
Ｙ
と
の
婚
姻
継
続
中
の
婚
姻
費
用
の
一
部
と
し
て
支
払
わ
れ
た
も
の
で
、
不
当
利
得
の
観
念
を
入
れ
る
余
地
は
な
く
、
法
律
上
の
原
因
に
基
づ
い
て
支
払
わ
れ
て
い
た
、
Ｘ
と
Ｚ
の
関
係
は
、
少
な
く
と
も
Ｚ
が
Ｘ
の
子
で
な
い
こ
と
が
発
覚
す
る
ま
で
は
良
好
な
父
と
息
子
の
関
係
が
形
成
さ
れ
、
そ
の
間
Ｘ
は
Ｚ
を
一
人
の
人
間
と
し
て
育
て
上
げ
、
そ
の
過
程
で
経
済
的
費
用
や
様
々
な
親
と
し
て
の
悩
み
・
苦
労
の
対
価
と
し
て
、
Ｚ
の
誕
生
か
ら
大
人
へ
と
育
っ
て
い
く
過
程
で
子
を
愛
し
み
監
護
し
養
育
す
る
者
と
し
て
関
わ
り
な
が
ら
、
金
銭
に
は
代
え
が
た
い
無
上
の
喜
び
や
感
動
を
Ｚ
か
ら
与
え
ら
れ
た
、
ま
た
養
育
を
受
け
た
Ｚ
に
何
ら
の
責
任
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
Ｘ
の
養
育
費
支
払
い
に
是
正
す
べ
き
法
規
範
の
許
容
し
え
な
い
違
法
な
不
均
衡
状
態
が
あ
る
と
は
解
せ
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
　
こ
の
事
件
で
前
訴
・
離
婚
訴
訟
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
実
施
さ
れ
、
Ｚ
は
Ｘ
の
子
で
は
な
い
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
れ
に
続
く
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
調
停
・
審
判
手
続
で
の
い
わ
ゆ
る
二
三
条
審
判
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
り
、
同
審
判
は
確
定
判
決
と
同
一
の
効
力
を
有
し
た
こ
と
に
な
る
（
家
審
二
五
条
三
項
、
家
事
二
八
一
条
）。
こ
の
事
件
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
働
き
を
考
え
る
と
、
前
訴
・
離
婚
訴
訟
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
が
、
本
訴
の
請
求
原
因
事
実
を
形
成
し
基
礎
づ
け
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
若
干
の
感
想
に
と
ど
ま
る
が
、
右
事
件
の
損
害
賠
償
請
求
部
分
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
判
示
は
、
明
示
的
な
金
銭
債
権
の
一
部
請
求
に
つ
い
て
請
求
棄
却
判
決
確
定
後
の
残
部
請
求
に
つ
い
て
、
実
質
的
に
は
前
訴
の
蒸
し
返
し
で
あ
り
、
同
判
決
に
よ
り
当
該
債
権
の
全
物
に
つ
き
紛
争
が
解
決
さ
れ
た
と
の
相
手
方
の
合
理
的
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
あ
っ
て
、
信
義
則
に
反
し
許
さ
れ
な
い
旨
判
示
し
て
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
た
、
最
判
平
成
一
〇
年
六
月
一
二
日
民
集
五
二
巻
四
号
一
一
四
七
頁
の
判
旨
に
通
ず
る
考
え
方
を
思
わ
せ
る
。
ま
た
Ｘ
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
が
成
立
す
る
た
め
に
は
、
多
数
説
に
よ
る
と
、
要
件
事
実
と
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
一
一
（
　
　
　
）
四
五
し
て
法
律
上
の
原
因
が
な
か
っ
た
こ
と
（
民
法
七
〇
三
条
）
に
つ
い
て
Ｘ
は
主
張
立
証
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
で
あ 
法
律
上
の
夫
婦
間
で
は
婚
姻
費
用
の
分
担
義
務
が
あ
り
（
民
法
七
六
〇
条
）、
こ
れ
に
は
未
成
年
の
子
に
対
す
る
養
育
費
も
含
ま
れ 
ま
た
親
子
間
で
も
、
親
の
子
に
対
す
る
監
護
義
務
（
民
法
八
二
〇
条
）
の
主
た
る
内
容
と
し
て
養
育
費
の
支
払
い
が
あ 
右
事
件
の
当
事
者
間
の
法
律
関
係
、
す
な
わ
ち
Ｘ
Ｙ
間
の
婚
姻
関
係
は
離
婚
判
決
の
確
定
と
と
も
に
、
ま
た
Ｘ
Ｚ
の
親
子
関
係
は
二
三
条
審
判
の
確
定
と
と
も
に
そ
れ
ぞ
れ
消
滅
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
が
、
仮
り
に
Ｘ
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
の
右
要
件
事
実
を
認
定
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
は
、
離
婚
訴
訟
の
確
定
判
決
の
形
成
力
な
い
し
対
世
効
（
人
訴
二
四
条
一
項
）、
ま
た
は
確
定
し
た
親
子
関
係
の
存
否
確
認
の
二
三
条
審
判
の
効
力
（
対
世
効
で
あ
ろ 
が
Ｚ
の
誕
生
時
ま
で
遡
っ
て
生
じ
、
そ
れ
ま
で
の
法
律
上
の
親
子
関
係
は
遡
及
的
に
消
滅
す
る
も
の
と
考
え
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か
し
嫡
出
否
認
訴
訟
の
請
求
認
容
判
決
の
遡
及
的
な
効 
同
様
の
効
力
が
そ
れ
に
認
め
ら
れ
る
か
と
な
る
と
、
む
し
ろ
消
極
説
が
支
配
的
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
当
事
者
に
つ
い
て
、
Ｘ
の
損
失
に
お
い
て
養
育
費
の
支
払
い
を
免
れ
た
の
は
Ｚ
の
真
実
の
父
で
あ
っ
て
、
本
来
被
告
と
な
る
べ
き
は
こ
の
父
と
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
、
な
ど
訴
訟
法
上
も
興
味
あ
る
問
題
を
提
示
し
て
い
る
が
、
い
ま
本
稿
の
及
ぶ
と
こ
ろ
で
は
な
い
。
　
ⅱ
つ
ぎ
に
す
で
に
別
稿
で
触
れ
た
こ
と
が
あ
る 
東
京
地
判
平
成
一
七
年
五
月
二
七
日
判
時
一
九
一
七
号
七
〇
頁
は
産
院
で
の
新
生
児
取
違
え
事
件
で
あ
る
。
こ
の
種
の
事
件
は
、
ド
イ
ツ
法
で
は
後
述
す
る
よ
う
に
親
子
関
係
の
不
存
在
確
認
訴
訟
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｄ
、
民
訴
法
六
四
〇
条
二
項
一
号
）
の
対
象
事
件
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
事
案
を
み
る
と
、
昭
和
三
三
年
四
月
一
〇
日
に
新
生
児
を
分
娩
し
た
母
Ａ
、
そ
の
夫
Ｂ
、
戸
籍
上
両
名
の
子
と
し
て
届
け
出
が
さ
れ
て
い
る
Ｘ
が
、
約
四
六
年
後
に
、
九
州
大
学
大
学
院
医
学
研
究
院
Ｉ
教
授
の
申
出
に
応
じ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
受
け
た
と
こ
ろ
、
親
子
関
係
の
存
在
を
否
定
す
る
結
果
が
出
た
（
平
成
一
六
年
五
月
七
日
に
結
果
の
通
知
）。
Ｘ
ら
は
、
被
告
Ｙ
（
東
京
都
）
が
設
置
し
て
い
た
産
院
の
医
師
ま
た
は
看
護
師
が
新
生
児
同
士
を
取
り
違
え
、
Ａ
分
娩
の
新
生
児
と
Ｘ
が
入
れ
替
わ
っ
た
た
め
（
）
１８９る
。
（
）
１９０る
。
（
）
１９１る
。
（
）
１９２う
）
（
）
１９３力
と
（
）
１９４が
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
一
二
（
　
　
　
）
四
六
で
あ
る
と
主
張
し
、
Ｙ
に
対
し
、
右
鑑
定
結
果
を
知
っ
て
か
ら
約
五
ヵ
月
後
（
平
成
一
六
年
一
〇
月
一
九
日
）
に
不
法
行
為
（
使
用
者
責
任
）
ま
た
は
分
娩
助
産
契
約
の
債
務
不
履
行
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、
総
額
三
億
円
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
。
　
第
一
審
は
、
①
Ａ
が
昭
和
三
三
年
四
月
一
〇
日
産
院
内
で
分
娩
し
た
Ａ
・
Ｂ
間
の
男
児
は
そ
の
数
日
後
Ｘ
と
入
れ
替
わ
っ
た
、
本
件
の
血
液
鑑
定
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
、
専
門
家
に
よ
っ
て
適
切
な
方
法
で
実
施
さ
れ
、
内
容
も
合
理
的
で
信
用
性
は
高
い
、
そ
の
鑑
定
結
果
か
ら
す
る
と
、
Ａ
が
分
娩
し
た
子
は
Ｘ
で
は
な
い
と
認
定
し
た
。
②
し
か
し
不
法
行
為
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
は
、
不
法
行
為
が
あ
っ
た
時
か
ら
二
〇
年
後
（
昭
和
五
三
年
四
月
一
四
日
頃
）
に
除
斥
期
間
（
民
法
七
二
四
条
後
段
）
の
経
過
に
よ
り
消
滅
し
て
お
り
、
ま
た
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
も
、
そ
の
消
滅
時
効
は
Ａ
の
退
院
時
（
昭
和
三
三
年
四
月
一
七
日
）
に
進
行
を
開
始
し
、
本
件
訴
え
の
提
起
日
で
あ
る
平
成
一
〇
年
一
〇
月
一
九
日
ま
で
に
一
〇
年
以
上
が
経
過
し
消
滅
し
た
と
し
て
、
Ｘ
ら
の
請
求
を
棄
却
し
た
。
　
Ｘ
ら
の
控
訴
に
よ
り
、
控
訴
審
・
東
京
高
裁
平
成
一
八
年
一
〇
月
一
二
日
判
決
判
時
二
〇
九
五
号
四
九
頁
は
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
Ｘ
に
対
し
一
〇
〇
〇
万
円
、
Ａ
お
よ
び
Ｂ
に
対
し
そ
れ
ぞ
れ
五
〇
〇
万
円
の
損
害
賠
償
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
下
し
た
。
①
控
訴
審
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
に
基
づ
き
、
Ａ
の
分
娩
し
た
新
生
児
は
Ｘ
で
は
な
く
、
同
時
期
に
産
院
で
出
生
し
た
Ｘ
と
入
れ
替
わ
っ
た
蓋
然
性
は
相
当
高
い
、
Ｘ
ら
主
張
の
取
違
え
の
事
実
を
推
認
で
き
る
と
し
た
。
②
そ
の
う
え
で
控
訴
審
は
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
、「
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
か
ら
進
行
」（
民
法
一
六
六
条
一
項
）
し
、
一
〇
年
間
行
使
し
な
い
と
き
に
時
効
消
滅
す
る
（
民
法
一
六
七
条
一
項
）、
そ
し
て
右
「
権
利
を
行
使
す
る
こ
と
が
で
き
る
時
」
と
は
、
原
則
と
し
て
、
権
利
行
使
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
障
害
の
な
い
状
態
を
い
い
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
に
つ
い
て
も
、
本
来
の
債
務
の
履
行
を
請
求
し
得
る
時
か
ら
進
行
を
開
始
す
る
。
③
た
だ
し
、
新
生
児
の
取
り
違
え
の
場
合
は
損
害
の
発
生
が
潜
在
化
し
て
お
り
、
分
娩
助
産
契
約
の
当
事
者
で
あ
る
両
親
・
子
が
取
り
違
え
の
事
実
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
客
観
的
な
事
情
が
生
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
損
害
が
顕
在
化
し
て
初
め
て
権
利
行
使
を
期
待
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
一
三
（
　
　
　
）
四
七
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
Ｘ
ら
が
親
子
関
係
の
不
存
在
を
明
確
に
知
っ
た
の
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
を
知
ら
さ
れ
た
平
成
一
六
年
五
月
七
日
頃
で
あ
る
が
、
権
利
行
使
の
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
す
る
と
、
Ａ
Ｂ
Ｏ
式
血
液
型
の
不
適
合
が
明
確
と
な
っ
た
時
点
（
平
成
九
年
一
〇
月
七
日
）
と
解
す
る
の
が
相
当
で
、
Ｘ
ら
が
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
の
は
平
成
一
七
年
三
月
二
八
日
で
あ
り
、
債
務
不
履
行
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求
権
の
消
滅
時
効
は
完
成
し
て
い
な
い
、
と
判
示
し
た
。
　
右
事
件
で
は
訴
訟
外
で
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
が
、
そ
の
後
の
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
の
請
求
原
因
事
実
と
し
て
援
用
さ
れ
て
い
る
。
右
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
私
鑑
定
で
あ
る
が
、
第
一
審
は
、
専
門
家
に
よ
っ
て
適
切
な
方
法
で
実
施
さ
れ
、
内
容
も
合
理
的
で
信
用
性
は
高
い
と
評
価
し
て
、
そ
の
鑑
定
結
果
に
基
づ
き
Ａ
分
娩
の
子
は
Ｘ
で
は
な
い
と
認
定
し
て
い
る
。
私
鑑
定
の
法
的
性
質
を
ど
う
み
る
か
は
議
論
が
あ
る 
右
事
件
で
は
す
で
に
産
院
は
閉
鎖
さ
れ
て
当
時
の
出
産
記
録
も
こ
の
年
度
に
限
り
存
在
し
な
い
状
況
で
あ
り
、
Ｘ
ら
に
と
っ
て
代
替
証
拠
は
入
手
し
が
た
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
裁
判
所
は
改
め
て
正
規
の
鑑
定
人
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
す
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
が
、
判
旨
に
述
べ
ら
れ
た
私
鑑
定
人
で
あ
る
教
授
の
肩
書
や
所
属
機
関
の
検
査
水
準
か
ら
推
測
し
う
る
限
り
、
裁
判
所
は
、
実
務
で
と
ら
れ
て
い
る
書
証
説
の
立
場
で
、
右
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
証
拠
能
力
お
よ
び
証
拠
価
値
を
肯
定
的
に
認
定
し
た
も
の
と
解
し
て
お
き
た
い
。
　
⒝
　
上
述
し
た
フ
ラ
ン
ス
法
や
最
近
の
ド
イ
ツ
立
法
（
遺
伝
子
診
断
法
）
の
よ
う
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
自
体
に
関
す
る
基
本
的
な
法
律
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
わ
が
国
で
は
ま
だ
制
定
さ
れ
ず
、
こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
す
る
批
判
も
み
ら
れ
る
。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
関
す
る
わ
が
国
の
規
制
で
筆
者
が
知
り
え
た
も
の
を
み
る
と
、
①
ま
ず
経
済
産
業
省
は
、
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
事
業
者
に
対
し
、
自
ら
遵
守
す
べ
き
自
主
的
ル
ー
ル
と
し
て
「
経
済
産
業
分
野
の
う
ち
個
人
遺
伝
情
報
を
用
い
た
事
業
分
野
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
一
六
年
一
二
月
一
七
日
）
を
示
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
に
あ
た
り
、
鑑
定
の
効
果
が
直
接
に
及
ぶ
者
の
間
で
鑑
定
実
施
に
つ
い
て
異
論
が
な
い
こ
と
に
留
意
す
る
よ
う
に
求
め
て
い
る
。
②
ま
た
文
部
科
学
省
・
厚
生
労
働
省
・
経
済
産
業
省
の
公
示
で
あ
る
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析
研
究
に
関
す
る
倫
理
指
（
）
１９５が
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
一
四
（
　
　
　
）
四
八
針
」（
平
成
一
三
年
三
月
二
九
日
、
最
終
改
正
平
成
二
〇
年
一
二
月
一
日
。
平
成
一
七
年
四
月
一
日
施 
は
、
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
・
遺
伝
子
解
析
研
究
に
携
わ
る
す
べ
て
の
関
係
者
を
対
象
に
、
研
究
責
任
者
は
、
提
供
者
に
、
自
由
意
思
に
基
づ
く
文
書
に
よ
る
同
意
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
ン
ト
）
を
受
け
て
、
試
料
の
提
供
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
３
　
提
供
者
対
す
る
基
本
姿
勢
　
　
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
・
コ
ン
セ
１０
ン
ト
（
３
））、
ま
た
研
究
責
任
者
は
、
提
供
者
が
自
ら
の
遺
伝
情
報
の
開
示
を
希
望
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
開
示
し
て
は
な
ら
な
い
し
、
提
供
者
の
同
意
が
な
い
場
合
に
は
、
提
供
者
の
遺
伝
情
報
を
提
供
者
以
外
の
人
に
対
し
、
原
則
と
し
て
開
示
し
て
は
な
ら
な
い
（
　
　
遺
伝
情
報
１１
の
開
示
（
２
）、（
３
））
旨
定
め
て
い
る
。
　
③
さ
ら
に
個
人
遺
伝
情
報
を
取
扱
う
事
業
者
自
ら
が
自
主
的
な
ル
ー
ル
と
し
て
定
め
た
「
個
人
遺
伝
情
報
を
取
扱
う
企
業
が
遵
守
す
べ
き
自
主
基
準
（
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
事
業
者
自
主
基
準
）」（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
協
議
会
　
平
成
二
〇
年
三
月
）
は
、「
第
２
　
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し
て
、
個
人
遺
伝
情
報
を
利
用
す
る
消
費
者
・
家
族
・
血
縁
者
の
人
権
の
保
障
、
個
人
情
報
・
個
人
遺
伝
情
報
の
保
護
の
徹
底
（
関
連
法
規
等
の
遵
守
）、
事
前
の
十
分
な
説
明
と
消
費
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
同
意
（
イ
ン
フ
ォ
ー
ム
ド
コ
ン
セ
ン
ト
）
お
よ
び
契
約
等
の
確
認
な
ど
を
あ
げ
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
分
野
（
親
子
・
血
縁
鑑
定
事
業
）
の
「
基
本
的
な
考
え
方
」
と
し
て
、「
個
人
や
家
族
等
、
鑑
定
対
象
者
の
人
権
、
福
祉
及
び
関
係
者
の
合
意
に
留
意
」
し
、
未
成
年
者
等
に
つ
い
て
は
「
本
人
の
利
益
を
代
表
で
き
る
者
か
ら
代
理
で
同
意
を
求
め
」、「
十
分
な
法
的
知
識
・
経
験
を
有
す
る
弁
護
士
、
裁
判
所
職
員
等
に
よ
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
鑑
定
対
象
者
間
に
お
け
る
鑑
定
同
意
を
前
提
と
す
る
」、「
親
子
・
血
縁
鑑
定
を
受
託
す
る
場
合
は
、
試
料
採
取
対
象
者
か
ら
対
面
で
同
意
を
得
る
こ
と
」
な
ど
を
定
め
て
い
る
。
④
前
掲
①
の
経
済
産
業
省
個
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定
に
従
っ
て
、
バ
イ
オ
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
協
会
（
Ｊ
Ｂ
Ａ
）
に
「
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
審
査
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
（
平
成
一
七
年
六
月
三
〇
日
）、
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
事
業
者
に
よ
る
事
業
内
容
の
適
否
等
の
審
査
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
事
業
者
自
身
が
Ｎ
Ｐ
Ｏ
個
人
遺
伝
情
報
取
扱
協
議
会
を
設
立
し
（
平
成
一
八
年
四
月
）、
経
済
産
業
省
個
（
）
１９６行
）
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
一
五
（
　
　
　
）
四
九
人
情
報
保
護
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
即
し
た
前
掲
自
主
基
準
を
策
定
し
て
適
正
な
事
業
遂
行
を
す
る
よ
う
に
努
め
、
ま
た
同
協
議
会
に
参
加
し
て
い
な
い
事
業
者
に
も
同
自
主
基
準
の
遵
守
を
呼
び
か
け
て
い
る
。
　
そ
う
す
る
と
、
わ
が
国
で
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
当
事
者
本
人
か
、
未
成
年
者
で
あ
れ
ば
法
定
代
理
人
の
同
意
が
あ
る
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
そ
の
同
意
な
く
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
右
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
な
い
し
倫
理
指
針
に
違
反
し
た
も
の
と
評
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
た
企
業
等
は
自
主
基
準
に
違
反
し
た
不
適
格
事
業
者
と
判
定
さ
れ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
ド
イ
ツ
の
遺
伝
子
診
断
法
の
刑
事
罰
に
つ
い
て
は
賛
否
両
論
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 
わ
が
国
で
は
制
定
法
レ
ヴ
ェ
ル
に
お
い
て
法
規
制
が
な
い
以
上
、
自
主
基
準
破
り
の
事
業
者
が
刑
事
罰
を
課
さ
る
こ
と
は
な
い
。
調
停
・
審
判
手
続
に
お
け
る
「
合
意
に
よ
る
審
判
」
制
度
を
知
ら
な
い
ド
イ
ツ
法
に
対
し
て
、
わ
が
国
で
は
調
停
・
審
判
手
続
の
段
階
で
当
事
者
間
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
実
施
に
つ
い
て
合
意
が
成
立
す
れ
ば
、
事
件
の
多
く
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
結
果
に
従
っ
て
解
決
さ
れ
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
問
題
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
に
つ
い
て
当
事
者
間
に
合
意
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
で
あ
る
。
現
行
法
の
下
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
拒
否
す
る
当
事
者
の
態
度
を
ど
う
評
価
す
る
か
と
い
う
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
自
由
心
証
説
に
従
っ
て
い 
３
　
父
子
関
係
の
存
否
を
確
認
す
る
た
め
の
法
的
手
続
　
⑴
　
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
は
、
第
一
事
件
、
第
二
事
件
と
も
、
子
を
認
知
し
た
法
律
上
の
父
か
ら
、
認
知
し
た
子
に
対
す
る
父
子
関
係
の
否
認
訴
訟
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｂ
）
と
い
う
事
案
で
あ
っ
た
。
な
ぜ
両
事
件
の
父
は
こ
の
よ
う
な
秘
密
の
父
子
関
係
テ
ス
ト
に
走
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
を
事
件
当
時
の
法
制
面
か
ら
み
る 
法
律
上
の
父
が
自
ら
の
生
物
学
的
な
父
子
関
係
の
正
当
性
に
つ
い
て
確
認
・
解
明
す
る
手
段
と
し
て
、
民
法
上
は
、
①
父
子
関
係
の
否
認
手
続
（
民
法
一
六
〇
〇
条
か
ら
同
法
一
六
〇
〇
条
ｃ
）、
②
親
子
関
係
の
存
否
確
認
の
訴
え
（
民
（
）
１９７が
、
（
）
１９８る
。
（
）
１９９と
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
一
六
（
　
　
　
）
五
〇
法
一
六
〇
〇
条
ｄ
）、
③
法
律
上
の
父
か
ら
子
の
母
に
対
す
る
情
報
請
求
権
（
民
法
一
六
〇
七
条
三
項
一
文
参
照
）
が
考
え
ら
れ
た
。
他
方
で
、
民
訴
法
は
通
常
の
訴
訟
手
続
と
別
に
身
分
関
係
手
続
の
た
め
の
特
別
規
定
を
お
い
て
い
た
が
、
そ
の
冒
頭
規
定
・
六
四
〇
条
二
項
は
そ
の
手
続
の
対
象
と
な
る
親
子
関
係
事
件
を
個
別
的
に
列
挙
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
①
親
子
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
（
認
知
の
有
効
・
無
効
に
つ
い
て
の
確
認
訴
訟
）（
六
四
〇
条
二
項
一
号
）、
②
前
掲
・
子
の
嫡
出
性
の
否
認
（
二
項
二
号
）、
③
父
子
関
係
の
認
知
に
つ
い
て
の
取
消
訴
訟
（
三
号
）
が
、
そ
れ
ぞ
れ
法
律
上
の
父
に
と
っ
て
生
物
学
的
父
子
関
係
の
確
認
・
解
明
手
段
と
し
て
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
ほ
か
、
④
生
物
学
的
な
父
子
関
係
（
血
縁
関
係
）
を
対
象
と
す
る
通
常
の
確
認
訴
訟
（
民
訴
法
二
五
六
条
）、
さ
ら
に
、
⑤
連
邦
憲
法
裁
判
例
を
契
機
と
し
て
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
、（
父
子
関
係
の
否
認
手
続
と
は
）
独
立
し
た
血
縁
関
係
確
認
の
訴
え
が
考
え
ら
れ
た
。
　
⒜
　
第
一
に
、
嫡
出
子
・
非
嫡
出
子
の
区
別
を
廃
止
し
て
い
た
当
時
の
民
法
下
で
は
、
法
律
上
の
父
（
民
法
一
五
九
二
条
一
号
に
よ
り
母
と
婚
姻
し
て
い
る
男
性
、
お
よ
び
民
法
一
五
九
二
条
二
号
に
よ
り
子
を
認
知
し
た
男
性
）
に
と
っ
て
、
自
身
が
子
の
生
物
学
上
の
父
で
あ
る
か
を
知
る
た
め
の
唯
一
の
手
続
法
上
の 
、
父
子
関
係
の
否
認
の
訴
え
（
民
法
一
五
九
九
条
以
下
、
民
訴
法
六
四
〇
条
二
項
二
号
）
と
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
右
訴
え
は
、
否
認
権
限
を
有
す
る
当
事
者
が
父
子
関
係
を
否
定
す
る
事
情
を
知
っ
た
と
き
か
ら
二
年
以
内
に
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
否
認
期
間
。
民
法
一
五
九
四
条
一
項
・
二
項
一
文
）。
ま
た
連
邦
裁
判
例
は
、
学
説
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
右
訴
え
に
つ
い
て
原
告
に
「
最
初
の
疑
い
」
の
提
出
を
求
め
（
い
わ
ゆ
る
詳
細
説
）、
原
告
・
父
は
当
該
疑
い
に
つ
い
て
基
礎
づ
け
る
事
情
を
申
し
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な 
否
認
訴
訟
手
続
で
は
職
権
探
知
主
義
が
適
用
さ
れ
（
民
訴
法
六
一
六
条
）、
右
訴
訟
の
係
属
中
に
お
い
て
、
子
や
母
の
意
思
に
反
し
て
も
、
血
縁
鑑
定
を
強
制
的
に
実
施
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
（
民
訴
法
三
二
七
条
ａ
）
が
、
他
方
で
、
否
認
の
訴
え
提
起
の
準
備
の
た
め
に
右
強
制
鑑
定
を
申
し
立
て
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
解
さ
れ
て
い
た
。
法
律
上
の
父
に
と
っ
て
、
右
の
よ
う
な
立
証
窮
状
が
秘
密
の
父
子
関
係
テ
ス
ト
を
行
っ
た
主
た
る
誘
因
と
み
ら
れ 
（
）
２００途
が
（
）
２０１い
。
（
）
２０２る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
一
七
（
　
　
　
）
五
一
　
⒝
　
第
二
に
、
親
子
関
係
の
存
否
確
認
の
訴
え
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｄ
、
民
訴
法
六
四
〇
条
二
項
一
号
）
は
、
法
律
上
存
在
す
る
ま
た
は
存
在
し
な
い
親
子
関
係
に
関
す
る
争
い
を
そ
の
対
象
に
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
種
の
事
件
は
実
務
に
お
い
て
非
常
に
少
な
い
と
い
わ
れ 
も
っ
と
も
、
ド
イ
ツ
法
の
歴
史
の
な
か
で
は
、
父
子
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
は
、
と
り
わ
け
非
嫡
出
子
法
の
領
域
で
、
非
嫡
出
子
の
法
的
地
位
の
保
護
と
と
も
に
、
ナ
チ
ス
政
権
下
の
人
種
政
策
に
よ
っ
て
国
民
の
遺
伝
血
縁
関
係
が
国
家
的
関
心
事
と
し
て
も
注
目
さ
れ
た
と
い
う
政
治
的
背
景
も
あ
っ
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
た
と
え
ば
最
上
級
審
判
例
に
お
い
て
、
非
嫡
出
子
か
ら
父
た
る
男
性
に
対
す
る
父
子
関
係
確
認
訴
訟
（
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
四
日
判
決JW
1938,S.245f
 
 
 
          
ま
た
前
訴
・
扶
養
訴
訟
で
非
嫡
出
子
の
父
で
あ
る
と
し
て
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
受
け
た
男
性
（
い
わ
ゆ
る
支
払
い
の
父
）
か
ら
当
該
非
嫡
出
子
に
対
す
る
血
縁
関
係
の
不
存
在
確
認
訴
訟
（
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
三
九
年
六
月
一
五
日
判
決RG
Z160
(1939),S.293f
 
 
                  
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
四
二
年
六
月
二
〇
日
判
決RG
Z
169,
 
 
      
S.216ff.
       
）
な
ど
の
判
例
が
み
ら
れ 
そ
の
後
の
非
嫡
出
子
の
法
的
保
護
、
つ
い
に
は
嫡
出
子
と
の
区
別
の
廃
止
に
い
た
る
法
改
革
の
過
程
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
会
に
触
れ
た
こ
と
が
あ 
　
ⅰ
旧
法
に
お
い
て
嫡
出
推
定
を
破
る
唯
一
の
法
的
手
段
が
嫡
出
否
認
の
訴
え
（
民
法
一
五
九
九
条
以
下
、
民
訴
法
六
四
〇
条
二
項
二
号
）
で
あ
り
、
民
法
旧
一
五
九
三
条
に
よ
る
と
、
嫡
出
子
の
非
嫡
出
性
に
つ
い
て
の
主
張
は
、
嫡
出
否
認
訴
訟
に
お
い
て
非
嫡
出
性
が
裁
判
上
確
定
す
る
ま
で
一
切
禁
止
さ
れ
て
い
た
。
嫡
出
子
の
福
祉
お
よ
び
家
庭
の
平
和
を
保
護
し
よ
う
と
い
う
趣
旨
で
あ 
父
子
関
係
確
認
訴
訟
が
実
務
上
わ
ず
か
し
か
な
い
理
由
も
こ
れ
に
基
づ
く
も
の
と
み
ら
れ
る
。
右
規
定
の
そ
の
よ
う
な
保
護
機
能
お
よ
び
権
利
行
使
の
遮
断
効
果
は
、
民
事
法
を
こ
え
た
公
益
性
が
存
す
る
と
も
い
わ
れ
る
。
　
ⅱ
民
法
旧
一
五
九
三
条
に
関
し
て
は
、
第
一
に
、
関
係
者
の
間
で
は
母
の
夫
が
子
の
生
物
学
上
の
父
で
は
な
い
こ
と
に
つ
い
て
争
い
が
な
い
と
き
も
、
同
条
が
あ
る
た
め
嫡
出
否
認
の
訴
え
は
放
棄
す
る
こ
と
が
で
な
い
と
解
さ
れ
て
い
る
（
通
説
と
い
わ
れ 
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
（
）
２０３る
。
（
）
２０４
f.  
）、
（
）
２０５
f.  
ラ
（
）
２０６る
。
（
）
２０７る
。
（
）
２０８り
、
（
）
２０９る
）。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
一
八
（
　
　
　
）
五
二
三
八
年
五
月
二
三
日
判
決
（RG
Z
157,S.356ff.
  
  
         
 
）
が
そ
の
旨
判
示
し
て
い 
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
①
控
訴
裁
判
所
は
、
Ｘ
は
法
定
懐
胎
期
間
中
に
Ｙ
の
母
Ａ
と
性
的
交
渉
を
せ
ず
、
Ｙ
は
Ｘ
に
よ
っ
て
懐
胎
し
た
も
の
で
は
な
い
、
Ｙ
の
本
当
の
父
は
、
関
係
者
全
員
の
間
で
確
認
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
仕
立
て
屋
Ｂ
男
で
、
Ａ
は
一
九
三
〇
年
以
来
Ｂ
と
不
貞
関
係
に
あ
り
、
離
婚
訴
訟
で
は
そ
れ
を
理
由
に
単
独
の
有
責
宣
言
を
さ
れ
た
と
認
定
し
た
。
②
原
裁
判
所
は
、
夫
が
懐
胎
期
間
内
に
妻
と
性
的
交
渉
を
し
た
と
い
う
民
法
旧
一
五
九
一
条
二
項
一
文
の
推
定
が
、
反
対
の
事
実
が
関
係
者
全
員
の
間
で
す
で
に
確
認
さ
れ
て
お
り
意
味
を
も
た
な
い
本
件
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
、
否
認
の
訴
え
が
そ
も
そ
も
不
要
か
と
い
う
問
題
を
提
示
し
て
い
る
。
③
こ
れ
に
つ
い
て
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
民
法
旧
一
五
九
三
条
一
項
か
ら
明
ら
か
に
な
る
よ
う
に
、
問
題
は
肯
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。
す
な
わ
ち
右
規
定
に
よ
る
と
、
子
の
生
存
中
は
、
嫡
出
性
の
否
認
の
訴
え
が
必
要
で
あ
る
と
判
示
し
て
原
判
決
を
破
棄
差
し
戻
し
た
。
つ
ぎ
に
み
る
連
邦
裁
一
九
八
一
年
三
月
二
五
日
判
決
（B
G
H
Z
80,S.218ff.
 
 
 
  
        
 
）
も
、
右
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
三
八
年
判
決
を
引
用
し
て
、
い
わ
ゆ
る
関
係
者
間
の
合
意
は
不
適
法
と
解
す
る
の
が
通
説
で
あ
り
、
特
に
子
の
福
祉
の
優
先
的
評
価
か
ら
導
か
れ
る
結
論
で
あ
る
旨
指
摘
し
て
い
る
（B
G
H
Z
80,S.218,221f.
 
 
 
  
            
）。
　
ⅲ
も
う
一
件
の
右
連
邦
裁
判
例
を
み
る
と
、
こ
れ
は
、
あ
る
男
性
Ｘ
が
子
Ｙ
の
母
Ａ
と
不
貞
関
係
に
あ
り
、
懐
胎
期
間
中
も
性
的
交
渉
を
も
っ
て
い
た
と
し
て
、
Ｙ
は
母
Ａ
の
夫
Ｂ
の
子
で
は
な
く
、
Ｘ
自
身
の
子
で
あ
る
こ
と
の
確
認
請
求
を
し
た
と
い
う
事
件
（
父
子
関
係
確
認
訴
訟
）
で
あ
る
。
第
一
審
は
Ｘ
の
訴
え
却
下
、
控
訴
審
も
権
利
保
護
の
利
益
を
欠
く
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
維
持
し
た
。
Ｘ
の
上
告
に
対
し
、
連
邦
裁
一
九
八
一
年
三
月
二
五
日
判
決
（B
G
H
Z
80,S.218ff.
 
 
 
  
        
 
）
は
、
①
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
権
利
保
護
の
利
益
を
不
要
と
解
し
た
先
例
（
後
掲
一
九
七
二
年
判
決
）
を
引
用
し
て
、
本
訴
の
不
適
法
は
む
し
ろ
民
法
一
五
九
三
条
か
ら
導
か
れ
る
も
の
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。
民
法
一
五
九
四
条
以
下
は
、
嫡
出
性
の
否
認
権
限
を
、
子
、
夫
、
そ
し
て
一
定
の
要
件
で
夫
の
両
親
に
認
め
て
い
る
が
、
非
嫡
出
の
父
に
は
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
一
五
九
三
条
は
嫡
出
否
認
の
た
め
の
身
分
手
続
（
民
訴
法
六
四
〇
条
以
下
）
に
独
占
的
地
位
を
与
え
て
お
り
、
仮
に
そ
れ
以
外
の
手
続
に
（
）
２１０る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
一
九
（
　
　
　
）
五
三
お
い
て
子
の
血
縁
関
係
を
問
題
に
す
る
訴
訟
を
許
す
こ
と
に
な
る
と
、
同
条
の
目
標
が
達
成
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
②
本
訴
に
よ
っ
て
子
は
非
嫡
出
子
と
い
う
結
果
に
な
ろ
う
が
、
通
説
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
子
の
非
嫡
出
性
に
つ
い
て
既
判
力
を
も
っ
て
確
定
さ
れ
た
後
に
初
め
て
可
能
で
あ
っ
て
、
本
訴
は
民
法
一
五
九
三
条
に
違
反
し
て
い
る
。
③
民
訴
法
二
五
六
条
に
よ
っ
て
子
の
嫡
出
性
を
問
題
に
す
る
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
り
、
子
が
法
律
上
嫡
出
子
と
み
な
さ
れ
る
限
り
、
民
法
一
五
九
三
条
の
権
利
行
使
の
遮
断
的
効
果
に
よ
っ
て
右
訴
え
は
不
適
法
に
な
る
。
法
律
上
定
め
ら
れ
た
否
認
の
可
能
性
を
こ
え
て
、
子
の
嫡
出
性
の
問
題
を
裁
判
上
の
審
判
対
象
に
し
て
は
な
ら
な
い
、 
　
ⅳ
ラ
イ
ナ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
（R.Frank
       
）
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
血
縁
関
係
法
（
旧
法
）
は
、
す
べ
て
の
子
は
、
で
き
る
限
り
出
生
時
に
、
万
人
に
対
し
て
法
律
上
父
と
み
な
し
う
る
男
性
に
帰
属
す
る
と
い
う
よ
う
に
定
め
て
お
り
、
民
法
一
五
九
三
条
が
ま
さ
に
そ
の
機
能
を
果
た
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
夫
婦
が
別
居
し
て
い
る
、
夫
が
重
病
で
あ
る
、
拘
禁
中
で
あ
る
、
兵
役
に
つ
い
て
い
る
、
行
方
不
明
で
あ
る
と
い
う
理
由
で
、
嫡
出
推
定
（
民
法
一
五
九
一
条
）
が
働
か
な
い
と
み
ら
れ
る
と
き
も
、
夫
は
そ
の
嫡
出
子
に
対
し
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
述
べ
て
い 
　
し
か
し
そ
の
後
の
法
改
正
に
よ
り
、
右
民
法
一
五
九
三
条
は
民
法
一
五
九
九
条
一
項
に
変
更
さ
れ
る
と
と
も
に
、
同
時
に
同
条
二
項
が
新
し
く
追
加
さ
れ
た
。
同
条
一
項
は
な
お
旧
法
（
一
五
九
三
条
）
の
原
則
（
父
子
関
係
の
不
存
在
の
主
張
は
、
否
認
手
続
の
判
決
確
定
時
か
ら
初
め
て
可
能
で
あ
る
）
を
維
持
し
て
い
る
が
、
追
加
さ
れ
た
二
項
一
文
前
段
に
よ
る
と
、
離
婚
申
立
て
の
係
属
中
に
子
が
出
産
し
、
か
つ
第
三
者
が
離
婚
申
立
て
を
認
容
し
た
判
決
の
確
定
後
、
一
年
以
内
に
父
子
関
係
を
認
知
し
た
と
き
に
も
、
一
五
九
二
条
一
号
（
母
と
婚
姻
中
の
男
性
）
お
よ
び
一
五
九
三
条
（
夫
の
死
亡
に
よ
る
婚
姻
解
消
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
子
が
出
生
し
た
場
合
も
、
前
条
一
号
の
準
用
）
は
適
用
さ
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
従
来
の
親
子
関
係
（
否
認
）
訴
訟
の
み
に
限
定
す
る
考
え
方
が
緩
和
さ
れ
て
、
法
律
上
、
そ
の
例
外
が
お
か
れ
た
こ
と
に
な
る
。
　
ⅴ
最
近
の
学
説
は
、
親
子
関
係
存
否
確
認
訴
訟
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
子
の
引
渡
し
や
取
違 
問
題
に
な
っ
た
事 
子
の
出
生
期
日
（
）
２１１と
。
（
）
２１２る
。
（
）
２１３え
が
（
）
２１４例
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
二
〇
（
　
　
　
）
五
四
が
婚
姻
中
ま
た
は
法
定
懐
胎
期
間
内
と
誤
記
さ
れ
て
い
る
事
例
、
子
ま
た
は
母
か
ら
父
子
関
係
が
主
張
さ
れ
て
い
る
事 
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
法
律
上
子
が
父
に
帰
属
す
る
た
め
の
要
件
（
民
法
一
五
九
一
条
の
妻
の
出
産
、
一
五
九
二
条
一
号
の
子
の
母
と
の
婚
姻
）
を
欠
い
た
ケ
ー
ス
で
あ 
し
た
が
っ
て
、
法
律
上
の
父
が
二
号
の
訴
え
に
よ
っ
て
生
物
学
上
の
父
子
関
係
に
つ
い
て
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な 
　
試
み
に
二
号
に
関
す
る
近
時
の
連
邦
裁
判
例
を
み
て
も
、
そ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
「
親
子
関
係
」
は
か
な
り
特
殊
な
ケ
ー
ス
に
思
わ
れ
る
。
連
邦
裁
一
九
七
二
年
九
月
二
七
日
判
決
（Fam
RZ
1973,S.26f.=
N
JW
1973,S.5
   
   
          
 
  
 
       1  
）
は
、
原
告
Ｘ
（
判
決
当
時
七
二
歳
の
女
性
）
が
、
被
告
Ｙ
は
Ｘ
の
息
子
で
な
い
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
親
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
で
あ 
連
邦
裁
は
、
①
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
は
、
法
律
が
公
益
性
に
基
づ
き
特
別
の
手
続
の
身
分
事
件
（
民
訴
法
六
四
〇
条
一
項
・
二
項
一
号
）
で
、
親
子
関
係
の
存
否
確
認
を
求
め
る
請
求
権
に
、
同
時
に
特
別
な
実
体
法
上
の
資
格
を
付
与
し
て
い
る
。
②
確
認
の
利
益
は
通
常
の
手
続
（
民
訴
法
二
五
六
条
）
と
異
な
っ
て
判
断
す
べ
き
で
あ
る
。
親
子
関
係
の
存
否
確
認
の
訴
え
は
特
殊
な
訴
え
で
、
法
律
は
独
自
の
実
体
法
上
の
確
認
請
求
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
判
決
は
対
世
効
を
有
し
（
民
訴
六
四
〇
条
ｈ
）、
別
訴
手
続
の
裁
判
が
親
子
関
係
存
否
の
判
断
に
か
か
わ
る
と
き
、
右
手
続
は
親
子
関
係
存
否
の
裁
判
ま
で
中
止
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
は
、
特
別
な
確
認
の
利
益
ま
た
は
権
利
保
護
の
必
要
は
要
求
さ
れ
な
い
。
訴
え
の
要
件
の
主
張
は
確
認
の
利
益
を
内
包
し
て
お
り
、
確
認
の
利
益
は
常
に
存
在
す
る
。
③
ま
た
原
則
と
し
て
本
訴
の
要
求
を
権
利
濫
用
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
訴
え
を
権
利
濫
用
と
い
う
理
由
で
不
適
法
却
下
し
た
場
合
、
親
子
関
係
の
存
在
は
不
確
実
の
ま
ま
で
、
Ｙ
は
今
後
も
Ｘ
の
息
子
と
み
な
さ
れ
る
状
況
が
続
く
こ
と
に
な
る
が
、
本
件
で
確
認
要
求
が
重
大
な
濫
用
ま
た
は
嫌
が
ら
せ
と
み
え
る
よ
う
な
事
情
は
な
い
と
判
示
す
る
。
有
力
学
説
も
右
連
邦
裁
の
判
旨
に
同
調
し
て
、
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
確
認
の
利
益
は
不
要
で
あ
る
と
説 
　
も
う
一
件
は
、
連
邦
裁
一
九
八
六
年
四
月
九
日
判
決
（Fam
RZ
1986,S.663ff.=
N
JW
1986,S.
   
   
          
   
  
 
      2371ff.=
JZ
1987,S.42ff.m
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）
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
非
嫡
出
子
で
あ
る
原
告
Ｘ
が
、
そ
の
母
Ａ
が
イ
タ
リ
ア
旅
行
中
に
性
的
関
係
を
も
っ
た
と
す
る
イ
タ
リ
ア
（
）
２１５例
を
（
）
２１６り
、
（
）
２１７い
。
（
）
２１８る
。
（
）
２１９く
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
二
一
（
　
　
　
）
五
五
人
男
性
Ｙ
に
対
し
て
親
子
関
係
の
存
在
確
認
を
求
め
た
と
い
う
渉
外
事
件
で
あ
る
。
被
告
Ｙ
が
血
縁
鑑
定
を
拒
否
し
た
が
、
高
裁
は
、
証
人
母
Ａ
の
証
言
と
Ｙ
が
そ
れ
を
争
っ
て
い
な
い
と
い
う
訴
訟
上
の
態
度
か
ら
、
Ｙ
Ａ
間
の
法
定
懐
胎
期
間
中
の
性
的
交
渉
を
認
定
し
、
証
拠
調
べ
に
よ
っ
て
も
Ｙ
の
父
子
関
係
に
対
す
る
「
重
大
な
疑
い
」
は
生
じ
て
い
な
い
と
し
て
、
民
法
一
六
〇
〇
条
ｏ
第
二
項
の
推
定
に
基
づ
き
Ｙ
の
父
子
関
係
を
認
定
す
る
と
と
も
に
、
定
期
的
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
下
し 
連
邦
裁
は
、
Ｙ
は
裁
判
所
の
命
じ
た
血
液
採
取
に
応
ず
る
義
務
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
血
液
検
査
拒
否
の
理
由
も
示
し
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
Ｙ
の
拒
否
的
態
度
は
高
裁
判
例
に
よ
れ
ば
証
明
妨
害
と
み
な
さ
れ
、
右
原
則
を
適
用
し
て
Ｙ
に
不
利
益
と
な
る
判
断
に
基
づ
き
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
高
裁
判
決
に
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
な
ど
と
判
示
し
て
、
Ｙ
の
許
可
上
告
を
棄
却
し 
訴
訟
法
学
説
も
証
明
妨
害
の
具
体
的
事
例
と
し
て
、
右
判
旨
を
支
持
し
て
い 
　
⒞
　
第
三
に
、
一
般
的
人
格
権
（
基
本
法
一
条
一
項
と
結
び
つ
い
た
同
法
二
条
一
項
）
に
含
ま
れ
る
権
利
と
し
て
、
子
（
こ
の
事
件
は
成
年
嫡
出
子
）
の
「
血
縁
関
係
を
知
る
権
利
」
を
認
め
た
連
邦
憲
法
裁
判
所
一
九
八
九
年
一
月
三
一
日
判
決
（B
VerfG
E
79,S.256f
 
 
    
 
 
        
は
、
父
子
関
係
の
否
認
手
続
と
異
な
る
、
法
律
効
果
の
生
じ
な
い
父
子
関
係
の
確
認
の
訴
え
の
可
能
性
に
言
及
し
て
い
る
。
し
か
し
、
右
訴
え
の
適
否
に
つ
い
て
学
説
は
賛
否
に
分
か
れ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
親
子
法
改
正
法
（
一
九
九
七
年
一
二
月
一
六
日
）
の
立
法
者
（B
T-D
rucks.13/4899,
 
 
 
              
S.56
u.166
     
    
）
は
右
訴
え
の
導
入
に
疑
問
を
呈
し
、
そ
の
立
法
案
に
取
り
込
ん
で
い
な 
そ
れ
以
後
、
判
例
も
そ
れ
を
認
め
て
い
な 
　
⒟
　
第
四
に
、
民
訴
法
に
よ
る
通
常
の
確
認
の
訴
え
（
民
訴
法
二
五
六
条
）
の
適
否
は
非
嫡
出
子
の
法
的
保
護
の
過
程
で
議
論
さ
れ
て
き
た
が
、
前
掲
連
邦
裁
一
九
八
一
年
三
月
二
五
日
判
決
（B
G
H
Z
80,S.218ff.
 
 
 
  
        
 
）
も
、
子
の
嫡
出
否
認
前
に
お
け
る
通
常
の
確
認
訴
訟
の
適
法
性
を
認
め
て
い
な
い
。
か
つ
て
は
生
物
学
的
な
血
縁
関
係
は
純
然
た
る
自
然
科
学
的
な
事
実
で
あ
っ
て
、
確
認
訴
訟
の
対
象
と
な
る
法
律
関
係
で
は
な
い
と
い
う
考
え
方
も
有
力
で
あ
っ
た
。
ま
た
通
常
の
確
認
訴
訟
に
よ
っ
た
場
合
、
民
訴
法
六
四
〇
条
ｈ
（
確
定
判
決
の
対
世
効
）
に
相
当
す
る
規
定
が
な
い
た
め
に
、
確
定
判
決
は
対
世
効
を
有
し
な
い
こ
と
や
、
生
物
学
上
の
父
子
関
係
の
解
明
に
つ
い
て
の
精
神
的
、
感
情
的
、
社
会
（
）
２２０た
。
（
）
２２１た
。
（
）
２２２る
。
（
）
２２３
f.  
）
（
）
２２４い
。
（
）
２２５い
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
二
二
（
　
　
　
）
五
六
的
な
利
益
で
は
確
認
の
利
益
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
し
た
が
っ
て
即
時
確
定
の
利
益
を
欠
く
と
考
え
ら
れ
る
。
　
⒠
　
第
五
に
、
法
律
上
の
父
の
母
に
対
す
る
情
報
開
示
請
求
権
（
子
の
父
の
名
前
に
つ
い
て
の
情
報
）
は
、
連
邦
憲
法
裁
〇
五
年
判
決
の
当
時
は
、
ド
イ
ツ
法
の
知
ら
な
い
制
度
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
。
法
律
上
の
父
の
血
縁
関
係
が
問
題
に
な
っ
て
い
な
い
以
上
、
基
本
法
二
条
一
項
か
ら
そ
の
よ
う
な
請
求
権
を
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
婚
姻
関
係
が
あ
る
場
合
、
民
法
一
三
五
三
条
一
項
二
文
（
夫
婦
間
の
婚
姻
共
同
生
活
義
務
、
相
互
の
責
任
）
ま
た
は
同
法
二
四
二
条
（
信
義
則
）
に
基
づ
く
そ
の
よ
う
な
請
求
権
も
観
念
で
き
な
い
と
解
さ
れ 
　
判
例
に
お
い
て
は
、
法
律
上
の
父
か
ら
生
物
学
上
の
父
に
対
し
て
支
払
っ
た
扶
養
料
の
返
還
請
求
権
を
行
使
す
る
（
民
法
一
六
〇
七
条
三
項
二 
前
提
と
し
て
、
母
に
対
す
る
当
該
生
物
学
上
の
父
の
氏
名
の
開
示
を
求
め
る
情
報
開
示
請
求
権
の
可
能
性
が
問
題
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
判
例
は
一
般
的
に
そ
の
よ
う
な
請
求
権
を
認
め
て
い
な
か
っ 
パ
ラ
ン
ト
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
は
、
子
に
対
す
る
情
報
請
求
権
を
肯
定
す
る
（O
LG
 
  
 K
ö  ln
Fam
RZ
2002,S.1214
 
 
  
   
          
を
引
用
）
が
、
母
に
対
す
る
そ
れ
は
認
め
て
い
な 
　
な
お
、
わ
が
国
で
も
同
種
の
事
件
が
み
ら
れ
る
（
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
二
一
年
一
二
月
二
一
日
判
時
二
一
〇
〇
号
四
三
頁
。
２
⑴
参
照
）
が
、
い
わ
ゆ
る
支
払
い
の
父
か
ら
非
嫡
出
子
に
支
払
っ
た
扶
養
料
の
返
還
請
求
訴
訟
に
お
い
て
、
連
邦
裁
一
九
九
三
年
二
月
一
七
日
判
決
（B
G
H
Z
121,S.299ff.=
Fam
RZ
1993,S.
 
 
 
                  
          696f.
    
）
は
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
て
い 
連
邦
裁
は
、
原
審
が
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
の
遮
断
効 
無
視
す
る
の
を
許
さ
な
か
っ
た
点
を
正
当
と
判
示
す
る
。
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
第
二
項
に
よ
り
移
転
し
た
扶
養
料
請
求
権
は
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
の
遮
断
効
果
を
免
れ
ず
、
そ
の
実
現
に
必
要
な
父
子
関
係
を
処
分
権
主
義
の
適
用
さ
れ
る
民
事
訴
訟
で
前
提
問
題
と
し
て
解
明
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
仮
処
分
で
時
期
的
に
限
ら
れ
た
扶
養
料
請
求
権
を
定
め
る
、
法
律
の
認
め
る
例
外
的
場
合
を
除
き
、
認
知
ま
た
は
裁
判
上
の
確
定
前
に
疑
い
の
あ
る
請
求
権
を
認
め
た
場
合
、
右
規
定
に
表
れ
た
、
非
嫡
出
子
に
対
世
効
あ
る
地
位
を
付
与
し
、
真
実
の
父
に
帰
属
さ
せ
る
と
い
う
非
嫡
出
子
法
の
立
法
者
の
努
力
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
と
指
摘
す
る
（
規
定
は
旧
規 
そ
の
後
連
邦
裁
は
、
例
（
）
２２６る
。
（
）
２２７文
）
（
）
２２８た
。
（
）
２２９い
。
（
）
２３０る
。
（
）
２３１果
を
（
）
２３２定
）。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
二
三
（
　
　
　
）
五
七
外
的
な
場
合
に
、
疑
父
か
ら
の
不
当
利
得
返
還
請
求
権
を
認
容
し
て
い
る
（
連
邦
裁
二
〇
〇
八
年
四
月
一
六
日
判
決Fam
RZ
2008,S.1424ff.
 
  
   
            
）。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
、
学
説
に
は
賛
否
両
論
が
あ
る
よ
う
で
あ
る 
本
稿
で
は
こ
れ
以
上
に
検
討
す
る
余
裕
は
な
い
。
　
⑵
　
以
上
み
た
よ
う
に
、
連
邦
憲
法
裁
〇
五
年
判
決
当
時
、
法
律
上
の
父
に
と
っ
て
、
父
子
関
係
の
否
認
手
続
（
民
法
一
六
〇
〇
条
な
い
し
一
六
〇
〇
条
ｃ
）
の
み
が
子
と
の
血
縁
関
係
を
確
認
ま
た
は
解
明
す
る
た
め
の
法
的
手
続
で
あ
っ
た
。
父
子
関
係
の
確
認
と
父
子
関
係
の
否
認
は
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
り
、
否
認
な
く
し
て
父
子
関
係
を
確
認
で
き
な
い
し
、
父
子
関
係
の
確
認
な
く
し
て
否
認
は
で
き
な
い
、
と
評
さ
れ
 
他
方
、
訴
訟
物
論
に
つ
い
て
二
分
肢
説
の
判
例
法
理
に
よ
れ
ば
、
事
実
関
係
が
異
な
る
場
合
、
法
律
上
の
父
に
再
訴
の
可
能
性
は
開
か
れ
て
い
る
。
ま
た
通
常
の
再
審
の
訴
え
（
民
訴
法
五
七
九
条
以
下
）
と
は
別
に
民
訴
法
六
四
〇
条
ｉ
の
新
し
い
血
縁
鑑
定
に
基
づ
く
原
状
回
復
の
訴
え
（
再
審
の
訴
え
）
に
よ
っ
て
も
再
審
請
求
が
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
連
邦
裁
は
、
嫡
出
否
認
訴
訟
で
敗
訴
し
た
否
認
原
告
た
る
父
か
ら
の
民
訴
法
六
四
〇
条
ｉ
に
よ
る
原
状
回
復
の
訴
え
を
、
学
説
の
批
判
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
認
め
て
い
な
か
っ
た
（
連
邦
裁
一
九
七
五
年
五
月
七
日
判
決
、
同
一
九
八
九
年
六
月
七
日
判 
し
た
が
っ
て
、
嫡
出
否
認
訴
訟
の
敗
訴
原
告
は
、
前
者
の
ル
ー
ト
を
と
ら
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
　
以
上
の
よ
う
に
ド
イ
ツ
法
は
父
子
関
係
の
確
認
・
否
認
に
つ
い
て
、
否
認
訴
訟
ル
ー
ト
だ
け
に
限
定
す
る
一
方
で
、
判
例
の
訴
訟
物
理
論
に
よ
っ
て
、
右
訴
訟
の
判
決
確
定
後
に
再
訴
の
途
を
許
容
し
て
き
た
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
ド
イ
ツ
法
は
い
ま
や
父
子
関
係
の
解
明
手
続
（
民
法
一
五
九
八
条
ａ
）
の
導
入
に
よ
っ
て
、
従
前
の
立
場
（
民
法
一
六
〇
〇
条
な
い
し
一
六
〇
〇
条
ｃ
）
を
放
棄
し
て
、
二
つ
の
父
子
関
係
の
解
明
・
確
認
手
続
を
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
後
者
は
直
接
的
な
法
効
果
を
も
た
ず
、
既
存
の
父
子
関
係
に
影
響
は
生
じ
な
い
と
理
論
的
に
は
考
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
わ
が
国
の
法
制
は
、
法
定
さ
れ
た
嫡
出
否
認
手
続
（
民
法
七
七
四
条
以
下
）
と
と
も
に
、
当
初
は
判
例
法
理
に
よ
り
、
そ
し
て
現
在
は
明
文
の
規
定
（
人
訴
二
条
二
号
）
に
よ
り
、
親
子
関
係
の
存
否
確
認
手
続
を
併
行
的
に
許
容
す
る
。
複
数
（
）
２３３が
、
（
）
２３４た
。
（
）
２３５決
）。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
二
四
（
　
　
　
）
五
八
の
父
子
関
係
の
確
認
・
解
明
の
た
め
の
手
続
を
許
容
す
る
と
い
う
点
で
、
わ
が
国
の
法
制
は
ド
イ
ツ
法
よ
り
も
先
行
し
て
き
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
な
お
、
父
子
関
係
の
存
否
の
確
認
訴
訟
と
い
う
名
称
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
人
事
訴
訟
の
確
定
判
決
が
有
す
る
対
世
効
（
人
訴
二
四
条
一
項
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
後
掲
注
　
参
照
）
も
認
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
他
方
で
、
周
知
の
と
お
り
法
規
制
の
厳
格
な
否
認
訴
訟
１９２
に
つ
い
て
は
空
洞
化
と
い
わ
れ
る
状
況
が
み
ら
れ
る
。
４
　
父
子
関
係
訴
訟
と
鑑
定
の
実
施
　
⑴
　
本
件
の
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
私
鑑
定
と
し
て
訴
訟
手
続
ま
た
は
調
停
・
審
判
手
続
で
用
い
ら
れ
る
可
能
性
は
あ
る
か
、
そ
れ
が
提
出
さ
れ
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
か
。
ま
ず
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
基
礎
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
と
は
、
人
の
細
胞
の
核
の
中
に
存
在
す
る
遺
伝
情
報
を
伝
え
る
デ
オ
キ
シ
リ
ボ
核
酸
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
）
を
分
析
し
個
人
識
別
し
、
生
物
学
的
な
親
子
関
係
ま
た
は
血
縁
関
係
の
存
否
を
判
定
す
る
鑑
定
方
法
で
あ
る
と
さ
れ 
そ
こ
に
は
親
子
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
、
専
門
家
の
鑑
定
結
果
が
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
こ
で
法
律
上
の
父
が
自
己
の
嫡
出
子
と
の
親
子
関
係
を
確
認
・
解
明
す
る
た
め
の
わ
が
国
の
実
定
法
上
の
法
的
手
続
と
し
て
は
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
、
認
知
の
無
効
・
取
消
し
の
訴
え
、
実
親
子
関
係
の
存
否
確
認
の
訴
え
（
人
訴
二
条
二
号
）
が
代
表
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
れ
ら
の
事
件
は
調
停
前
置
主
義
に
よ
り
調
停
手
続
に
お
い
て
ま
ず
父
子
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
手
続
が
進
め
ら
れ
、
当
事
者
間
で
合
意
が
成
立
し
た
と
き
は
、
合
意
に
相
当
す
る
審
判
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
（
家
審
二
三
条
二
項
、
家
事
二
七
七
条
一
項
）。
こ
の
手
続
に
お
け
る
証
拠
調
べ
に
お
い
て
、
裁
判
所
は
親
子
関
係
の
存
否
を
解
明
・
確
認
す
る
た
め
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き 
他
方
で
、
子
か
ら
の
認
知
の
訴
え
（
民
七
八
七
法
条
）
に
お
い
て
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
親
子
関
係
の
存
否
は
確
認
さ
れ 
な
お
、
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
二
一
年
判
決
（
２
⑴
⒜
参
照
）
で
は
、
夫
婦
間
の
前
訴
・
離
婚
訴
訟
で
親
子
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
実
施
さ
れ
て
い
（
）
２３６る
。
（
）
２３７る
。
（
）
２３８る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
二
五
（
　
　
　
）
五
九
る
が
、
親
子
関
係
の
存
否
は
当
該
離
婚
訴
訟
に
お
い
て
は
前
提
問
題
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
実
務
は
一
般
的
に
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
実
施
し
て
い
る
か
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な 
　
⑵
　
と
こ
ろ
で
、
嫡
出
子
に
関
す
る
わ
が
国
の
法
規
制
を
み
る
と
、
子
の
嫡
出
性
に
つ
い
て
民
法
七
七
二
条
は
、
妻
が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
子
は
夫
の
子
と
推
定
し
（
一
項
）、
婚
姻
の
成
立
の
日
か
ら
二
〇
〇
日
経
過
後
ま
た
は
婚
姻
の
解
消
・
取
消
し
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
生
ま
れ 
は
婚
姻
中
に
懐
胎
さ
れ
た
も
の
と
推
定
す
る
（
二
項
）。
こ
の
よ
う
に
法
定
の
懐
胎
期
間
内
の
出
生
→
婚
姻
中
の
懐
胎
→
妻
が
婚
姻
中
に
懐
胎
し
た
子
→
父
の
子
と
い
う
一
連
の
過
程
は
二
重
の
推
定
と
解
さ
れ
、
同
時
に
、
子
は
父
の
嫡
出
子
と
推
定
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
嫡
出
子
の
推
定
は
、「
子
の
嫡
出
」
の
否
認
に
つ
い
て
定
め
た
民
法
七
七
四
条
か
ら
導
か
れ
る
。
　
⒜
　
民
法
七
七
二
条
は
一
項
と
二
項
に
「
推
定
」
の
語
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
。
同
条
の
法
的
性
質
に
つ
い
て
は
、
一
項
の
み
を
法
律
上
の
事
実
推
定
と
み
る
説
が
多
数
説
と
思
わ
れ
る 
一
項
お
よ
び
二
項
の
双
方
と
も
事
実
推
定
と
解
す
る 
有
力
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
二
項
は
法
律
上
の
事
実
推
定
で
あ
る
が
、
一
項
は
権
利
推
定
と
み
る
少
数
説
も
あ 
、
一
項
の
推
定
は
「
夫
の
子
」
と
い
う
事
実
で
あ
っ
て
、
嫡
出
親
子
関
係
と
い
う
権
利
関
係
を
推
定
し
た
も
の
で
は
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い 
倉
田
判
事
に
よ
れ
ば
、
推
定
さ
れ
る
「
夫
の
子
で
あ
る
」
と
い
う
要
件
事
実
を
構
成
要
件
と
す
る
法
規
は
な
く
、
厳
密
に
は
法
律
上
の
事
実
推
定
の
定
義
に
あ
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
み
え
る
が
、「
夫
の
子
で
あ
る
こ
と
」、
つ
ま
り
嫡
出
の
推
定
を
通
じ
て
「（
父
の
）
子
で
あ
る
こ
と
」
が
導
か
れ
、
こ
れ
は
多
く
の
相
続
関
係
法
規
の
要
件
と
な
っ
て
お
り
、
真
正
の
法
律
上
の
事
実
推
定
と
さ
れ
る
と
い
わ
れ 
で
は
一
項
と
二
項
の
関
係
を
ど
う
み
る
か
。
子
の
懐
胎
か
ら
父
の
子
と
推
定
す
る
過
程
に
お
い
て
、
一
項
と
二
項
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
事
実
を
推
定
の
対
象
と
し
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
二
項
の
懐
胎
時
期
の
推
定
に
つ
い
て
も
、
一
項
の
父
性
の
推
定
と
は
異
な
っ
た
反
対
事
実
に
よ
る
証
明
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
い
ず
れ
も
事
実
推
定
の
規
定
と
み
る
有
力
説
に
分
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
同
条
の
推
定
は
単
な
る
経
験
則
上
の
事
実
の
推
定
と
異
な
り
、
（
）
２３９い
。
（
）
２４０た
子
（
）
２４１が
、
（
）
２４２説
も
（
）
２４３る
が（
）
２４４る
。
（
）
２４５る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
二
六
（
　
　
　
）
六
〇
夫
の
否
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
破
り
う
る
だ
け
の
強
力
な
も
の
で
あ
る
と
も
い
わ
れ 
　
⒝
　
一
項
と
二
項
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
し
か
し
従
来
あ
ま
り
議
論
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ 
民
法
七
七
二
条
、
そ
の
前
身
の
旧
民
法
八
二
〇
条
は
、
ど
こ
か
の
外
国
法
を
モ
デ
ル
に
し
た
規
定
で
は
な
く
、
わ
が
国
独
自
の
法
文
と
み
ら
れ
て
い 
　
ⅰ
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
嫡
出
子
・
非
嫡
出
子
の
区
別
を
廃
止
し
た
親
子
関
係
法
改
革
法
（
一
九
九
七
年
一
二
月
一
六 
に
よ
る
改
正
前
の
嫡
出
要
件
に
関
す
る
民
法
旧
一
五
九
一
条
が
民
法
七
七
二
条
に
あ
た
る
規
定
と
い
え
よ 
同
条
に
よ
る
と
、
①
婚
姻
締
結
後
に
生
ま
れ
た
子
は
、
妻
が
婚
姻
前
ま
た
は
婚
姻
中
に
懐
胎
し
、
そ
の
夫
が
懐
胎
期
間
中
に
妻
と
性
的
交
渉
を
し
た
と
き
、
嫡
出
子
と
み
な
さ
れ
る
（
一
項
一
文
前
段
）。
た
だ
し
、
妻
が
夫
か
ら
子
を
懐
胎
す
る
こ
と
が
、
事
情
か
ら
み
て
明
ら
か
に
あ
り
え
な
い
と
き
は
、
そ
の
子
は
嫡
出
子
と
み
な
さ
な
い
（
一
項
二
文
）。
②
夫
は
、
所
定
の
懐
胎
期
間
中
（
一
五
九
二
条
一
項
に
よ
り
、
子
の
出
生
の
日
か
ら
遡
っ
て
一
八
一
日
か
ら
三
〇
二
日
の
期
間
）
に
妻
と
性
的
交
渉
（
同
衾beiw
honung
 
  
      
）
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
（
二
項
一
文
）。
二
項
に
い
う
「
推
定
」
つ
い
て
は
、
反
証
可
能
な
法
律
上
の
推 
ま
た
は
法
律
上
の
事
実
推 
定
め
た
規
定
と
み
ら
れ
る
。
嫡
出
子
の
嫡
出
性
は
、
夫
が
そ
れ
を
否
定
す
る
事
情
を
知
っ
た
と
き
か
ら
二
年
以
内
に
、
否
認
の
訴
え
に
よ
り
そ
れ
を
否
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
旧
一
五
九
三
条
・
一
五
九
四
条
一
項
・
二
項
）。
否
認
権
限
は
夫
と
と
も
に
、
夫
以
外
の
者
（
夫
の
死
亡
後
は
そ
の
両
親
（
旧
一
五
九
五
条
ａ
）、
子
自
身
（
旧
一
五
九
六
条
）
に
属
す
る
。
当
時
は
子
の
母
、
真
実
の
父
と
称
す
る
男
性
そ
の
他
の
第
三
者
に
否
認
権
限
は
認
め
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
し
て
嫡
出
子
に
対
し
非
嫡
出
子
で
あ
る
と
主
張
で
き
る
の
は
、
嫡
出
性
が
否
認
さ
れ
て
、
非
嫡
出
性
が
既
判
力
を
も
っ
て
確
定
さ
れ
た
と
き
に
初
め
て
可
能
に
な
る
（
旧
一
五
九
三
条
）。
前
掲
学
説
に
よ
れ
ば
、
イ
ギ
リ
ス 
比
べ
た
と
き
、
こ
こ
に
万
人
に
対
し
て
父
子
関
係
を
早
期
に
確
立
し
よ
う
と
す
る
ド
イ
ツ
法
の
身
分
思
想
の
特
徴
が
現
れ
て
い
る
と
い
う
。
　
ⅱ
ド
イ
ツ
民
法
旧
一
五
九
一
条
の
一
項
お
よ
び
二
項
の
意
義
と
両
項
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
二
〇
年
一
〇
月
一
四
日
判
（
）
２４６る
。
（
）
２４７る
。
（
）
２４８る
。
（
）
２４９日
）
（
）
２５０う
。
（
）
２５１定
、
（
）
２５２定
を
（
）
２５３法
と
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
二
七
（
　
　
　
）
六
一
決
（W
arnR
1921,N
r.17,S.21ff.
 
     
     
          
 
）
が
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
被
告
Ｙ
の
母
Ａ
と
再
婚
し
た
夫
Ｙ
が
、
結
婚
か
ら
約
六
年
後
に
出
生
し
た
子
Ｙ
に
対
し
、
そ
の
出
生
か
ら
約
一
年
後
に
嫡
出
否
認
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
高
裁
は
、
同
条
一
項
二
文
の
推
定
に
対
す
る
反
対
証
明
の
制
限
を
、
同
条
二
項
の
推
定
に
対
す
る
反
対
証
明
に
誤
っ
て
適
用
し
た
点
で
法
律
に
違
反
し
て
い
る
と
し
て
、
事
件
を
原
審
に
破
棄
差
し
戻
し
た
。
判
旨
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
法
（
旧
法
）
は
、
①
懐
胎
期
間
中
の
夫
婦
の
性
的
交
渉
の
推
定
（
同
条
二
項
）
と
、
②
懐
胎
の
推
定
（
同
条
一
項
一
文
前
段
）
と
い
う
二
段
階
の
法
律
上
の
推
定
に
よ
っ
て
嫡
出
推
定
を
規
定
し
、
そ
れ
に
対
応
し
て
夫
も
二
段
階
の
反
対
証
明
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
段
階
の
性
的
交
渉
の
推
定
（
二
項
）
に
対
し
て
、
夫
は
、
確
信
に
近
い
蓋
然
性
も
っ
て
性
的
交
渉
が
存
在
し
な
い
こ
と
に
つ
き
反
対
証
明
が
必
要
に
な
る
。
つ
ぎ
に
第
二
段
階
の
懐
胎
の
推
定
（
一
項
一
文
前
段
）
に
対
す
る
反
対
証
明
は
、
嫡
出
子
の
権
利
保
護
の
た
め
に
制
限
さ
れ
て
お
り
（
一
項
二
文
）、
夫
は
、
子
の
嫡
出
性
は
考
え
ら
れ
な
い
、
健
全
な
人
間
の
理
解
と
合
致
し
な
い
よ
う
な
事
実
（
子
が
夫
と
異
な
る
人
種
、
夫
婦
の
性
的
交
渉
以
前
に
妻
の
妊
娠
、
懐
胎
期
間
中
の
夫
と
妻
の
性
的
交
渉
か
ら
し
て
、
そ
の
成
熟
児
の
出
生
は
あ
り
え
な
い
こ
と
、
夫
に
生
殖
能
力
が
な
い
こ
と
）
を
証
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す 
そ
の
後
も
同
旨
を
説
く
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
が
あ 
旧
法
下
の
学
説
も
右
判
旨
に
賛
成
し
て
い
る
。
　
ⅲ
そ
こ
で
当
時
の
学
説
を
若
干
み
る
と
、
嫡
出
性
の
要
件
と
し
て
、
⒜
子
が
婚
姻
締
結
後
に
出
生
し
た
こ
と
、
⒝
子
は
婚
姻
中
ま
た
は
婚
姻
前
に
妻
が
懐
胎
し
た
こ
と
、
⒞
夫
が
法
定
の
懐
胎
期
間
中
に
妻
と
性
的
交
渉
（
同
衾
）
を
し
た
こ
と
と
い
う
三
要 
ま
た
は
、
そ
れ
に
加
え
て
⒟
こ
れ
ら
三
つ
の
要
件
間
に
因
果
関
係
が
あ
る
こ
と
と
い
う
四
要
件
を
あ
げ
て
い 
こ
の
う
ち
、
⒞
の
要
件
は
二
項
に
規
定
さ
れ
、「
性
的
交
渉
の
推
定
」
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
⒟
の
要
件
は
一
項
一
文
に
規
定
さ
れ
る
べ
き
と
こ
ろ
、
嫡
出
性
の
当
然
の
要
件
と
し
て
法
律
は
特
に
明
示
的
に
そ
れ
を
規
定
し
て
い
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
れ
は
「
懐
胎
の
推
定
」
と
い
わ
れ
る
。
四
要
件
説
に
よ
る
と
、
以
上
の
⒜
か
ら
⒟
の
そ
れ
ぞ
れ
の
要
件
が
協
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
嫡
出
血
縁
関
係
の
推
定
の
基
礎
が
形
成
さ
れ
る
（
い
わ
ゆ
る
「
嫡
出
性
の
推
定
」
と
い
わ
れ 
（
）
２５４る
。
（
）
２５５り
、
（
）
２５６件
、
（
）
２５７る
。
（
）
２５８る
。）
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六
二
八
（
　
　
　
）
六
二
　
⒞
　
ド
イ
ツ
法
の
右
議
論
を
参
考
に
す
る
と
、
ⅰ
わ
が
国
民
法
七
七
二
条
の
一
項
お
よ
び
二
項
の
い
ず
れ
も
嫡
出
性
の
推
定
を
定
め
た
法
律
上
の
事
実
推
定
規
定
で
あ
る
が
、
推
定
の
事
象
を
子
の
懐
胎
か
ら
父
へ
の
帰
属
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
で
区
別
し
て
お
り
、
相
手
方
は
そ
れ
ぞ
れ
反
対
事
由
に
よ
っ
て
各
推
定
を
破
る
こ
と
が
で
き
る
と
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
上
述
し
た
よ
う
に
前
掲
・
有
力
説
の
考
え
方
が
相
当
と
考
え
る
。
　
ⅱ
ま
た
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
二
〇
年
判
決
か
ら
は
、
わ
が
国
の
民
法
七
七
二
条
の
「
推
定
の
及
ば
な
い
嫡
出
子
」
の
判
断
基
準
に
関
す
る
議
論
に
も
一
定
の
示
唆
が
え
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
外
観
説
（
通
説
・
後
掲
の
最
高
裁
判
例
）
は
、
外
観
的
な
同
棲
の
明
瞭
な
欠
如
を
基
準
に
す
る
と
す
る
点
で
、
二
〇
年
判
決
の
い
う
第
一
段
階
の
性
的
交
渉
の
推
定
に
対
す
る
反
対
証
明
の
事
由
に
相
当
す
る
考
え
方
と
共
通
性
が
あ
る
。
特
に
我
妻
・
外
観
説
が
「
外
観
的
に
明
瞭
な
事 
を
要
求
す
る
場
合
、
そ
れ
は
、
二
〇
年
判
決
が
破
棄
し
た
原
判
決
に
近
似
し
た
考
え
方
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
な
お
、
同
棲
と
は
夫
婦
が
一
緒
に
同
居
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
場
合
、
夫
婦
間
の
同
衾
＝
性
的
交
渉
が
伴
う
の
が
通
常
で
あ
る
と
い
う
認
識
が
前
提
に
な
っ
て
い 
こ
れ
に
対
し
、
血
縁
説
は
第
二
段
階
の
反
対
事
由
を
念
頭
に
お
い
た
基
準
設
定
で
あ
ろ
う
し
、
家
庭
破
綻
説
の
主
張
す
る
事
由
は
第
一
段
階
お
よ
び
第
二
段
階
に
ま
た
が
る
反
対
事
由
を
思
わ
せ
る
。
他
方
で
、
合
意
説
は
、
嫡
出
子
に
対
し
て
嫡
出
否
認
判
決
確
定
前
の
権
利
主
張
を
禁
ず
る
ド
イ
ツ
民
法
旧
一
五
九
三
条
を
排
斥
し
よ
う
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
各
説
の
立
ち
位
置
は
、
子
の
懐
胎
か
ら
出
産
、
そ
し
て
父
へ
の
帰
属
の
過
程
で
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
段
階
の
事
情
に
立
脚
し
て
議
論
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
推
定
の
及
ば
な
い
嫡
出
子
の
問
題
は
、
民
法
七
七
二
条
の
嫡
出
推
定
を
覆
す
た
め
の
事
由
い
か
ん
の
検
討
で
は
な
く
、
い
か
な
る
場
合
に
法
定
の
「
嫡
出
推
定
→
嫡
出
否
認
」
ル
ー
ト
を
適
用
し
な
い
で
、
父
子
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
を
独
立
的
に
適
法
な
も
の
と
で
き
る
か
を
考
え
る
べ
き
問
題
で
は
な
か
ろ
う
か
。
そ
う
す
る
と
、
民
法
七
七
二
条
の
嫡
出
推
定
の
排
除
事
由
を
、
そ
（
）
２５９実
」
（
）
２６０る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
二
九
（
　
　
　
）
六
三
の
ま
ま
父
子
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
の
適
法
事
由
と
し
て
移
し
替
え
て
よ
い
か
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
大
沼
判
事
は
、
血
縁
説
へ
の
疑
問
と
し
て
、
推
定
が
破
れ
る
場
合
と
、
推
定
規
定
自
体
の
適
用
が
な
い
場
合
と
を
混
同
し
た
解
釈
論
で
あ
る
と
批
判
し
て
お
ら
れ 
、
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
我
妻
・
外
観
説
が
、
民
法
七
七
二
条
に
規
定
し
な
い
「
同
棲
（
＝
そ
の
前
提
と
し
て
の
性
的
交
渉
）」
の
欠
如
の
外
観
的
な
明
瞭
さ
を
判
断
基
準
に
据
え
て
、
民
法
七
七
二
条
の
適
用
を
排
除
し
よ
う
と
し
て
い
る
点
は
評
価
し
て
よ
い
と
思
わ
れ 
合
意
説
も
二
三
条
審
判
の
根
拠
と
な
る
合
意
を
指
摘
す
る
こ
と
で
、
民
法
七
七
二
条
・
七
七
四
条
の
「
訴
訟
」
ル
ー
ト
の
適
用
排
除
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
調
停
・
審
判
手
続
に
お
け
る
合
意
に
よ
っ
て
も
父
子
関
係
の
存
否
を
裁
判
上
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
わ
が
国
の
現
行
制
度
の
説
明
に
と
ど
ま
り
、
親
子
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
の
適
法
事
由
に
つ
い
て
は
何
ら
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
点
で
、
は
た
し
て
外
観
説
に
対
立
し
う
る
説
と
み
る
べ
き
か
は
疑
問
が
残 
　
ⅲ
右
見
解
の
う
ち
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
と
最
も
親
和
的
な
の
は
お
そ
ら
く
血
縁
説
で
あ
ろ
う
。
ま
た
最
高
裁
は
最
近
相
次
い
で
三
件
の
父
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
事
件
に
お
い
て
通
説
・
判
例
（
後
掲
・
最
判
昭
和
四
四
年
）
と
い
わ
れ
る
外
観
説
を
採
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
が
、
そ
の
う
ち
最
判
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
判
時
一
六
五
五
号
一
一
二
頁
、
判
タ
九
八
六
号
一
六
〇
頁
の
原
審
・
東
京
高
判
平
成
七
年
一
月
三
〇
日
判
時
一
五
五
一
号
七
三
頁
は
、
家
庭
破
綻
説
の
考
え
方
を
判
示
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
は
、
夫
婦
の
別
居
か
ら
二
八
九
日
後
に
出
生
し
た
子
Ｙ
に
対
し
、
そ
の
後
子
の
母
Ａ
と
協
議
離
婚
し
た
元
夫
Ｘ
が
親
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案 
第
一
審
は
Ｘ
の
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
を
訴
え
却
下
と
し
た
。
な
お
、
第
一
審
は
Ｘ
の
申
出
に
か
か
る
鑑
定
嘱
託
（
血
液
に
基
づ
く
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
等
）
を
採
用
し
た
が
、
Ｙ
ら
は
そ
の
実
施
に
協
力
し
て
い
な
い
。
Ｘ
控
訴
、
前
掲
控
訴
審
・
東
京
高
裁
は
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
て
Ｘ
の
控
訴
を
棄
却
し
た
。
①
民
法
の
嫡
出
推
定
制
度
の
立
法
趣
旨
か
ら
し
て
、
最
判
昭
和
四
四
年
が
判
示
す
る
「
妻
が
夫
の
子
を
懐
胎
す
る
可
能
性
が
な
い
こ
と
が
外
観
上
明
白
な
事
情
が
あ
る
と
き
」
に
加
え
て
、
さ
ら
に
「
生
殖
能
力
の
欠
如
、
血
液
型
（
）
２６１る
が
（
）
２６２る
。
（
）
２６３る
。
（
）
２６４で
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
三
〇
（
　
　
　
）
六
四
の
背
馳
が
あ
る
場
合
」
や
「
人
類
学
的
に
み
て
父
子
関
係
が
あ
り
得
な
い
場
合
の
よ
う
に
、
客
観
的
か
つ
明
白
に
父
子
関
係
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
懐
胎
し
た
母
親
と
夫
と
の
家
庭
が
崩
壊
し
、
そ
の
家
庭
の
平
穏
を
保
護
す
る
必
要
が
な
い
場
合
に
も
」
嫡
出
推
定
を
排
除
で
き
る
と
す
る
。
こ
れ
は
家
庭
破
綻
説
の
立
場
と
み
ら
れ
る
。
②
東
京
高
判
平
成
七
年
は
こ
れ
に
続
け
て
、
た
だ
し
、「
右
客
観
的
か
つ
明
白
に
父
子
関
係
を
否
定
」
で
き
る
の
は
、「
何
人
も
疑
い
を
差
し
挟
ま
な
い
よ
う
な
信
頼
す
る
に
足
り
る
科
学
的
証
拠
に
よ
っ
て
立
証
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
」
る
。「
嫡
出
推
定
の
有
無
と
い
う
身
分
関
係
に
か
か
わ
る
事
項
は
、
単
に
そ
の
訴
訟
の
当
事
者
の
利
害
に
関
係
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
者
の
利
害
に
も
影
響
す
る
こ
と
が
あ
り
得
る
事
柄
で
あ
り
、
ま
た
父
子
関
係
の
安
定
と
い
う
子
の
福
祉
に
か
か
わ
る
事
柄
で
も
あ
る
か
ら
、
何
人
に
も
納
得
が
い
く
証
拠
に
よ
っ
て
証
明
す
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、
虚
偽
の
可
能
性
が
絶
無
で
は
な
い
供
述
証
拠
等
を
基
礎
に
判
断
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
」、
と
す
る
。
③
本
件
で
Ａ
の
懐
胎
時
期
は
昭
和
六
三
年
一
〇
月
二
五
日
前
後
で
、
Ｘ
と
Ａ
の
別
居
後
ま
も
な
く
の
時
期
に
あ
た
り
、
外
観
上
夫
婦
の
実
態
が
失
わ
れ
た
も
の
と
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
Ｙ
の
出
生
は
Ｘ
・
Ａ
の
別
居
か
ら
二
八
九
日
目
で
、
民
法
七
七
二
条
二
項
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
。
つ
ぎ
に
Ｘ
・
Ｙ
間
の
親
子
関
係
不
存
在
の
主
張
は
、
そ
の
前
提
と
す
る
Ｘ
・
Ａ
の
性
交
渉
の
時
期
に
関
す
る
証
拠
は
、
Ｘ
と
Ａ
の
各
供
述
お
よ
び
各
供
述
書
だ
け
で
あ
り
、
何
人
も
疑
い
を
差
し
挟
ま
な
い
信
頼
す
る
に
足
り
る
証
拠
と
い
え
な
い
。
さ
ら
に
Ｙ
が
鑑
定
嘱
託
の
申
請
に
協
力
し
な
い
こ
と
は
証
明
妨
害
で
、
主
観
的
立
証
責
任
が
転
換
さ
れ
る
と
い
う
主
張
に
つ
い
て
、
上
記
の
よ
う
な
証
拠
を
要
求
す
れ
ば
、
通
常
血
液
鑑
定
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
が
、
公
益
性
の
あ
る
身
分
関
係
訴
訟
で
は
、
一
方
当
事
者
の
訴
訟
上
の
態
度
に
よ
っ
て
、
立
証
上
そ
の
者
に
不
利
益
な
判
断
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
ず
、
文
書
提
出
命
令
に
応
じ
な
い
当
事
者
に
不
利
益
な
判
断
を
許
容
す
る
民
訴
法
三
一
七
条
は
親
子
関
係
事
件
に
適
用
さ
れ
な
い
（
旧
人
訴
三
二
条
、
一
〇
条
一
項
）。
　
こ
れ
に
対
し
Ｘ
が
上
告
、
最
高
裁
は
、
Ｘ
は
、
Ｙ
出
生
の
九
か
月
余
り
前
に
Ａ
と
別
居
し
、
そ
れ
以
前
か
ら
Ａ
と
性
交
渉
は
な
か
っ
た
が
、
Ｙ
出
生
ま
で
の
間
に
性
交
渉
の
機
会
は
あ
っ
た
こ
と
、
Ａ
と
の
婚
姻
関
係
に
よ
り
婚
姻
費
用
の
分
担
金
や
出
産
費
用
の
支
払
に
応
ず
る
調
停
を
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
三
一
（
　
　
　
）
六
五
成
立
さ
せ
て
お
り
、
Ｘ
・
Ａ
間
に
婚
姻
の
実
態
が
存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
っ
た
と
ま
で
は
い
い
難
く
、
Ｙ
は
実
質
的
に
民
法
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
に
当
た
る
と
は
い
え
な
い
と
し
て
、
原
審
の
判
断
は
結
論
に
お
い
て
是
認
で
き
る
、
と
判
示
し 
　
ⅳ
原
審
の
東
京
高
判
平
成
七
年
は
家
庭
破
綻 
く
み
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
た
め
の
証
拠
方
法
と
し
て
何
人
も
疑
い
を
差
し
挟
ま
な
い
よ
う
な
信
頼
す
る
に
足
り
る
科
学
的
証
拠
を
要
求
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
、
現
在
の
実
務
に
お
い
て
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
提
出
を
要
求
し
た
も
の
と
解
さ
れ 
で
、
家
庭
破
綻
説
に
た
っ
た
と
思
わ
れ
る
右
判
旨
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
親
和
的
と
い
え
る
。
し
か
し
、
す
で
に
訴
え
提
起
の
段
階
か
ら
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
提
出
を
求
め
る
考
え
方
に
は
疑
問
が
あ
る
。
血
縁
ま
た
は
家
庭
の
破
綻
は
嫡
出
推
定
（
民
法
七
七
二
条
）
を
覆
す
反
対
事
由
に
は
な
り
う
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
を
父
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
の
適
法
事
由
と
し
た
場
合
、
原
告
は
本
案
の
証
拠
調
べ
に
先
立
っ
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
自
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
訴
訟
外
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
自
ら
収
集
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
ド
イ
ツ
法
で
い
う
違
法
な
証
拠
調
べ
の
先
取
り
と
い
う
結
果
に
な
り
か
ね
な 
し
か
も
、
こ
の
事
件
で
は
Ｙ
は
第
一
審
の
証
拠
調
べ
に
お
い
て
鑑
定
に
協
力
し
な
い
態
度
を
示
し
て
お
り
、
訴
訟
外
で
も
そ
の
同
意
は
お
そ
ら
く
期
待
で
き
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
提
訴
前
の
証
拠
収
集
処
分
（
民
訴
一
三
二
条
の
四
第
一
項
）
に
、
相
手
方
が
同
意
し
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
収
集
ま
で
は
含
ま
れ
な
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
場
合
に
、
東
京
高
判
平
成
七
年
の
い
う
科
学
的
証
拠
の
提
出
要
求
は
原
告
に
訴
訟
の
途
を
閉
ざ
す
か
、
そ
れ
こ
そ
相
手
方
に
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
収
集
を
強
い
る
結
果
に
な
り
か
ね
な
い
。
ド
イ
ツ
否
認
訴
訟
で
連
邦
裁
判
例
（
い
わ
ゆ
る
詳
細
説
）
が
要
求
す
る
「
最
初
の
疑
い
」
の
議
論
が
想
起
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
に
血
縁
説
ま
た
は
家
庭
破
綻
説
の
問
題
点
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
父
子
関
係
事
件
の
適
法
要
件
と
本
案
の
問
題
は
切
り
離
し
て
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
　
⒟
　
右
事
件
の
最
判
平
成
一
〇
年
は
、
夫
婦
の
別
居
期
間
の
短
さ
と
そ
の
期
間
中
に
性
的
交
渉
が
行
わ
れ
た
と
い
う
事
実
と
と
も
に
、
婚
姻
関
係
を
前
提
と
し
た
婚
姻
費
用
分
担
金
等
の
支
払
い
も
指
摘
し
て
、
な
お
婚
姻
の
実
態
が
な
い
こ
と
が
明
瞭
と
は
い
え
な
い
と
判
示
し
て
い
る
。
（
）
２６５た
。
（
）
２６６説
に
（
）
２６７る
の
（
）
２６８い
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
三
二
（
　
　
　
）
六
六
最
高
裁
が
婚
姻
の
実
態
と
し
て
、
性
的
交
渉
の
機
会
に
加
え
て
婚
姻
費
用
分
担
金
の
支
払
い
も
指
摘
し
て
い
る
点
で
は
、
外
観
的
な
同
棲
の
明
瞭
な
欠
如
の
み
を
要
求
し
た
我
妻
・
外
観 
比
べ
る
と
、
も
う
少
し
広
く
外
観
的
事
情
を
し
ん
酌
す
る
趣
旨
で
あ
る
よ
う
に
読
め
る
。
そ
の
場
合
に
婚
姻
費
用
の
分
担
支
払
い
に
つ
い
て
は
、
上
告
審
裁
判
所
も
夫
婦
間
調
整
調
停
事
件
の
調
停
調
書
に
基
づ
き
職
務
上
知
り
え
た
事
実
（
民
訴
法
一
七
九
条
）
と
し
て
し
ん
酌
し
た
も
の
と
解
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
事
件
で
は
不
調
に
終
わ
っ
た
嫡
出
否
認
調
停
申
立
事
件
に
お
け
る
鑑
定
結
果
も
あ
る
が
、
本
訴
段
階
で
は
鑑
定
が
拒
否
さ
れ
て
い
る
事
情
も
あ
り
、
判
旨
は
そ
こ
ま
で
判
示
す
る
こ
と
を
避
け
た
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
　
ⅰ
他
の
最
高
裁
判
例
を
み
る
と
、
①
夫
婦
間
の
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
ら
れ
た
子
で
あ
っ
て
も
、
夫
が
出
征
か
ら
帰
還
し
た
後
、
妊
娠
週
数
二
六
週
目
に
妻
が
出
産
し
た
子
に
つ
い
て
は
、
帰
還
前
日
ま
で
夫
婦
間
で
性
的
関
係
を
持
つ
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
と
判
示
し
た
最
高
裁
判
例
（
最
判
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
家
月
五
一
巻
四
号
七
五
頁
、
判
時
一
六
五
五
号
一
二
八
頁
、
判
タ
九
八
六
号
一
七
六 
は
、
昭
和
二
一
年
当
時
の
医
療
水
準
を
指
摘
し
て
い
る
。
成
立
し
た
調
停
調
書
や
子
の
出
生
当
時
の
医
療
水
準
に
関
す
る
知
見
は
、
職
権
探
知
の
枠
内
で
上
告
審
裁
判
所
も
し
ん
酌
す
る
こ
と
が
で
き
よ 
②
こ
れ
に
対
し
、
別
居
中
の
夫
婦
間
の
子
に
つ
い
て
、「
婚
姻
の
実
態
が
存
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か
」
な
事
情
が
認
め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
適
法
に
な
ら
な
い
と
す
る
（
最
判
平
成
一
二
年
三
月
一
四
日
家
月
五
二
巻
九
号
八
五
頁
、
判
タ
一
〇
二
八
号
一
六
四
頁
、
判
時
一
七
〇
八
号
一
〇
六
頁
、
裁
判
所
時
報
一
二
六
四
号
一 
ド
イ
ツ
判
例
で
あ
る
が
、
夫
か
ら
子
に
対
す
る
嫡
出
否
認
訴
訟
に
お
い
て
、
子
の
法
定
懐
胎
期
間
中
の
夫
婦
の
別
居
生
活
は
、
そ
の
一
事
で
も
っ
て
性
的
交
渉
の
推
定
（
二
項
）
に
対
し
て
反
駁
す
る
事
由
に
は
な
ら
な
い
、
本
件
の
ご
と
く
、
夫
婦
が
別
居
後
も
一
時
的
に
出
会
っ
て
い
た
場
合
に
は
な
お
さ
ら
で
あ
る
旨
判
示
し
た
判
例
が
あ 
当
時
の
学
説
も
、
別
居
生
活
は
嫡
出
推
定
の
反
証
事
由
と
し
て
認
め
て
い
な 
　
⒠
　
外
観
説
の
射
程
・
範
囲
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
と
批
判
さ
れ
て
い
る 
こ
こ
で
は
外
観
説
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
関
係
に
つ
い
て
若
干
（
）
２６９説
に
（
）
２７０頁
）
（
）
２７１う
。
（
）
２７２頁
）。
（
）
２７３る
。
（
）
２７４い
。
（
）
２７５が
、
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
三
三
（
　
　
　
）
六
七
考
え
て
み
た
い
。
最
判
平
成
一
二
年
三
月
一
四
日
家
月
五
二
巻
九
号
八
五
頁
、
判
タ
一
〇
二
八
号
一
六
四
頁
、
判
時
一
七
〇
八
号
一
〇
六
頁
、
裁
判
所
時
報
一
二
六
四
号
一
頁
に
よ
る
と
、
こ
こ
で
諸
説
が
議
論
し
て
い
る
問
題
は
訴
え
の
「
適
法
性
」
の
問
題
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
　
ⅰ
最
高
裁
と
し
て
最
初
に
外
観
説
を
採
用
し
た
と
い
わ
れ
る
最
判
和
四
四
年
五
月
二
九
日
民
集
二
三
巻
六
号
一
〇
六
四
頁
、
判
タ
二
三
六
号
一
二
三
頁
を
み
る
と
、
こ
れ
は
、
非
嫡
出
子
Ｘ１
 
お
よ
び
Ｘ２
 
の
母
Ａ
と
性
的
関
係
を
継
続
し
た
男
性
Ｙ
に
対
す
る
Ｘ
ら
か
ら
の
認
知
請
求
事 
あ
り
、
親
子
関
係
不
存
在
の
訴
え
の
適
否
が
正
面
か
ら
問
題
に
な
っ
た
事
件
で
は
な
い
。
第
一
審
は
Ｘ
ら
の
請
求
認
容
、
控
訴
審
は
、
Ａ
ら
に
対
す
る
証
人
尋
問
、
Ｙ
に
対
す
る
本
人
尋
問
な
ど
と
と
も
に
、
裁
判
上
の
鑑
定
人
に
よ
る
Ｘ
ら
、
Ａ
、
お
よ
び
Ｙ
の
四
名
に
対
す
る
各
種
血
液
型
鑑
定
、
指
紋
検
査
、
顔
貌
相
似
度
を
実
施
し
た
う
え
で
、
Ｘ
ら
は
Ｙ
を
父
と
し
Ａ
を
母
と
し
て
生
ま
れ
た
子
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
、
そ
し
て
民
法
七
七
二
条
に
つ
い
て
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
夫
婦
の
同
棲
が
失
わ
れ
、
戸
籍
の
上
に
だ
け
婚
姻
の
形
骸
が
残
っ
て
い
る
よ
う
な
場
合
に
ま
で
妻
の
生
ん
だ
子
を
戸
籍
上
の
夫
の
子
と
推
定
す
る
こ
と
は
不
合
理
で
あ
る
と
し
て
、
実
質
的
に
は
同
条
の
適
用
を
受
け
な
い
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
で
あ
り
、
そ
の
子
の
嫡
出
性
を
争
う
に
は
嫡
出
否
認
の
方
法
（
民
法
七
七
四
条
以
下
）
に
よ
る
こ
と
を
要
せ
ず
、
一
般
の
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
も
っ
て
足
り
る
と
判
示
し
た
。
Ｙ
は
上
告
し
て
、
Ｘ１
 
は
Ａ
・
Ｂ
（
Ａ
の
夫
）
間
の
協
議
離
婚
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
以
内
に
出
生
し
た
の
で
あ
り
、
Ｂ
の
否
認
の
訴
え
の
確
定
以
前
に
認
知
請
求
は
で
き
な
い
と
主
張
し
た
。
最
高
裁
は
、
Ａ
・
Ｂ
間
の
夫
婦
関
係
は
、
離
婚
届
に
先
立
ち
約
二
年
半
以
前
か
ら
事
実
上
の
離
婚
を
し
て
爾
来
夫
婦
の
実
態
は
失
わ
れ
、
単
に
離
婚
の
届
出
が
お
く
れ
た
に
と
ど
ま
り
、
Ｘ１
 
は
実
質
的
に
は
民
法
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
で
あ
り
、
原
審
の
右
判
断
は
正
当
で
あ
る
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し 
　
こ
の
事
件
で
、
控
訴
審
は
、
長
期
間
の
夫
婦
（
Ａ
女
・
Ｂ
男
）
の
同
棲
の
欠
如
と
、
そ
の
場
合
に
夫
Ｂ
男
の
子
と
推
定
す
る
こ
と
の
不
合
理
を
指
摘
し
て
外
観
説
を
採
用
し
た
う
え
で
、
本
案
の
審
理
過
程
に
お
い
て
、
当
事
者
お
よ
び
母
を
含
め
て
四
人
の
関
係
者
の
血
液
型
検
査
、
指
紋
検
査
等
の
鑑
定
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
事
件
の
訴
訟
物
は
、
Ｘ
ら
の
Ｙ
に
対
す
る
認
知
請
求
権
で
あ 
Ｘ
ら
と
Ｙ
と
の
血
縁
関
係
の
存
（
）
２７６件
で
（
）
２７７た
。
（
）
２７８る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
三
四
（
　
　
　
）
六
八
在
は
本
案
の
前
提
問
題
で
あ
り
、
原
審
は
争
い
の
あ
る
右
事
実
に
つ
い
て
の
証
拠
調
べ
と
し
て
血
縁
鑑
定
を
実
施
し
た
も
の
で
あ 
我
妻
説
も
、
子
か
ら
父
た
る
男
性
に
対
す
る
認
知
請
求
訴
訟
に
お
い
て
は
、
当
時
の
血
縁
鑑
定
に
対
す
る
一
定
の
信
頼
に
基
づ
き
、
親
子
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
科
学
的
な
調
査
を
要
求
し
て
い 
大
沼
判
事
も
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
外
観
説
を
採
用
し
て
も
人
事
訴
訟
に
お
け
る
職
権
探
知
主
義
（
人
訴
二
〇
条
）
か
ら
し
て
裁
判
所
は
本
案
審
理
に
お
い
て
血
縁
鑑
定
を
当
然
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
し
て
現
在
の
実
務
で
は
血
液
型
鑑
定
等
に
代
わ
り
ま
た
は
そ
れ
と
並
ん
で
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
外
観
説
は
本
案
の
証
拠
調
べ
に
お
い
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
を
予
定
し
て
い
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。
　
ⅱ
な
お
、
夫
が
交
通
事
故
で
入
院
中
に
妻
が
懐
胎
・
出
産
し
、
戸
籍
上
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
た
子
か
ら
夫
に
対
す
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
事 
、
大
阪
高
判
昭
和
五
一
年
九
月
二
一
日
下
民
集
二
七
巻
九－
一
二
号
合
併
号
五
八
三
頁
、
判
時
八
四
七
号
六
一
頁
は
、
外
観
的
事
実
（
夫
の
長
期
間
の
不
在
、
別
居
等
の
場
合
、
夫
婦
間
に
事
実
上
離
婚
が
成
立
し
て
別
居
し
て
い
る
場
合
な
ど
）
の
存
否
は
、
証
拠
調
べ
を
ま
っ
て
判
明
す
る
事
柄
で
あ
り
、
夫
の
子
を
懐
胎
し
え
な
い
こ
と
が
外
見
上
明
白
な
場
合
と
は
、
夫
婦
間
の
秘
事
を
少
な
く
と
も
直
接
に
は
公
開
し
な
い
で
立
証
し
う
る
も
の
で
あ
る
か
ぎ
り
、
ひ
ろ
く
そ
の
証
拠
調
の
結
果
を
総
合
し
て
初
め
て
判
明
す
る
よ
う
な
場
合
を
も
包
含
す
る
も
の
と
解
す
る
の
が
相
当
で
あ
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。
こ
れ
を
ど
う
解
す
る
か
が
問
題
で
あ
る
が
、
右
判
旨
は
外
観
説
に
つ
い
て
、
夫
婦
同
棲
の
欠
如
が
外
見
上
明
白
な
場
合
、
ま
た
は
夫
の
子
を
懐
胎
し
え
な
い
明
白
な
事
実
と
述
べ
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。
我
妻
・
外
観
説
に
該
当
す
る
の
は
前
者
の
定
義
で
あ
り
、
右
説
に
よ
る
と
後
者
は
本
案
の
問
題
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う 
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
同
高
判
は
、
こ
の
事
件
の
父
子
関
係
の
存
否
確
認
の
訴
え
を
適
法
と
し
た
う
え
で
、
第
一
審
で
原
告
Ｘ
が
提
出
し
た
母
Ａ
お
よ
び
相
手
方
（
現
夫
）
Ｂ
男
の
各
戸
籍
謄
本
、
医
科
大
学
教
授
作
成
の
鑑
定
書
、
第
一
審
に
お
け
る
証
人
Ｂ
の
証
言
、
Ａ
と
Ｘ
の
本
人
尋
問
の
結
果
等
の
証
拠
調
べ
の
結
果
に
基
づ
き
事
実
認
定
を
行
い
、
Ｘ
は
Ｂ
の
子
で
あ
る
と
判
断
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
審
理
方
法
は
外
観
説
の
考
え
方
に
反
（
）
２７９る
。
（
）
２８０る
。
（
）
２８１件
で
（
）
２８２か
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
三
五
（
　
　
　
）
六
九
す
る
も
の
と
思
え
な
い
。
こ
の
場
合
、
事
件
の
第
一
審
へ
の
破
棄
差
戻
し
が
法
律
上
は
原
則
的
措
置
と
解
さ
れ
る
が
、
さ
ら
な
る
弁
論
は
必
要
な
い
と
し
て
破
棄
自
判
も
考
え
う
る
ケ
ー
ス
と
も
思
え
る
（
民
訴
法
三
〇
七
条
但
書
き
）。
５
　
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
裁
判
上
の
利
用
　
で
は
わ
が
国
に
お
い
て
本
件
の
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
訴
訟
で
提
出
さ
れ
た
場
合
、
裁
判
所
は
ど
の
よ
う
に
扱
う
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
ド
イ
ツ
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
の
判
旨
を
参
考
に
、
人
格
権
の
侵
害
お
よ
び
違
法
収
集
証
拠
理
論
の
適
用
の
観
点
か
ら
若
干
に
考
え
て
み
た
い
。
　
⒜
　
人
格
権
の
侵
害
　
ⅰ
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
裁
判
実
務
に
お
い
て
は
刑
事
事
件
の
領
域
で
そ
の
利
用
が
先
行
し
て
き
た 
最
近
は
民
事
事
件
、
特
に
家
事
事
件
の
領
域
で
そ
の
利
用
が
拡
が
っ
て
い 
た
と
え
ば
東
京
高
判
平
成
一
〇
年
八
月
二
六
日
判
タ
一
〇
二
五
号
二
六
六
頁
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
法
は
、
近
時
、
法
医
学
の
分
野
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
の
多
型
性
を
利
用
し
た
科
学
的
鑑
定
方
法
と
し
て
急
速
に
発
展
し
、
従
前
か
ら
採
用
さ
れ
て
き
た
血
液
型
分
析
に
よ
る
方
法
と
比
較
し
て
、
格
段
に
血
縁
関
係
を
肯
定
な
い
し
排
除
す
る
こ
と
が
で
き
る
確
率
が
高
い
方
法
で
あ
る
と
の
評
価
を
確
立
さ
せ
つ
つ
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
血
縁
関
係
判
定
法
の
代
表
的
な
一
つ
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
は
裁
判
所
に
顕
著
な
事
実
（
民
訴
一
七
九
条
）
で
あ
る
旨
判
示
す 
し
た
が
っ
て
、
父
子
関
係
事
件
で
利
用
さ
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
親
子
関
係
な
い
し
血
縁
関
係
の
存
否
に
つ
い
て
専
門
家
に
よ
る
判
断
が
含
ま
れ
る
個
人
情
報
に
か
か
わ
る
文
書
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
最
高
裁
判
例
に
よ
る
と
、
親
子
関
係
は
一
般
的
に
「
身
分
関
係
の
基
本
と
な
る
法
律
関
係
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
（
最
大
判
昭
和
四
五
年
七
月
一
五
日
民
集
二
四
巻
七
号
八
六
一
頁
）。
そ
う
す
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
含
ま
れ
た
父
子
関
係
に
関
す
る
個
人
情
報
は
、
憲
法
上
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
対
象
と
す
べ
き
法
益
と
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ 
こ
こ
で
い
う
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
は
、「
私
生
活
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
権
利
」
と
い
う
伝
統
的
な
捉
え
方
よ
り
も
、
最
近
有
力
な
「
自
己
に
関
す
る
情
報
に
対
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
権
利
」
と
捉
え
る
学
説
の
方
が
よ
り
適
（
）
２８３が
、
（
）
２８４る
。
（
）
２８５る
。
（
）
２８６る
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
三
六
（
　
　
　
）
七
〇
切
と
思
わ
れ 
　
ⅱ
最
近
の
最
高
裁
判
例
に
お
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
な
い
し
利
益
と
し
て
法
的
保
護
に
値
す
る
と
み
ら
れ
た
「
個
人
情
報
」
と
し
て
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
だ
ろ
う
か
。
①
最
判
平
成
七
年
一
二
月
一
五
日
刑
集
四
九
巻
一
〇
号
八
四
二
頁
は
、
外
国
人
た
る
被
告
が
外
国
人
登
録
原
票
等
に
指
紋
の
押
な
つ
を
拒
否
し
た
た
め
に
外
国
人
登
録
法
違
反
と
し
て
起
訴
さ
れ
た
刑
事
事
件
（
外
国
人
指
紋
押
な
つ
拒
否
事
件
）
で
あ
る
が
、「
指
紋
は
、
指
先
の
紋
様
で
あ
り
、
そ
れ
自
体
で
は
個
人
の
私
生
活
や
人
格
、
思
想
、
信
条
、
良
心
等
個
人
の
内
心
に
関
す
る
情
報
と
な
る
も
の
で
は
な
い
が
、
性
質
上
万
人
不
同
性
、
終
生
不
変
性
を
も
つ
の
で
、
採
取
さ
れ
た
指
紋
の
利
用
方
法
次
第
で
は
個
人
の
私
生
活
あ
る
い
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
る
危
険
性
が
あ
る
」
と
し
て
、
国
家
機
関
が
正
当
な
理
由
も
な
く
指
紋
の
押
な
つ
を
強
制
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
、
と
判
示
す 
右
判
旨
に
い
う
「
万
人
不
同
性
、
終
生
不
変
性
を
も
つ
」
と
い
う
性
質
か
ら
個
人
の
識
別
特
定
手
段
に
な
る
と
い
う
点
に
お
い
て
は
、
ヒ
ト
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
も
同
様
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
右
判
示
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
拒
否
当
事
者
に
対
す
る
強
制
問
題
に
つ
い
て
も
参
考
に
し
て
よ
い
と
考
え
る
。
　
②
あ
る
人
の
刑
事
事
件
の
前
科
や
犯
罪
経
歴
に
関
す
る
事
実
が
公
表
さ
れ
た
場
合
、
人
の
名
誉
、
信
用
に
直
接
に
か
か
わ
る
事
項
で
あ
り
、
前
科
等
の
あ
る
者
も
こ
れ
を
み
だ
り
に
公
開
さ
れ
な
い
と
い
う
法
律
上
の
保
護
に
値
す
る
利
益
を
有
す
る
。
そ
れ
が
、
弁
護
士
法
二
三
条
の
二
に
基
づ
く
弁
護
士
会
照
会
に
応
じ
て
区
長
が
前
科
等
を
報
告
し
た
行
為
に
よ
る
ケ
ー
ス
（
最
判
昭
和
五
六
年
四
月
一
四
日
民
集
三
五
巻
三
号
六
二
〇 
、
ま
た
は
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
に
よ
る
著
作
物
（
最
判
平
成
六
年
二
月
八
日
民
集
四
八
巻
二
号
一
四
九 
ま
た
は
週
刊
誌
の
掲
載
記
事
（
最
判
平
成
一
五
年
三
月
一
四
日
民
集
五
七
巻
三
号
二
二
九
頁
）
で
も
異
な
ら
な
い
。
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
私
生
活
上
の
事
実
ま
た
は
情
報
と
い
う
点
で
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
情
報
も
こ
れ
ら
の
事
実
と
同
列
に
お
く
こ
と
が
で
き
よ
う
。
　
③
こ
れ
に
対
し
、
大
学
内
で
開
催
さ
れ
た
外
国
国
賓
講
演
会
へ
の
出
席
希
望
者
で
あ
る
学
生
の
学
籍
番
号
、
氏
名
、
住
所
お
よ
び
電
話
番
号
（
）
２８７る
。
（
）
２８８る
。
（
）
２８９頁
）
（
）
２９０頁
）
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
三
七
（
　
　
　
）
七
一
に
つ
い
て
、
大
学
が
学
生
の
同
意
を
得
ず
に
警
察
に
提
出
し
た
行
為
が
不
法
行
為
に
当
た
る
か
が
問
題
に
な
っ
た
事
件
（
早
稲
田
大
学
事
件
）
で
、
最
判
平
成
一
五
年
九
月
一
二
日
民
集
五
七
巻
八
号
九
七
三
頁
は
、
こ
れ
ら
の
個
人
情
報
は
大
学
が
個
人
識
別
を
行
う
た
め
の
単
純
な
情
報
で
、
秘
匿
の
必
要
性
は
必
ず
し
も
高
く
な
い
が
、
本
人
が
自
ら
欲
し
な
い
他
者
に
み
だ
り
に
開
示
さ
れ
た
く
な
い
と
考
え
る
こ
と
は
自
然
な
こ
と
で
、
そ
の
期
待
は
保
護
さ
れ
る
べ
き
で
、
右
個
人
情
報
は
学
生
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
と
し
て
法
的
保
護
の
対
象
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
は
、
取
扱
い
方
に
よ
っ
て
は
個
人
の
人
格
的
な
権
利
利
益
を
損
な
う
お
そ
れ
が
あ
り
、
右
個
人
情
報
を
開
示
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学
生
ら
の
同
意
を
得
る
手
続
を
執
る
こ
と
な
く
、
無
断
で
右
個
人
情
報
を
警
察
に
開
示
し
た
大
学
の
行
為
は
、
学
生
ら
が
任
意
に
提
供
し
た
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
係
る
情
報
の
適
切
な
管
理
に
つ
い
て
の
合
理
的
期
待
を
裏
切
る
も
の
で
、
学
生
ら
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
し
て
不
法
行
為
を
構
成
す
る
、
と
判
示
す
る
。
　
右
判
旨
に
い
う
学
籍
番
号
等
の
「
単
純
な
情
報
」
に
比
べ
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
個
人
ま
た
は
家
族
の
情
報
は
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
感
じ
る
そ
の
程
度
か
ら
考
え
て
も
、
は
る
か
に
高
い
私
生
活
上
の
事
実
ま
た
は
情
報
と
い
え
よ
う
（
最
判
平
成
一
五
年
九
月
の
反
対
意
見
参
照
）。
ま
た
右
判
旨
が
学
生
ら
の
「
同
意
」
を
情
報
開
示
の
要
件
と
し
て
い
る
点
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
自
己
情
報
を
管
理
す
る
権
利
と
捉
え
る
考
え
方
と
親
和
的
で
あ
る
と
い
わ
れ
る 
前
掲
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
指
針
等
も
鑑
定
の
実
施
・
開
示
に
つ
き
「
本
人
の
同
意
」
を
要
求
し
て
お
り
、
右
権
利
に
属
す
る
情
報
で
あ
る
と
い
う
理
解
に
も
相
応
し
よ
う
。
　
と
こ
ろ
で
、
前
科
等
の
公
表
が
問
題
に
な
っ
た
事
件
の
審
理
方
法
に
関
し
て
、
一
方
で
は
、
前
科
等
に
か
か
わ
る
事
実
を
公
表
さ
れ
な
い
法
的
利
益
と
公
表
す
る
法
的
利
益
を
比
較
衡
量
し
て
、
前
者
が
後
者
に
優
越
す
る
場
合
に
不
法
行
為
が
成
立
す
る
と
解
す
る
判
例
（
最
判
平
成
六
年
二
月
八
日
民
集
四
八
巻
二
号
一
四
九
頁
、
最
判
平
成
一
五
年
三
月
一
四
日
民
集
五
七
巻
三
号
二
二
九
頁
）
と
、
そ
の
よ
う
な
判
断
の
仕
方
を
し
て
い
な
い
判
例
（
最
判
平
成
一
五
年
九
月
一
二
日
）
が
あ
る 
後
者
の
判
例
に
お
い
て
は
対
立
す
る
基
本
的
権
利
が
存
在
し
な
い
と
い
う
（
）
２９１が
、
（
）
２９２が
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
三
八
（
　
　
　
）
七
二
事
情
に
よ
る
も
の
と
解
さ
れ
て
い 
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
前
者
の
系
列
に
属
し
、
そ
の
場
合
に
対
抗
す
る
法
的
利
益
は
法
律
上
の
父
の
真
実
の
父
子
関
係
を
知
る
権
利
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
対
し
て
は
、
子
の
知
ら
な
い
で
い
る
権
利
が
再
び
対
立
軸
と
し
て
考
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
も
っ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
ド
イ
ツ
法
の
議
論
に
類
す
る
「
父
の
知
る
権
利
」
に
関
す
る
わ
が
国
の
議
論
の
状
況
は
、
遺
憾
な
が
ら
ま
っ
た
く
考
察
で
き
て
い
な
い
。
　
④
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
侵
害
に
対
し
て
、
最
判
平
成
一
四
年
九
月
二
四
日
判
時
一
八
〇
二
号
六
〇
頁
、
判
タ
一
一
〇
六
号
七
二
頁
は
、
原
告
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
を
理
由
と
す
る
小
説
の
出
版
差
止
め
等
を
請
求
し
た
事
件
（
石
に
泳
ぐ
魚
事
件
）
で
、
差
止
請
求
を
認
容
し
た
原
審
の
判
断
を
維
持
し
て
い 
　
⑤
最
近
の
最
高
裁
判
例
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
侵
害
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
ま
た
は
差
止
め
請
求
が
肯
定
さ
れ
た
法
的
利
益
と
比
較
し
て
も
、
本
人
の
同
意
な
く
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
不
法
行
為
法
上
、
法
的
保
護
の
対
象
に
な
る
と
解
さ
れ
る
。
そ
の
実
体
法
上
の
救
済
方
法
は
、
本
人
か
ら
の
損
害
賠
償
請
求
、
さ
ら
に
は
差
止
請
求
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
⒝
　
違
法
収
集
証
拠
理
論
の
適
用
　
ⅰ
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
た
と
え
ば
訴
訟
外
の
私
鑑
定
た
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
り
訴
訟
が
提
起
さ
れ
た
（
ま
た
は
家
事
調
停
が
申
し
立
て
ら
れ
た
）
場
面
か
ら
裁
判
所
が
証
拠
調
べ
を
行
う
場
面
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
裁
判
上
の
局
面
で
そ
の
利
用
が
考
え
ら
れ
る
。
ド
イ
ツ
連
邦
裁
〇
五
年
は
違
法
収
集
証
拠
理
論
に
関
す
る
折
衷 
立
場
か
ら
、
本
件
・
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
の
形
で
現
れ
る
被
告
・
子
の
人
格
権
（
基
本
法
一
条
一
項
、
二
条
項
）
を
侵
害
し
て
お
り
、
否
認
手
続
に
お
い
て
子
・
そ
の
法
定
代
理
人
の
意
思
に
反
し
て
利
用
で
き
な
い
し
、
訴
訟
で
の
利
用
は
、
子
の
人
格
権
・
情
報
に
関
す
る
自
己
決
定
権
に
対
す
る
新
た
な
違
反
に
な
る
と
し
て
、
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
た
。
折
衷
説
を
採
る
有
力
な
訴
訟
学
説
が
こ
れ
に
賛
成
し
て
い 
ま
た
違
法
収
集
証
拠
理
論
を
当
事
者
の
事
実
申
立
て
に
も
前
倒
的
に
適
用
で
き
る
か
と
い
う
問
題
に
関
し
て
、
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
は
そ
れ
を
肯
定
し
て
い
る
が
、
（
）
２９３る
。
（
）
２９４る
。
（
）
２９５説
の
（
）
２９６る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
三
九
（
　
　
　
）
七
三
学
説
に
お
い
て
は
批
判
説
も
み
ら
れ
る
（
前
掲
修
道
三
三
巻
一
号
六
頁
以
下
）。
　
ⅱ
違
法
収
集
証
拠
理
論
に
関
し
て
、
わ
が
国
の
最
近
の
学
説
は
、
一
定
の
場
合
に
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
考
え
方
が
支
配
的
と
み
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
は
諸
説
が
対
立
し
て
い 
代
表
的
な
基
準
と
し
て
は
、
①
人
格
権
の
侵 
②
信
義
則
違 
③
総
合
的
な
比
較
衡
量
な
ど
が
あ
り
、
近
時
は
問
題
を
統
一
的
に
解
す
る
べ
く
、
④
当
事
者
権
の
一
つ
で
あ
る
証
明
権
の
内
在
的
制
約
と
捉
え
る 
、
⑤
証
拠
能
力
の
問
題
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事
者
行
為
の
規
制
問
題
と
し
て
検
討
す
る 
ど
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
　
他
方
で
、
従
来
の
判
例
は
い
ず
れ
も
下
級
審
の
も
の
で
あ
る
が
、
窃
取
さ
れ
た
文
書
や
話
者
に
無
断
の
録
音
テ
ー
プ
（
そ
の
反
訳
書
面
）
の
証
拠
能
力
の
問
題
と
し
て
現
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多 
そ
の
う
ち
の
高
裁
判
例
を
み
る
と
、
①
民
訴
法
は
証
拠
能
力
に
関
す
る
規
定
は
な
く
、
当
事
者
提
出
の
証
拠
の
証
拠
能
力
は
肯
定
さ
れ
る
が
、
著
し
く
反
社
会
的
な
手
段
を
用
い
て
人
格
権
侵
害
を
伴
う
方
法
で
採
集
さ
れ
た
証
拠
は
、
そ
れ
自
体
違
法
評
価
を
受
け
、
証
拠
能
力
を
否
定
さ
れ
て
も
や
む
を
え
な
い
と
し
た
判
例
（
東
京
高
判
昭
和
五
二
年
七
月
一
五
日
判
時
八
六
七
号
六
〇
頁
）、
ま
た
、
②
違
法
収
集
の
書
証
も
直
ち
に
そ
の
証
拠
能
力
を
否
定
す
る
理
由
に
は
な
ら
ず
、
そ
れ
は
実
体
的
真
実
の
追
求
と
い
う
訴
訟
の
本
質
に
照
ら
し
理
解
し
う
る
、
し
か
し
、
そ
れ
は
無
制
限
に
認
め
ら
れ
ず
、
憲
法
の
個
人
の
尊
重
（
一
三
条
）、
個
人
の
尊
厳
（
二
四
条
二
項
）
に
由
来
す
る
証
言
拒
絶
権
（
旧
民
訴
法
一
八
七
条
、
現
行
民
訴
法
一
九
七
条
）
か
ら
明
ら
か
で
あ
る
、
正
当
な
保
持
者
の
意
思
に
反
し
て
窃
取
さ
れ
た
書
証
を
証
拠
と
し
て
取
り
調
べ
る
こ
と
で
保
持
者
・
相
手
方
当
事
者
の
個
人
的
秘
密
が
法
廷
で
明
ら
か
に
さ
れ
、
そ
の
人
格
権
が
侵
害
さ
れ
る
場
合
、
そ
の
証
拠
申
出
は
却
下
を
免
れ
な
い
と
し
た
判
例
（
名
古
屋
高
決
昭
和
五
八
年
二
月
一
八
日
判
時
一
〇
〇
七
号
六
六
頁
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
最
近
の
判
例
に
お
い
て
は
、
③
収
集
方
法
に
著
し
い
反
社
会
性
が
あ
る
か
と
い
う
基
準
を
か
か
げ
る
も
の
が
め
だ 
た
だ
し
、
判
旨
が
説
く
一
般
論
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
証
拠
方
法
の
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
判
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な 
　
ⅲ
と
こ
ろ
で
、
従
来
の
議
論
は
財
産
的
紛
争
を
対
象
と
し
た
通
常
の
民
事
訴
訟
（
ま
た
は
保
全
手
続
）
に
お
け
る
も
の
で
あ
り
、
は
た
し
て
（
）
２９７る
。
（
）
２９８害
、
（
）
２９９反
、
（
）
３００説
や
（
）
３０１説
な
（
）
３０２い
。
（
）
３０３つ
。
（
）
３０４い
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
四
〇
（
　
　
　
）
七
四
父
子
関
係
事
件
に
関
す
る
人
事
訴
訟
手
続
や
家
事
調
停
・
審
判
手
続
に
も
そ
の
ま
ま
妥
当
す
る
の
か
、
妥
当
す
る
と
し
て
も
ど
の
限
度
で
妥
当
す
る
の
か
と
い
う
疑
問
が
あ
る
。
ま
た
盗
聴
会
話
や
窃
取
文
書
な
ど
に
比
べ
る
と
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
当
該
訴
訟
の
帰
趨
を
決
定
づ
け
る
よ
う
な
、
相
当
高
い
証
拠
価
値
を
有
し
て
い
る
可
能
性
が
あ 
こ
れ
に
加
え
て
、
法
は
、
人
訴
手
続
に
お
い
て
は
文
書
提
出
命
令
に
従
わ
な
い
当
事
者
に
対
す
る
制
裁
的
効
果
（
民
訴
法
二
二
四
条
）
を
適
用
し
な
い
と
規
定
し
て
い
る
が
（
人
訴
一
九
条
一
項
）、
こ
れ
は
実
体
的
真
実
の
確
定
と
い
う
狙
い
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ 
ま
た
職
権
探
知
主
義
が
適
用
さ
れ
る
手
続
で
は
あ
っ
て
も
、
判
例
は
当
事
者
に
も
手
続
協
力
義
務
を
求
め
て
い 
さ
ら
に
ま
た
、
わ
が
国
の
裁
判
実
務
は
謙
抑
的
職
権
探
知
の
考
え
方
が
支
配
的
で
あ
る
と
い
わ
れ 
そ
う
す
る
と
、
真
実
発
見
の
た
め
に
は
、
同
意
の
な
い
私
的
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
で
あ
っ
て
も
、
当
事
者
の
そ
の
よ
う
な
証
拠
収
集
行
為
は
右
協
力
義
務
の
一
態
様
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
同
意
の
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
基
づ
く
訴
え
提
起
も
許
容
し
て
よ
い
と
す
る
考
え
方
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
そ
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
対
す
る
評
価
は
、
家
族
法
学
説
は
一
定
の
評
価
を
与
え
な
が
ら
、
そ
の
一
般
的
か
つ
積
極
的
な
利
用
に
な
る
と
な
お
慎
重
な
姿
勢
が
多
数
を
占
め
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
み
ら
れ
る 
逆
に
家
裁
実
務
に
お
い
て
は
、
平
成
七
年
頃
か
ら
（
東
京
家
裁
）、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
一
般
的
な
利
用
が
拡
が
っ
て
い 
こ
の
背
景
に
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
技
術
的
な
進
展
（
裁
判
の
費
用
や
時
間
に
プ
ラ
ス
）
と
と
も
に
、
家
庭
裁
判
所
が
具
体
的
な
事
件
解
決
に
あ
た
っ
て
現
時
の
最
良
の
証
拠
方
法
と
し
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
肯
定
的
に
評
価
し
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
も
の
と
推
測
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
身
分
関
係
事
件
に
お
け
る
真
実
発
見
と
い
う
標
題
の
も
と
で
、
右
の
よ
う
な
証
拠
収
集
行
為
も
裁
判
所
の
職
権
証
拠
調
べ
を
促
す
当
事
者
の
証
拠
申
出
と
み
う
る
余
地
も
考
え
う
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
し
か
し
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
示
す
父
子
関
係
の
存
否
と
い
う
情
報
の
重
大
さ
を
考
え
る
と
、
多
く
の
家
族
法
学
説
の
示
す
慎
重
な
態
度
は
確
か
に
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ 
ま
た
現
行
民
訴
法
の
分
野
か
ら
み
て
も
、
違
法
収
集
証
拠
に
関
す
る
判
例
は
、
そ
の
排
除
の
た
め
の
根
拠
規
定
と
し
て
信
義
則
（
民
訴
法
二
条
。
た
と
え
ば
、
大
津
地
判
平
成
一
〇
年
一
月
一
九
日
判
時
一
六
五
七
号
一
〇
五
頁
、
東
京
地
判
平
成
一
〇
（
）
３０５る
。
（
）
３０６う
。
（
）
３０７る
。
（
）
３０８る
。
（
）
３０９が
、
（
）
３１０る
。
（
）
３１１る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
四
一
（
　
　
　
）
七
五
年
五
月
二
九
日
判
タ
一
〇
〇
四
号
二
六
〇
頁
）
や
証
言
拒
絶
権
（
民
訴
法
一
九
六
条
・
一
九
七
条
。
前
掲
名
古
屋
高
決
昭
和
五
八
年
）
を
援
用
す
る
。
さ
ら
に
書
証
に
関
す
る
規
定
で
は
あ
る
が
、
文
書
提
出
義
務
の
対
象
外
と
な
る
「
自
己
使
用
文
書
」（
民
訴
法
二
二
〇
条
四
号
ニ
）
や
「
刑
事
関
係
書
類
」（
同
条
四
号
ホ
）
の
判
断
基
準
に
つ
い
て
、
最
高
裁
は
当
事
者
ま
た
は
関
係
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
考
慮
要
素
と
し
て
あ
げ
て
お 
現
行
法
に
お
い
て
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
（
個
人
情
報
の
保
護
）
は
証
拠
方
法
の
レ
ヴ
ェ
ル
で
も
重
視
す
べ
き
法
的
価
値
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
訴
訟
法
学
説
も
、
民
事
裁
判
領
域
に
お
け
る
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
研
究
を
本
格
化
さ
せ
て
い 
　
ⅳ
こ
の
よ
う
に
み
る
と
、
筆
者
は
、
本
人
ま
た
は
そ
の
親
権
者
の
同
意
の
な
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
裁
判
上
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
第
一
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
は
本
人
の
自
由
意
思
に
基
づ
い
た
同
意
に
よ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
わ
が
国
の
現
在
の
前
掲
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
の
考
え
方
で
あ
り
、
そ
れ
は
国
際
的
な
法
規
制
に
も
合
致
し
た
ル
ー
ル
と
思
わ
れ
る
（
た
だ
し
、
本
稿
で
は
文
献
上
確
認
し
た
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
法
、
イ
ギ
リ
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
）。
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
突
き
つ
け
る
父
子
関
係
の
「
真
実
」
は
確
か
に
高
い
証
拠
価
値
を
有
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
情
報
の
重
要
性
の
ゆ
え
に
、
実
施
に
あ
た
り
個
人
（
ま
た
は
親
権
者
で
あ
る
代
理
人
）
の
自
由
意
思
に
基
づ
く
決
断
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
の
だ
と
考
え 
取
扱
業
者
に
と
っ
て
も
同
意
な
き
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
個
人
情
報
取
扱
審
査
委
員
会
に
よ
っ
て
不
適
格
事
業
者
の
烙
印
を
押
さ
れ
る
リ
ス
ク
を
負
っ
て
お
り
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
同
意
な
き
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
現
れ
る
と
す
れ
ば
、
父
子
鑑
定
を
ビ
ジ
ネ
ス
と
割
り
切
っ
た
企
業
等
が
実
施
し
た
お
そ
ら
く
は
少
数
ケ
ー
ス
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う 
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
の
よ
う
な
鑑
定
に
依
拠
し
た
裁
判
所
の
判
断
は
、「
裁
判
と
科 
の
協 
い
う
観
点
か
ら
み
て
科
学
の
暴
走
で
あ
り
、
そ
う
し
た
科
学
裁
判
は
国
民
の
共
感
や
支
持
を
え
ら
れ
な
い
と
考
え
る
。
　
第
二
に
、
裁
判
上
で
利
用
す
べ
き
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
を
決
定
す
る
権
限
は
、
常
に
裁
判
所
に
専
属
す
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
わ
が
国
（
）
３１２り
、
（
）
３１３る
。
（
）
３１４る
。
（
）
３１５か
。
（
）
３１６学
」
（
）
３１７働
と
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
四
二
（
　
　
　
）
七
六
の
身
分
関
係
の
事
件
に
お
い
て
裁
判
所
が
血
液
型
鑑
定
（
Ａ
Ｂ
Ｏ
型
）
を
証
拠
方
法
と
し
て
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昭
和
二
〇
年
（
一
九
四
五
年
）
代
以
降
と
い
わ
れ 
ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
血
液
型
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
は
も
う
少
し
早
く
一
九
三
〇
年
代
以
降
で
あ 
訴
訟
手
続
（
わ
が
国
で
は
家
事
調
停
・
審
判
手
続
も
含
ま
れ
る
）
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
利
用
も
そ
う
し
た
発
展
過
程
に
お
け
る
ひ
と
つ
の
段
階
と
み
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
あ
ま
り
に
過
剰
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
筆
者
は
な
お
ち
ゅ
う
ち
ょ
を
覚
え
る
。
そ
こ
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
裁
判
上
の
利
用
は
、
原
則
と
し
て
証
拠
調
べ
に
お
け
る
裁
判
所
の
命
ず
る
鑑
定
と
い
う
ル
ー
ト
に
限
定
し
て
お
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え 
そ
れ
を
逸
脱
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
裁
判
で
恣
意
的
に
利
用
で
き
る
と
な
る
と
、
本
来
は
裁
判
所
の
法
的
判
断
の
助
力
手
段
で
あ
る
べ
き
鑑
定
が
主
役
の
座
を
奪
う
と
い
う
事
態
を
生
じ
さ
せ
か
ね
な
い
。
　
第
三
に
、
違
法
収
集
証
拠
理
論
の
な
か
で
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
た
ら
よ
い
か
。
こ
と
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
従
来
主
張
さ
れ
て
き
た
判
断
基
準
の
多
く
は
適
用
で
き
よ
う
。
最
近
の
学
説
の
う
ち
、
判
断
基
準
の
汎
用
性
と
実
効
性
の
点
で
信
義
則
違
反
説
ま
た
は
総
合
的
な
利
益
衡
量
説
が
評
価
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
が
、
こ
の
事
案
で
は
人
格
権
侵
害
説
も
採
用
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
方
、
総
合
的
な
利
益
衡
量
説
は
、
仮
に
「
父
の
知
る
権
利
」
と
の
衡
量
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
だ
ろ 
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
と
同
様
に
子
の
利
益
を
優
先
さ
せ
て
よ
い
と
考
え
る
が
、
本
稿
で
扱
っ
た
事
例
の
枠
で
考
え
る
と
、
最
判
昭
和
四
四
年
で
父
子
関
係
を
否
定
さ
れ
た
訴
外
・
元
父
Ｂ
や
、
最
判
平
成
一
二
年
の
父
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
で
敗
訴
し
た
父
Ｘ
に
と
っ
て
、
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
誘
惑
は
依
然
と
し
て
存
在
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
も
外
観
説
で
不
利
益
を
受
け
た
父
で
あ
る
が
。
　
多
様
な
ケ
ー
ス
に
対
処
し
う
る
判
断
基
準
と
し
て
は
、
現
行
法
上
明
文
の
根
拠
を
も
つ
信
義
則
違
反
説
（
民
訴
法
二
条
）
で
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。
特
に
最
近
の
判
例
が
い
う
、
収
集
方
法
の
著
し
い
反
社
会
性
と
い
う
観
点
に
注
目
す
る
と
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
の
よ
う
に
、
そ
の
認
容
判
決
は
法
律
上
の
父
子
関
係
を
遡
及
的
に
切
断
す
る
と
い
う
重
大
か
つ
深
刻
な
法
律
効
果
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
考
え
る
と
、
（
）
３１８る
。
（
）
３１９る
。
（
）
３２０る
。
（
）
３２１う
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
四
三
（
　
　
　
）
七
七
同
居
し
て
い
る
子
の
生
育
や
福
祉
、
ひ
い
て
は
社
会
生
活
の
最
小
単
位
で
あ
る
家
庭
・
親
子
関
係
の
平
和
や
平
穏
を
脅
か
し
破
壊
す
る
結
果
を
も
た
ら
す
行
為
で
あ
る
点
で
、
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
顕
著
に
反
社
会
的
な
結
果
を
狙
っ
た
証
拠
収
集
行
為
と
評
価
で
き
よ 
ま
た
国
や
取
扱
業
界
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
等
を
無
視
し
た
態
度
は
反
社
会
的
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
基
づ
く
訴
え
提
起
は
信
義
則
違
反
と
評
し
て
よ
い
と
考
え 
た
と
え
ば
、
被
検
者
の
身
体
的
自
由
を
拘
束
し
て
身
体
組
織
を
採
取
し
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
は
も
ち
ろ
ん
の
こ 
ド
イ
ツ
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
の
よ
う
な
抜
け
落
ち
た
毛
髪
（
第
一
事
件
）
や
捨
て
た
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
（
第
二
事
件
）
に
よ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
取
得
行
為
に
つ
い
て
も
、
同
様
に
考
え
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
　
ⅴ
最
後
に
、
秘
密
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
訴
え
が
提
起
さ
れ
た
場
合
に
、
裁
判
所
は
連
邦
裁
〇
五
年
判
決
の
よ
う
に
違
法
収
集
証
拠
理
論
を
適
用
し
て
直
ち
に
訴
え
を
却
下
し
て
よ
い
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
筆
者
は
ド
イ
ツ
批
判
学
説
の
主
張
を
支
持
し
た
い
（
修
道
三
三
巻
一
号
八
頁
参
照
）。
ド
イ
ツ
批
判
学
説
に
よ
る
と
、
違
法
に
収
集
さ
れ
た
事
実
申
立
て
に
よ
る
訴
え
で
あ
っ
て
も
、
裁
判
所
は
本
案
手
続
を
開
始
す
べ
き
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
被
告
は
信
義
則
違
反
ま
た
は
人
格
権
の
侵
害
を
理
由
に
争
う
こ
と
が
で
き
る
。
（
完
）
（
　
）　S.O
rel,H
eim
liche
Vaterschaftstests
   
    
  
     
  
        
  
,2008,S.13ff
           .  
１７７
（
　
）　O
rel,a.a.O
.,S.25
 
    
    
  
   .  
１７８
（
　
）　
あ
る
鳥
が
多
種
の
鳥
の
巣
に
産
卵
し
、
そ
の
鳥
に
抱
卵
・
育
す
う
さ
せ
る
こ
と
を
托
卵
と
い
い
、
日
本
で
は
カ
ッ
コ
ウ
科
の
鳥
類
（
カ
ッ
コ
ウ
、
ホ
１７９
ト
ト
ギ
ス
等
の
四
種
）
が
こ
の
習
性
を
有
し
て
、
ウ
グ
イ
ス
等
の
巣
に
産
卵
す
る
、
と
さ
れ
る
。
新
村
出
編
『
広
辞
苑
　
第
６
版
』
一
七
一
八
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
一
年
）
参
照
。
ド
イ
ツ
法
の
議
論
に
い
う
「
カ
ッ
コ
ウ
の
子
（K
uckkuckskinder
 
          
   
）」
と
は
、
あ
る
夫
（
男
性
）
が
自
分
で
は
な
く
、
他
の
男
性
が
そ
の
妻
に
懐
胎
さ
せ
た
子
を
そ
れ
と
は
知
ら
ず
に
養
育
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
子
ま
た
は
そ
う
し
た
状
況
を
比
ゆ
的
に
表
現
し
た
言
葉
の
よ
う
で
あ
る
。「
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
（K
uckucksei
 
         
）」
に
は
、
迷
惑
な
贈
り
物
と
い
う
日
本
語
訳
も
み
ら
れ
る
。
さ
し
あ
た
り
、vgl.S.O
rel,H
eim
lich
 
   
  
    
  
    
（
）
３２２う
。
（
）
３２３る
。
（
）
３２４と
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
四
四
（
　
　
　
）
七
八
Vaterschaftstests,S.27ff
 
  
        
  
      .  
（
　
）　
修
道
法
学
三
〇
巻
一
号
八
八
頁
注
（
　
）。
１８０
３０
（
　
）　
婚
姻
類
似
の
生
活
共
同
体
（
非
婚
カ
ッ
プ
ル
）
は
、
二
〇
八
万
三
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇
〇
年
）
か
ら
二
四
一
万
七
〇
〇
〇
人
（
二
〇
〇
五
年
）
に
増
１８１
加
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
旧
（
西
）
ド
イ
ツ
一
七
五
万
五
〇
〇
〇
人
、
新
（
東
）
ド
イ
ツ
六
四
万
二
〇
〇
〇
人
で
、
子
供
あ
り
七
七
万
人
、
子
供
な
し
一
六
四
万
七
〇
〇
〇
人
で
あ
る
。M
ünder/E
rnst,Fam
ilienrecht,S.69.
 
       
     
  
  
       
    
そ
の
法
規
制
に
つ
い
て
は
、vgl.H
.-M
.U
hlenbrock,G
esetzliche
 
   
  
  
  
        
    
     
Regelungen
     
     fü  r
nichteheliche
Lebensgem
einschaften
  
 
  
       
        
  
       
in
D
eutschland
und
Frankreich,2005
   
   
   
   
   
       
      ,S.3ff.,11ff
     
  
  .  
（
　
）　D
.H
öbbel,D
ie
M
är„
Jede
zw
eite
E
he
 
  
      
 
 
    
    
 
    
   w
ird
geschieden
“,Fam
RZ
2010,S.122
 
  
     
    
 
  
   
         0f.
   
離
婚
件
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
一
九
九
五
年
当
時
は
１８２
一
七
万
件
弱
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
六
年
に
は
一
九
万
件
を
こ
え
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。vgl.J.M
ünder/R.E
rnst,Fam
ilienrec
 
   
  
         
     
  
  
    ht,6.A
ufl.,2008,
   
  
    
    
S.44.
     
こ
れ
に
対
し
、
ヘ
ー
ベ
ル
裁
判
官
は
、
離
婚
件
数
と
と
も
に
婚
姻
件
数
も
増
加
し
て
い
る
事
実
を
指
摘
し
、
多
く
の
夫
婦
は
む
し
ろ
再
婚
す
る
た
め
に
離
婚
す
る
の
で
あ
る
と
分
析
す
る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
七
年
に
三
六
万
八
九
二
二
人
が
婚
姻
を
締
結
し
た
が
、
九
万
七
三
四
件
は
夫
婦
の
一
方
は
離
婚
経
験
者
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
交
換
す
る
た
め
の
離
婚
が
増
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
親
子
関
係
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
にvgl.M
.W
atzlaw
ik/N
.Stander/S.M
ühl
 
   
  
  
 
 
 
  
   
        
   hausen,N
eue
Vaterschaft,2007,S.1
       
    
  
               ff  .  
（
　
）　B
.H
eiderhoff,K
ann
ein
K
ind
m
ehrere
 
  
  
       
    
 
 
 
  
      
V
äter
haben?,Fam
RZ
2008,S.190ff.
 
  
  
         
   
           
は
、
家
族
法
は
、「
法
律
上
の
父
」、「
生
物
学
的
な
父
」、「
社
１８３
会
的
な
父
」
を
そ
れ
ぞ
れ
定
め
て
い
る
が
、
そ
の
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
な
い
こ
と
、
ま
た
母
が
パ
ー
ト
ナ
ー
を
取
り
替
え
る
社
会
的
状
況
を
指
摘
す
る
。
（
　
）　
現
行
法
の
疑
父
（ScheinV
ater
     
 
  
 
）
に
対
す
る
官
庁
の
否
認
権
限
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
一
三
日
の
「
父
子
関
係
を
否
認
す
る
た
め
の
法
律
を
補
充
す
１８４
る
法
律
（D
as
G
esetz
zur
E
rgänzung
des
Rechts
 
   
    
 
   
         
   
    
 zur
A
nfechtung
der
Vaterschaft
   
  
   
   
   
  
      
）」（
二
〇
〇
八
年
六
月
一
日
施
行
）
に
よ
っ
て
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
て
、vgl.M
.Löhnig,D
as
G
esetz
zur
E
rgän
 
    
      
  
    
    
      
    zung
des
Rechts
zur
A
nfechtung
der
V
              
      
  
   
        aterschaft,Fam
RZ
  
          
   
2008,S.1130ff
            .  
（
　
）　
椿
寿
夫
「
第
一
三
回
日
本
家
族
〈
社
会
と
法
〉
学
会
学
術
大
会
資
料
　
実
親
子
関
係
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
・
序
説
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
二
九
頁
、
梶
村
・
１８５
前
掲
論
文
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
４
）、
春
日
・
立
証
問
題
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
三
頁
注
１
）
に
加
え
て
、
松
倉
耕
作
「
ド
イ
ツ
・
ス
イ
ス
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
四
五
（
　
　
　
）
七
九
の
認
知
法
と
真
実
志
向
度
」
ジ
ュ
リ
一
〇
九
九
号
三
八
頁
以
下
、
松
川
正
毅
「
フ
ラ
ン
ス
法
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
と
親
子
法
」
同
号
五
〇
頁
、
新
美
育
文
「
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け
る
実
親
子
関
係
の
確
定
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
」
同
号
五
九
頁
、
矢
野
篤
「
ア
メ
リ
カ
親
子
法
に
お
け
る
実
親
子
関
係
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
」
同
号
六
七
頁
、
勝
又
義
直
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
利
用
し
た
親
子
鑑
定
」
同
号
九
四
頁
参
照
。
（
　
）　
フ
ラ
ン
ス
法
の
民
事
法
領
域
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
松
川
正
毅
『
医
学
の
発
展
と
親
子
法
』
二
七
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
１８６
年
）、
同
・
前
注
（
　
）
引
用
の
論
文
参
照
。
１８５
（
　
）　Frédérique
Ferrand,Streit
um
die
A
b
       
             
     
   
  
 stam
m
ung
in
Frakreich,in
Spickhoff/
  
 
 
     
        
   
    
     Schw
ab/H
enrich/G
ottw
ald
(H
rsg.),Str
    
    
    
   
   
  
   
    
   
eit
um
die
     
   
 
１８７A
bstam
m
ung,2007,S.93ff
 
   
 
 
              .  
　
本
文
で
述
べ
た
よ
う
な
フ
ラ
ン
ス
の
法
規
制
に
よ
っ
て
、
隣
国
の
ス
ペ
イ
ン
で
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
親
子
鑑
定
ビ
ジ
ネ
ス
が
急
成
長
を
遂
げ
て
い
る
と
い
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
の
発
信
日
時
は
少
し
旧
い
も
の
で
は
あ
る
（
二
〇
〇
七
年
一
一
月
二
四
日
付
け
）。
二
〇
一
一
年
四
月
二
七
日
付
け
国
際
ニ
ュ
ー
ス:A
FPB
B
N
ew
s
  
   
 
 
  
 .  
（
　
）　
水
野
紀
子
・
判
批
・
ジ
ュ
リ
一
三
三
二
号
八
七
頁
、
太
田
晃
詳
・
最
判
解
説
平
成
一
八
年
度
民
事
篇
七
六
二
頁
な
ど
参
照
。
こ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
１８８
は
、
我
妻
・
親
族
法
二
八
〇
頁
、
久
留
都
茂
子
「
虚
偽
の
出
生
届
の
効
力
」
中
川
善
之
助
先
生
追
悼
現
代
家
族
法
大
系
編
集
委
員
会
編
『
現
代
家
族
法
大
系
３
　
親
子
・
親
権
・
後
見
・
扶
養
』
九
三
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
七
九
年
）、
田
村
五
郎
『
親
子
の
裁
判
　
こ
こ
三
〇
年
』
一
三
一
頁
以
下
（
中
大
出
版
部
、
一
九
九
六
年
）、
大
村
敦
志
『
家
族
法
〔
第
三
版
〕』
二
〇
六
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）、
近
江
幸
治
『
民
法
講
義
Ⅶ
　
親
族
法
・
相
続
法
』
一
一
九
頁
（
成
文
堂
、
二
〇
一
〇
年
）、
窪
田
充
見
『
家
族
法
』
二
四
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）、
遠
藤
浩
ほ
か
編
『
民
法
（
８
）
親
族
〔
第
４
版
増
補
版
〕』
二
一
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
な
ど
参
照
。
同
じ
期
日
に
、
も
う
一
件
の
最
高
裁
判
例
（
最
判
平
成
一
八
年
七
月
七
日
家
月
五
九
巻
一
号
九
八
頁
、
判
時
一
九
六
六
号
六
二
頁
）
が
あ
る
。
中
川
高
男
・
判
批
・
民
商
一
三
六
巻
二
号
二
五
三
頁
な
ど
参
照
。
（
　
）　
実
務
の
通
説
と
さ
れ
る
（
請
求
原
因
説
）。
伊
藤
滋
夫
・
山
崎
敏
彦
編
著
『
ケ
ー
ス
ブ
ッ
ク
要
件
事
実
・
事
実
認
定
〔
第
２
版
〕』
三
〇
一
頁
以
下
（
佐
１８９
伯
俊
介
）（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
五
年
）、
加
藤
新
太
郎
・
細
野
敦
『
要
件
事
実
の
考
え
方
と
実
務
〔
第
２
版
〕』
三
二
七
頁
（
民
事
法
研
究
会
、
二
〇
〇
七
年
）。
こ
れ
に
対
し
、
抗
弁
説
が
対
立
し
て
い
る
と
さ
れ
る
。
（
　
）　
大
村
・
家
族
法
六
三
頁
な
ど
参
照
。
１９０ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
四
六
（
　
　
　
）
八
〇
（
　
）　
大
村
・
家
族
法
一
〇
三
頁
な
ど
参
照
。
１９１
（
　
）　
こ
の
効
力
を
ど
う
解
す
る
か
、
対
世
効
ま
で
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
か
。
親
子
関
係
存
否
確
認
申
立
て
事
件
で
確
定
し
た
二
三
条
審
判
の
効
力
に
つ
１９２
い
て
、
東
京
地
判
昭
和
三
四
年
五
月
一
三
日
下
民
集
一
〇
巻
五
号
一
〇
〇
二
頁
が
、
実
母
か
ら
、
戸
籍
上
そ
の
両
親
（
提
訴
時
に
は
す
で
に
死
亡
）
の
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
ら
れ
て
い
る
子
に
対
す
る
親
子
関
係
存
在
確
認
訴
訟
で
、
確
定
判
決
は
第
三
者
に
対
し
て
も
効
力
を
有
す
る
旨
判
示
す
る
。
同
旨
、
山
木
戸
克
己
『
家
事
審
判
法
』
一
〇
七
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）、
財
団
法
人
法
曹
会
『
例
題
解
説
　
家
事
審
判
法
』
一
八
六
頁
（
法
曹
会
、
二
〇
〇
〇
年
）、
裁
判
所
書
記
官
研
修
所
監
修
『
家
事
審
判
法
実
務
講
議
案
〔
四
訂
版
〕』
三
三
一
頁
（
司
法
協
会
、
一
九
九
四
年
）。
し
た
が
っ
て
、
野
田
愛
子
・
安
倍
嘉
人
監
修
『
人
事
訴
訟
法
概
説
』
三
二
五
頁
（
三
代
川
俊
一
郎
）（
日
本
加
除
出
版
、
二
〇
〇
四
年
）
は
、
現
行
人
訴
法
二
四
条
に
つ
い
て
も
旧
法
の
右
解
釈
が
採
用
さ
れ
た
と
み
る
。
こ
の
説
で
よ
い
と
考
え
る
が
、
松
本
博
之
『
人
事
訴
訟
法
〔
第
二
版
〕』
三
八
四
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）
は
、
父
子
関
係
の
存
在
確
認
訴
訟
の
請
求
認
容
判
決
に
つ
い
て
、
出
生
時
か
ら
の
対
世
的
な
判
決
効
を
形
成
力
の
効
果
と
し
て
説
明
し
、
父
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
の
請
求
認
容
判
決
の
判
決
効
に
つ
い
て
は
、
既
判
力
に
よ
る
後
訴
で
の
効
力
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。
（
　
）　
山
木
戸
克
己
『
人
事
訴
訟
手
続
法
』
六
四
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
五
八
年
）。
１９３
（
　
）　
豊
田
「
民
事
裁
判
と
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
」
笠
原
俊
宏
編
『
日
本
法
の
論
点
　
第
一
巻
』
二
〇
六
頁
（
文
眞
堂
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
（
以
下
、「
Ｄ
Ｎ
Ａ
１９４
鑑
定
」
と
略
す
）。
（
　
）　
学
説
に
つ
い
て
は
、
さ
し
あ
た
り
豊
田
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
二
〇
七
頁
参
照
。
１９５
（
　
）　
同
指
針
に
つ
い
て
は
、
丸
山
英
二
「
わ
が
国
の
医
学
・
生
命
科
学
研
究
に
関
す
る
政
府
指
針
」
ジ
ュ
リ
一
二
四
七
号
三
七
頁
以
下
、
位
田
隆
一
「
先
１９６
端
医
学
・
生
命
科
学
研
究
と
法
」
ジ
ュ
リ
一
三
三
九
号
二
頁
以
下
参
照
。
（
　
）　S.B
raun,Verbotheim
licher
Vatersch
   
      
        
      
  
    aftstests
durch
das
G
endiagnostikges
    
  
 
     
   
    
         etz,FPR
2011,S.386ff
  
     
          .  
１９７
（
　
）　
学
説
の
議
論
な
ど
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
二
〇
四
頁
参
照
。
１９８
（
　
）　
以
下
に
つ
い
て
は
、vgl.O
sterm
ann,a.a.O
.,S.43ff.;
 
   
  
  
         
  
    
  B
rosius-G
ersdorf,a.a.O
.,S.29ff
    
  
             
  
    .  
１９９
（
　
）　G
.B
eitzke,Fam
ilienrecht,24.A
ufl.
 
  
         
  
       
   
   ,1985,§22
II,S.199;B
rosius-G
ers
 
        
         
    
  
   dorf,a.a.O
.,S.3
          
  
  .  
２００
（
　
）　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
職
権
探
知
主
義
一
〇
二
五
頁
以
下
、
一
〇
二
八
頁
以
下
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
八
頁
注
　
）。
２０１
２８
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
四
七
（
　
　
　
）
八
一
（
　
）　
た
と
え
ば
、T.Rauscher,Fam
ilienrecht,2007,Rn
 
             
  
              .797b,S.684.
            
そ
こ
で
ラ
ウ
シ
ャ
─
説
は
、
連
邦
裁
判
例
の
要
求
を
も
っ
と
下
げ
て
、
母
２０２
が
夫
の
求
め
る
血
縁
鑑
定
に
子
を
加
え
て
鑑
定
を
実
施
す
る
の
を
拒
否
し
て
い
る
場
合
、
そ
の
拒
否
的
態
度
で
右
要
求
は
満
た
す
と
解
す
る
。
（
　
）　Stein/Jonas/Schlosser,ZPO
,21.A
ufl
  
 
           
        
     
  .,B
d.5
Teilbd.2,§§59
   
                2  –  703d,1993
§640
I
Rn.2,S.369;W
ie
                             
 
czorek/Schütze/W
.Schüter,
            
   
      
  
２０３ZPO
,B
d.3,2
Teilbd.,1998,§§51
   
  
      
      
        1  –  703d,§640
I2,Rn.5,S.673,§641,
          
 
                 Rn.2,S.748;M
ünchenerkom
m
e
zur
K
            
           
 
  
   
om
m
ZPO
/D
.C
oester
  
 
   
  
  
    
 -  
W
altjen,ZPO
,B
d.2
§§35
 
   
     
  
    
   5  –  802,2000,§640
II
1
aa),Rn.5,S.
              
  
 
          1267
    .  
（
　
）　
原
審
が
、
血
縁
関
係
は
単
な
る
事
実
関
係
で
あ
り
確
認
訴
訟
（
民
訴
法
二
五
六
条
）
の
対
象
と
な
り
う
る
法
律
関
係
で
は
な
い
と
し
て
原
告
・
非
嫡
２０４
出
子
の
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
た
の
に
対
し
て
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
①
非
嫡
出
子
と
父
と
の
血
縁
関
係
は
、
特
に
ア
ー
リ
ア
人
の
血
縁
関
係
の
証
明
問
題
と
関
連
し
て
議
論
さ
れ
て
い
る
が
、
民
法
は
非
嫡
出
父
子
関
係
に
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
効
果
を
結
び
付
け
て
お
り
、
確
認
の
訴
え
の
対
象
と
な
る
法
律
関
係
で
あ
る
と
す
る
。
②
ま
た
同
裁
判
所
は
、
特
定
の
父
と
の
血
縁
関
係
の
確
認
に
つ
い
て
、
裁
判
所
の
協
力
を
求
め
る
非
嫡
出
子
の
要
請
を
承
認
す
る
。
民
訴
法
二
五
六
条
の
通
常
の
確
認
の
訴
え
の
手
続
に
お
い
て
は
欠
席
判
決
や
認
諾
判
決
が
認
め
ら
れ
、
そ
の
判
決
も
対
世
効
を
欠
い
て
い
る
。
し
か
し
、
右
訴
え
に
基
づ
き
な
さ
れ
た
本
案
判
決
は
、
種
族
探
索
の
た
め
の
ラ
イ
ヒ
官
庁
や
ア
ー
リ
ア
人
の
血
縁
関
係
を
調
査
す
る
他
の
行
政
機
関
に
よ
り
尊
重
・
評
価
さ
れ
る
点
で
、
右
訴
え
の
提
起
に
つ
き
法
的
利
益
が
肯
定
さ
れ
る
。
血
縁
関
係
の
確
認
の
訴
え
の
許
容
は
、
立
法
者
の
将
来
的
な
立
法
が
あ
る
ま
で
の
、
非
嫡
出
子
の
た
め
の
応
急
的
な
手
段
で
あ
る
、
と
判
示
す
る
。
（
　
）　
非
嫡
出
子
Ｙ
か
ら
の
前
訴
・
扶
養
訴
訟
で
は
、
被
告
Ｘ
は
懐
胎
期
間
中
の
Ｙ
の
母
Ａ
と
の
性
的
交
渉
を
認
め
た
が
、
Ａ
は
他
男
Ｂ
と
も
関
係
が
あ
っ
２０５
た
と
争
っ
た
事
案
で
、
前
訴
裁
判
所
は
医
学
鑑
定
に
基
づ
き
Ｙ
の
成
育
度
か
ら
判
断
し
て
、
Ｂ
と
の
性
的
交
渉
に
よ
る
懐
胎
で
は
な
い
と
認
定
し
、
Ｙ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｘ
の
提
起
し
た
本
訴
に
お
い
て
、
第
一
審
は
、
血
液
型
検
査
に
基
づ
き
Ｘ
の
請
求
認
容
、
Ｙ
の
控
訴
は
血
液
の
再
鑑
定
に
よ
っ
て
棄
却
さ
れ
た
。
Ｙ
の
上
告
に
よ
り
、
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
原
判
決
を
破
棄
差
し
戻
し
た
。
①
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
原
告
Ｘ
は
民
訴
法
二
五
六
条
の
確
認
の
訴
え
の
法
的
利
益
を
欠
き
、
訴
え
は
却
下
す
べ
き
で
あ
る
と
の
先
例
（RG
Z.B
d.159
S.58
  
   
          
）
を
変
更
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
最
初
に
判
示
す
る
。
②
そ
し
て
前
掲
一
九
三
七
年
一
〇
月
一
四
日
判
決
注
（
　
）
に
よ
り
通
常
の
訴
訟
手
続
を
指
示
さ
れ
た
確
認
の
訴
え
に
つ
い
て
、
ラ
イ
２０４
ヒ
裁
判
所
は
、
国
家
社
会
主
義
の
国
家
観
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
ら
れ
、
国
民
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
血
縁
関
係
の
意
義
は
公
法
領
域
に
位
置
し
、
訴
訟
の
直
接
的
な
関
与
者
の
関
係
を
は
る
か
に
こ
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
実
際
的
価
値
は
強
く
損
な
わ
れ
る
と
指
摘
す
る
。
③
そ
こ
で
ラ
イ
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
四
八
（
　
　
　
）
八
二
ヒ
裁
判
所
は
、
民
族
政
策
お
よ
び
国
民
政
策
上
の
国
民
の
関
心
事
が
要
請
す
る
よ
う
な
裁
判
の
途
を
開
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
、
血
縁
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
に
民
訴
法
六
四
〇
条
以
下
の
特
別
規
定
を
適
用
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
民
訴
法
が
血
縁
関
係
に
関
す
る
訴
え
に
つ
い
て
何
ら
規
定
し
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
欠
缺
を
埋
め
る
の
は
判
例
の
役
割
で
あ
る
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
と
、
国
家
社
会
主
義
思
想
が
法
秩
序
に
侵
入
す
る
以
前
、
血
縁
関
係
は
法
に
と
っ
て
決
定
的
意
義
を
も
た
な
か
っ
た
が
、
い
ま
や
家
族
の
存
立
と
そ
れ
へ
の
帰
属
は
家
族
構
成
員
の
関
心
を
こ
え
て
一
般
の
関
心
事
で
あ
り
、
血
縁
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
は
訴
訟
当
事
者
た
る
人
物
を
こ
え
る
意
義
を
も
っ
た
訴
訟
で
あ
る
と
位
置
づ
け
る
。
④
そ
れ
ゆ
え
に
今
日
、
血
縁
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
は
、
両
親
・
子
の
関
係
の
存
否
確
認
訴
訟
と
比
べ
て
重
要
性
は
劣
ら
ず
、
右
血
縁
関
係
訴
訟
に
対
し
て
民
訴
法
六
四
〇
条
以
下
の
特
別
規
定
を
準
用
で
き
る
。
⑤
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
非
嫡
出
子
の
父
と
認
定
さ
れ
た
支
払
い
の
父
か
ら
の
父
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
で
確
認
の
利
益
を
否
定
し
た
先
例
（
一
九
三
八
年
一
二
月
一
九
日
判
決
）
を
変
更
し
て
、
こ
の
種
の
訴
え
に
お
い
て
、
確
認
の
法
的
利
益
は
、
特
に
遺
伝
生
物
学
お
よ
び
遺
伝
健
康
学
の
規
定
に
よ
り
判
決
の
解
明
的
効
果
か
ら
し
て
、
原
則
と
し
て
肯
定
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
（
　
）　
当
時
の
民
訴
法
六
四
〇
条
一
項
は
、
親
子
間
の
法
律
関
係
の
確
認
を
対
象
と
す
る
訴
訟
と
は
、「
子
の
嫡
出
否
認
、
当
事
者
間
の
親
ま
た
は
子
の
関
２０６
係
の
存
否
確
認
、
一
方
当
事
者
の
他
方
当
事
者
へ
の
親
権
（elterlichen
G
ew
alt
          
  
  
）
の
存
否
確
認
」
を
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
訴
え
で
あ
る
と
概
念
規
定
し
た
う
え
で
、
そ
こ
に
適
用
さ
れ
る
手
続
規
定
に
つ
い
て
は
、
同
条
一
項
で
は
、
身
分
関
係
事
件
（
婚
姻
事
件
）
に
適
用
さ
れ
る
特
別
な
手
続
規
定
の
準
用
に
よ
り
、
ま
た
同
法
六
四
一
条
な
い
し
六
四
三
条
に
お
い
て
親
子
関
係
事
件
の
た
め
の
特
別
な
手
続
規
定
を
明
文
で
定
め
て
い
た
。
し
か
し
民
訴
法
第
六
編
二
章
の
最
後
の
法
文
で
あ
る
民
訴
法
六
四
四
条
は
、「
非
嫡
出
父
子
関
係
の
存
否
確
認
」
を
対
象
と
す
る
訴
訟
に
は
以
上
の
六
四
〇
条
な
い
し
六
四
三
条
は
適
用
さ
れ
な
い
旨
規
定
し
て
い
た
。
以
上
はvgl.R.Zöller,ZPO
,8.A
ufl.,1957,
 
   
          
    
    
    §§640ff,S.436ff.
      
       
 
こ
の
よ
う
な
法
制
下
で
非
嫡
出
子
に
よ
る
右
訴
え
の
適
法
性
、
と
り
わ
け
ア
ー
リ
ア
人
の
血
の
証
明
問
題
と
関
連
し
て
非
嫡
出
子
の
法
的
利
益
の
保
護
、
そ
の
場
合
の
適
用
す
べ
き
訴
訟
手
続
な
ど
が
問
題
に
な
っ
た
。
（
　
）　
豊
田
・
再
審
の
訴
え
（
一
）
修
道
二
三
巻
二
号
二
五
三
頁
以
下
。
詳
細
な
研
究
と
し
て
、
田
村
五
郎
『
非
嫡
出
子
に
対
す
る
親
権
の
研
究
』
二
九
三
２０７
頁
（
中
大
出
版
部
、
昭
和
五
七
年
）、
野
沢
紀
雅
「
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
非
嫡
出
父
子
関
係
の
変
遷
」
新
報
八
七
巻
七
八
号
一
八
四
頁
以
下
な
ど
参
照
。
（
　
）　M
ünchK
om
m
eB
G
B
/M
utschler,B
G
B
,§1593,
 
     
  
 
  
 
 
  
  
   
   
 
 
       I
1,S.52
  
     .  
２０８
（
　
）　Palandt,B
G
B
,36.,A
ufl.,1977,§159
   
    
 
 
     
    
        3
1,S.1446;M
ünchK
om
m
eB
G
B
/M
utschle
  
         
     
  
 
  
 
 
  
  
   
r,B
G
B
,§1593,I
1,S.52,IV
1,Rn.
   
 
 
         
        
 
    14,S.56.
        
こ
れ
２０９
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
四
九
（
　
　
　
）
八
三
が
通
説
と
い
わ
れ
る
。
（
　
）　
こ
の
事
件
は
、
Ｘ
男
Ａ
女
は
元
夫
婦
で
妻
で
あ
っ
た
Ａ
の
単
独
有
責
宣
言
に
よ
っ
て
離
婚
判
決
が
確
定
、
そ
の
後
に
Ａ
は
ウ
イ
ー
ン
で
被
告
Ｙ
を
出
２１０
産
、
そ
こ
で
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
し
て
、
Ｙ
は
嫡
出
子
で
な
い
こ
と
の
確
認
を
申
し
立
て
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
地
裁
は
否
認
期
間
の
徒
過
を
理
由
に
Ｘ
の
請
求
棄
却
、
し
か
し
カ
マ
ー
ゲ
リ
ヒ
ト
は
Ｘ
の
請
求
を
認
容
し
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｙ
が
上
告
し
た
。
（
　
）　
判
旨
を
支
持
す
る
学
説
は
、M  
ü  nchener
K
om
m
e
zum
B
G
B
/D
.M
utschler,
         
  
 
     
  
 
 
  
  
  
   
  B
G
B
,Fam
ilienrecht
II,B
d.8.,3.A
u
 
 
 
    
  
      
    
        
 fl.,1992,§1593,III
                  
２１１6,Rn.13a,S.55
             .  
（
　
）　R.Frank,A
bstam
m
ung
und
Status,von
         
   
 
 
          
 
     
hrsg,T.Ram
m
/A
.G
randke,D
eutsche
           
 
  
  
        
   
    W
iedervereinigung,Zur
Fam
ilienrecht
 
 
        
 
           
  
      spolitik
      
２１２nach
der
W
iedervereinigung,1995,S.
     
   
 
        
 
           72   .  
（
　
）　
病
院
に
お
け
る
子
の
取
違
え
を
あ
げ
る
の
は
、A
.Lüderitz,Fam
ilienrecht,27.A
ufl
 
            
  
       
   
  .,1999,§22
IV
4
a,Rn.680,S.270
  
        
 
 
 
             .  
わ
が
国
の
同
様
の
２１３
事
件
（
た
だ
し
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
）
に
つ
い
て
は
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
一
七
年
（
六
一
二
頁
参
照
）。
豊
田
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
二
〇
六
頁
以
下
も
参
照
。
（
　
）　
①
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
一
一
年
五
月
一
三
日
判
決
（RG
Z
76,S.283ff.
  
            
）
は
、
被
告
Ｙ
（
世
襲
封
土
所
有
者
で
、
男
系
の
家
族
信
託
遺
贈
の
所
有
２１４
者
）
に
対
し
て
、
Ｙ
の
非
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
ら
れ
、
訴
訟
に
よ
る
認
知
に
よ
っ
て
嫡
出
子
の
地
位
に
あ
る
男
子
Ａ
の
自
称
母
Ｘ
（
オ
ー
ス
ト
リ
ア
国
籍
）
が
、
自
分
が
母
で
あ
る
こ
と
の
確
認
を
求
め
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
②
ま
た
チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
高
裁
一
九
五
一
年
一
二
月
一
七
日
決
定
（N
JW
1952,S.942f.
 
  
           
） 
は
、
夫
婦
の
別
居
か
ら
三
〇
二
日
以
降
経
過
後
に
出
生
し
た
子
が
、
夫
が
死
亡
し
た
後
に
母
に
対
し
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
の
確
認
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
（
　
）　O
sterm
ann,a.a.O
.,S.49
 
  
  
         
  
   .  
２１５
（
　
）　M
ünchK
om
m
eZPO
/C
oester-W
altjen,ZPO
,
 
     
  
 
    
  
    
  
   
     
 §640
II
1
aa,Rn.5f.,S.1267
     
  
 
              .  
２１６
（
　
）　O
sterm
ann,a.a.O
.,S.49
 
  
  
         
  
   .  
２１７
（
　
）　
事
案
は
、
当
時
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
政
治
的
社
会
的
な
動
向
を
背
景
に
し
た
特
異
な
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
原
告
Ｘ
の
主
張
に
よ
る
と
、
２１８
被
告
Ｙ
は
別
の
夫
婦
の
息
子
と
し
て
ロ
シ
ア
で
生
ま
れ
た
が
、
同
夫
婦
は
ロ
シ
ア
革
命
で
殺
害
さ
れ
た
。
Ｘ
は
そ
の
後
も
Ｙ
を
援
助
し
、
Ｙ
に
Ｘ
自
身
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
五
〇
（
　
　
　
）
八
四
の
Ｒ
姓
の
ド
イ
ツ
人
で
あ
る
と
名
乗
る
よ
う
に
助
言
し
た
。
Ｙ
は
ド
イ
ツ
国
防
軍
に
入
り
、
終
戦
後
は
ド
イ
ツ
赤
十
字
に
採
用
さ
れ
、
Ｘ
の
息
子
と
自
称
し
た
。
一
九
五
〇
年
に
Ｙ
は
、
公
序
的
に
問
題
あ
る
生
活
状
況
の
女
性
と
内
緒
で
婚
姻
を
締
結
し
た
、
と
。
こ
れ
に
対
し
、 
被
告
Ｙ
は
、
Ｘ
は
一
九
五
二
年
に
突
然
右
主
張
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
そ
の
狙
い
は
従
前
の
妻
が
Ｒ
姓
を
名
乗
ら
な
い
よ
う
す
る
こ
と
で
あ
り
、
Ｘ
の
請
求
は
確
認
の
利
益
を
欠
く
と
主
張
し
て
争
っ
た
。
な
お
Ｘ
は
、
Ｙ
と
右
妻
に
対
し
、
Ｒ
姓
の
使
用
差
し
止
め
を
求
め
る
訴
え
も
提
起
し
た
が
、
請
求
棄
却
、
Ｗ
郡
に
よ
る
Ｙ
の
結
婚
登
録
の
訂
正
の
申
立
て
も
却
下
、
さ
ら
に
氏
名
詐
称
に
基
づ
く
Ｙ
に
対
す
る
捜
査
手
続
は
中
止
さ
れ
て
い
る
。
地
裁
は
Ｘ
の
本
訴
請
求
を
認
容
、
ハ
ム
高
裁
は
本
件
事
情
の
も
と
で
は
Ｘ
の
本
訴
請
求
は
権
利
濫
用
と
し
て
訴
え
を
却
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
Ｘ
が
上
告
し
た
も
の
で
あ
る
。
（
　
）　Rosenberg/Schw
ab/G
ottw
ldt,ZPR,17.
              
    
   
 
         A
ufl.,2010,§170
II,Rn.20,S.100
 
                            0;E
.H
abscheid/W
.H
abscheid,D
ie
st
   
  
       
  
  
       
  
 
   atusrechtlichen
 
       
    
２１９Feststellungsklagen
nach
neuem
Fam
il
    
 
       
              
    
 ienrecht,Fam
RZ
1999,S.480,482f.
 
          
                   
な
お
、Stein/Jonas/Schlosser,ZPO
,IV,1993
 
 
 
           
        
   
     ,§640,III
          
2,Rn.52,S.389
             
は
、
形
成
の
訴
え
と
い
う
権
利
保
護
形
式
と
い
う
位
置
づ
け
か
ら
特
別
な
権
利
保
護
の
利
益
は
い
ら
な
い
旨
述
べ
て
い
る
。
（
　
）　
事
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
原
告
Ｘ
は
ド
イ
ツ
国
籍
の
母
Ａ
か
ら
非
嫡
出
子
と
し
て
生
ま
れ
た
（
一
九
六
八
年
三
月
二
二
日
）。
Ｘ
は
先
に
別
２２０
の
男
性
Ｂ
を
父
と
し
て
扶
養
料
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
が
、
Ｂ
は
血
液
型
鑑
定
に
よ
っ
て
父
と
し
て
排
除
さ
れ
、
請
求
棄
却
、
つ
づ
い
て
Ｘ
は
、
イ
タ
リ
ア
国
籍
の
被
告
Ｙ
に
対
し
非
嫡
出
父
子
関
係
の
確
認
お
よ
び
定
期
的
扶
養
料
を
請
求
す
る
本
訴
を
提
起
し
た
。
Ｘ
は
、
母
Ａ
は
法
定
懐
胎
期
間
中
（
一
九
六
七
年
五
月
二
五
日
か
ら
同
年
九
月
二
三
日
ま
で
）、
イ
タ
リ
ア
に
休
暇
滞
在
し
て
い
た
頃
（
一
九
六
七
年
七
月
）
に
、
Ｙ
と
性
的
交
渉
を
し
た
と
主
張
し
た
の
に
対
し
、
Ｙ
は
こ
れ
を
争
わ
ず
、
し
か
し
母
Ａ
の
多
数
関
係
を
主
張
し
た
。
区
裁
は
、
証
人
尋
問
後
に
、
Ｙ
を
含
め
て
血
清
学
鑑
定
の
実
施
を
命
じ
た
。
Ｙ
は
理
由
を
示
さ
ず
、
血
液
採
取
に
応
じ
な
い
と
主
張
し
た
。
　
区
裁
は
、
Ｘ
の
母
Ａ
が
、
証
人
と
し
て
、
懐
胎
期
間
中
に
Ｙ
お
よ
び
そ
れ
以
外
の
第
三
者
と
性
的
交
渉
し
た
こ
と
は
な
い
、
い
ま
と
な
っ
て
は
確
実
に
そ
れ
は
分
か
ら
な
い
と
証
言
し
た
こ
と
に
基
づ
き
、
請
求
棄
却
。
Ｘ
控
訴
、
シ
ュ
ト
ゥ
ト
ガ
ル
ト
高
裁
は
、
Ｙ
に
対
し
、
再
度
、
期
間
を
定
め
て
血
清
学
お
よ
び
血
清
統
計
学
鑑
定
の
た
め
に
、
イ
タ
リ
ア
で
の
医
師
に
よ
る
血
液
採
取
に
応
ず
る
よ
う
に
要
請
し
、
そ
れ
以
上
理
由
な
く
血
液
採
取
を
拒
否
し
た
と
き
は
、
そ
の
態
度
を
証
明
妨
害
と
み
な
し
て
第
一
審
判
決
の
変
更
が
考
え
ら
れ
る
旨
指
摘
し
た
。
Ｙ
は
右
裁
定
期
間
内
に
態
度
を
明
ら
か
に
し
な
か
っ
た
た
め
、
同
高
裁
は
、
Ｙ
は
Ｘ
の
父
で
あ
る
と
確
認
す
る
と
と
も
に
、
Ｘ
が
一
九
七
〇
年
七
月
二
二
日
か
ら
一
八
歳
の
成
年
に
達
す
る
ま
で
定
期
的
扶
養
料
の
支
払
い
を
命
ず
る
判
決
を
下
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
Ｙ
が
許
可
上
告
を
し
た
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
五
一
（
　
　
　
）
八
五
（
　
）　
鑑
定
の
拒
否
的
態
度
に
対
す
る
問
題
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
関
す
る
現
時
お
よ
び
今
後
の
検
討
事
項
の
ひ
と
つ
で
あ
ろ
う
。
証
明
妨
害
の
法
理
を
適
用
２２１
し
た
判
例
と
し
て
知
ら
れ
る
本
判
決
の
概
要
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
連
邦
裁
は
、
民
法
一
六
〇
〇
条
ｏ
第
二
項
の
推
定
に
基
づ
く
父
子
関
係
の
認
定
は
、
利
用
し
う
る
す
べ
て
の
証
拠
方
法
を
尽
く
す
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
医
学
鑑
定
が
そ
の
中
心
で
あ
る
。
高
裁
は
血
清
統
計
学
鑑
定
が
Ｙ
の
父
子
関
係
の
疑
い
を
基
礎
づ
け
る
か
も
し
れ
な
い
と
考
え
た
が
、
Ｙ
は
証
拠
上
の
不
利
益
を
指
摘
さ
れ
な
が
ら
も
、
血
液
採
取
に
応
じ
な
い
意
思
を
表
示
し
、
鑑
定
を
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
Ｙ
の
そ
の
よ
う
な
態
度
に
基
づ
き
、
高
裁
が
血
清
学
鑑
定
は
で
き
な
い
と
み
て
、
父
子
関
係
に
つ
き
「
重
大
な
疑
い
な
し
」
と
判
断
し
た
こ
と
に
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
。
②
Ｙ
は
イ
タ
リ
ア
人
で
、
イ
タ
リ
ア
に
居
住
し
て
い
る
が
、
本
件
は
ド
イ
ツ
訴
訟
法
に
服
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
民
訴
法
三
七
二
条
ａ
第
一
項
に
よ
っ
て
裁
判
所
の
命
じ
た
血
液
採
取
に
応
ず
る
べ
き
義
務
が
あ
る
。
Ｙ
は
血
液
検
査
拒
否
の
理
由
を
あ
げ
て
い
な
い
が
、
強
制
的
血
液
採
取
の
司
法
共
助
は
成
功
す
る
見
込
み
が
な
く
、
事
実
上
、
そ
の
証
拠
方
法
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
Ｙ
の
鑑
定
非
協
力
の
効
果
に
つ
い
て
、
多
数
の
高
裁
実
務
は
、
証
明
妨
害
の
原
則
に
よ
り
判
断
し
て
お
り
、
学
説
も
ほ
と
ん
ど
一
致
し
て
そ
れ
に
従
っ
て
い
る
。
こ
の
原
則
に
よ
れ
ば
、
高
裁
の
判
断
に
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
。
Ｙ
の
拒
否
に
よ
っ
て
血
清
学
鑑
定
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
以
上
、
高
裁
判
決
に
不
服
申
立
て
は
で
き
な
い
し
、
そ
の
拒
否
に
伴
う
重
大
な
効
果
に
つ
い
て
、
不
意
打
ち
を
避
け
る
た
め
の
裁
判
所
に
よ
る
事
前
教
示
が
必
要
で
あ
る
が
、
高
裁
は
そ
の
要
請
に
も
応
じ
て
い
る
。
③
高
裁
は
、
遺
伝
生
物
学
鑑
定
も
ド
イ
ツ
へ
の
来
訪
は
期
待
で
き
ず
、
そ
の
実
施
も
で
き
な
い
と
判
示
し
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い
て
も
手
続
違
反
は
な
い
と
判
示
す
る
。
（
　
）　T
hom
as/P
utzo/R
eichold,
ZP
O
,
32.
A
ufl
    
    
      
  
   
 
  
 
 
   
 
   .,
2011,
§286,
R
n.
19,
S.
498;
W
.
Lü
 
     
     
   
   
  
    
 
 
  ke,
ZP
R
,
10.
A
ufl.,
2011,
R
n.
262,
S
   
  
 
 
   
 
    
     
   
    
 .
281;
 
    
２２２Zöller/G
eim
er,ZPO
,28.A
ufl.,Fam
FG
       
  
      
     
    
  
  
§100,Rn.24,S.2576;Rosenberg/Sc
 
                             hw
ab/G
ottw
ald,ZPR,15.A
ufl.,1993,
  
    
   
  
         
    
    §117,II6a,S.674;
        
        
P  r  ütting/H
elm
s/E
.S
   
   
  
   
  t  ößer,Fam
FG
,2009,
       
  
      §178,B
II,Rn.16,S.1347;H
oler
(
      
                 
  
  
H
rsg.)/D
.H
ornikel,Fam
FG
,2011,
 
      
  
    
   
  
  
      §178,III,Rn.11;
               H
.-
 
 
J.M
usielak/M
.H
uber,K
om
m
e
zur
ZPO
,
   
   
 
   
  
      
  
 
  
   
  
 5.A
ufl.,2007,§372a,Rn.16,S.1
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   .  
（
　
）　
連
邦
憲
法
裁
は
、
判
旨
の
最
後
の
部
分
で
、
成
年
嫡
出
子
の
否
認
権
を
制
限
し
て
い
る
規
定
（
民
法
旧
一
五
九
八
条
）
の
違
憲
状
態
を
打
開
す
る
方
２２３
策
の
一
つ
と
し
て
、「
民
法
一
五
九
三
条
に
よ
っ
て
従
来
排
斥
さ
れ
て
き
た
別
の
訴
え
の
可
能
性
」
に
つ
い
て
示
唆
す
る
判
示
を
し
て
い
る
（B
V
erfG
E
 
 
    
 
 
79,S.274
        
）。
連
邦
憲
法
裁
判
決
に
つ
い
て
は
、
海
老
原
明
夫
「
自
己
の
出
自
を
知
る
権
利
と
嫡
出
否
認
」
法
協
一
一
五
巻
三
号
三
四
九
頁
以
下
参
照
。
（
　
）　
連
邦
議
会
法
案
の
立
法
者
は
、
法
律
効
果
の
発
生
し
な
い
父
子
関
係
確
認
判
決
が
な
さ
れ
た
後
に
、
父
子
関
係
の
否
認
訴
訟
に
つ
い
て
請
求
認
容
判
２２４ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
五
二
（
　
　
　
）
八
六
決
が
な
さ
れ
た
と
き
、
前
訴
・
確
認
判
決
に
よ
る
法
律
効
果
が
生
じ
な
か
っ
た
と
い
う
点
は
ど
う
な
る
の
か
、
仮
に
第
三
の
裁
判
手
続
ま
で
必
要
で
あ
る
と
し
た
場
合
に
、
そ
れ
は
ま
っ
た
く
新
し
い
第
三
の
確
認
手
続
と
み
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
否
認
訴
訟
を
特
別
な
再
審
事
由
と
み
る
べ
き
か
、
な
ど
の
疑
問
点
を
あ
げ
て
い
る
。B
T/D
rucks.13/4889,S.56f
 
   
                   .
（
　
）　O
LG
H
am
m
,Fam
RZ
1999,S.1365,1366;
 
  
 
  
 
    
   
                B
G
H
N
JW
2007,S.1677,1681
 
 
 
 
  
 
               .  
２２５
（
　
）　Schw
ab,Fam
ilienrecht,16.A
ufl.,20
    
      
  
       
   
    
 08,§49,V
II
3,S.262
        
   
      .  
２２６
（
　
）　
ド
イ
ツ
民
法
一
六
〇
七
条
は
扶
養
義
務
を
負
わ
な
い
親
族
（
一
六
〇
三
条
）
が
扶
養
料
を
負
担
し
た
場
合
の
償
還
請
求
に
関
す
る
規
定
で
、
両
親
の
２２７
一
方
の
子
に
対
す
る
扶
養
料
請
求
権
は
、
二
項
一
文
（
真
実
の
父
に
対
す
る
権
利
行
使
が
不
可
能
ま
た
は
著
し
く
困
難
な
場
合
に
、
責
任
を
負
う
親
族
の
扶
養
料
支
払
い
）
の
要
件
の
も
と
で
、
そ
の
一
方
の
親
に
代
わ
っ
て
扶
養
義
務
を
負
わ
な
い
他
の
親
族
ま
た
は
も
う
一
方
の
親
の
配
偶
者
が
扶
養
料
を
支
払
っ
た
限
り
で
、
そ
の
扶
養
請
求
権
は
こ
れ
ら
の
者
に
移
転
し
（
三
項
一
文
）、
三
項
二
文
は
、
第
三
者
が
父
と
し
て
子
に
扶
養
料
を
支
払
っ
た
と
き
、
同
項
一
文
を
準
用
す
る
と
規
定
す
る
。
（
　
）　
た
と
え
ば
最
近
の
下
級
審
判
例
と
し
て
、
①
離
婚
し
た
元
夫
（
疑
父
）
Ｘ
が
、
元
妻
Ｙ
に
対
し
、
子
の
た
め
に
支
出
し
た
扶
養
料
の
返
還
請
求
を
求
２２８
め
た
事
件
で
、
第
一
審
・
区
裁
が
Ｙ
に
、
Ｘ
に
対
し
真
実
の
父
の
情
報
を
開
示
す
る
よ
う
に
命
じ
た
の
に
対
し
て
、
控
訴
審
・
ア
ン
ス
バ
ッ
ハ
地
裁
一
九
九
二
年
四
月
二
四
日
判
決
は
、
子
の
父
が
誰
で
あ
る
か
に
つ
い
て
情
報
を
求
め
る
法
的
請
求
権
は
法
律
上
規
定
さ
れ
て
い
な
い
、
そ
れ
は
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
り
保
護
さ
れ
た
個
人
領
域
に
介
入
す
る
も
の
で
あ
り
、
母
Ｙ
の
人
格
権
を
侵
害
す
る
、
経
済
的
な
考
慮
に
よ
っ
て
も
そ
れ
を
基
礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
（LG
A
nsbach
N
JW
-RR
1993,S.135
  
  
        
  
 
            
）。
②
ま
た
、
同
様
に
離
婚
し
た
元
夫
婦
間
の
事
件
で
あ
る
が
、
子
に
対
す
る
元
夫
の
嫡
出
否
認
判
決
の
確
定
後
、
元
夫
が
子
に
支
払
っ
た
扶
養
料
額
が
争
わ
れ
、
そ
の
返
還
請
求
の
た
め
に
元
妻
に
対
し
父
の
名
前
の
開
示
を
求
め
た
事
案
で
、
第
一
審
は
右
情
報
開
示
請
求
を
一
部
認
容
、
し
か
し
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
グ
高
裁
一
九
九
三
年
三
月
二
二
日
判
決
は
、
そ
の
よ
う
な
情
報
開
示
請
求
権
は
民
法
二
四
二
条
（
債
務
者
の
信
義
誠
実
な
給
付
義
務
）
に
よ
っ
て
も
家
族
法
の
規
定
に
よ
っ
て
も
生
じ
な
い
と
し
て
、
原
告
の
請
求
を
棄
却
し
た
（O
LG
O
ldenburg,Fam
RZ
1994,S.651
 
  
 
 
          
   
         
）。
た
だ
し
、
同
高
裁
は
、
民
法
八
二
六
条
（
良
俗
違
反
に
よ
る
故
意
の
加
害
に
対
す
る
、
加
害
者
の
損
害
賠
償
義
務
）
に
基
づ
き
被
告
が
原
告
に
損
害
賠
償
義
を
負
う
場
合
は
、
両
者
の
法
律
関
係
は
民
法
二
四
二
条
（
債
務
者
の
信
義
誠
実
な
給
付
義
務
）
の
特
別
な
関
係
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
、
被
告
の
情
報
開
示
義
務
が
認
め
ら
れ
る
旨
判
示
し
て
い
る
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
五
三
（
　
　
　
）
八
七
（
　
）　Palandt,B
G
B
,68.A
ufl.,2009,§1607
   
    
 
 
     
    
         ,4a,S.1922
          .  
２２９
（
　
）　
こ
の
事
案
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
原
告
Ｘ
は
一
九
六
〇
年
七
月
一
五
日
の
Ｋ
区
裁
の
判
決
に
よ
り
、
い
わ
ゆ
る
支
払
い
の
父
（
民
法
旧
一
七
一
２３０
七
条
）
と
し
て
、
毎
月
当
時
の
金
員
で
一
万
六
五
七
五
マ
ル
ク
の
扶
養
料
を
一
九
七
二
年
一
一
月
三
〇
日
ま
で
そ
の
非
嫡
出
子
Ａ
（
一
九
五
五
年
一
二
月
二
日
誕
生
）
に
支
払
う
よ
う
に
命
ぜ
ら
れ
た
。
一
九
八
八
年
に
Ａ
が
相
続
調
整
（E
rbausgleich
 
       
 
 
）
を
要
求
し
た
と
き
、
Ｘ
は
一
九
八
九
年
七
月
二
〇
日
の
Ｂ
区
裁
判
決
に
よ
っ
て
、
Ｘ
は
Ａ
の
父
で
は
な
い
と
の
確
認
判
決
を
得
た
。
こ
れ
に
基
づ
き
Ｘ
が
Ａ
の
父
た
る
男
性
Ｙ
に
対
し
て
過
去
の
扶
養
料
支
払
分
三
万
一
一
五
二
・
四
〇
マ
ル
ク
（
利
息
を
含
む
）
の
返
還
請
求
を
求
め
た
の
が
こ
の
事
件
で
あ
る
。
Ｘ
は
当
初
は
Ａ
の
母
Ｂ
も
被
告
と
し
て
い
た
が
、
控
訴
審
で
Ｂ
に
対
す
る
訴
え
は
取
り
下
げ
て
い
る
。
Ｙ
は
、
法
定
懐
胎
期
間
内
の
Ｂ
と
の
性
的
交
渉
を
争
っ
て
い
る
。
第
一
審
、
控
訴
審
（
ツ
バ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
高
裁
）
と
も
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
、
控
訴
審
判
決
に
対
し
て
Ｘ
は
許
可
上
告
を
提
起
し
た
。
（
　
）　
問
題
と
な
っ
た
ド
イ
ツ
民
法
旧
一
六
〇
〇
条
ａ
は
非
嫡
出
子
の
父
子
関
係
の
確
定
に
関
す
る
規
定
で
あ
り
、
第
一
文
は
、
非
嫡
出
子
の
父
子
関
係
は
、
２３１
認
知
ま
た
は
裁
判
所
の
裁
判
に
よ
り
対
世
効
を
も
っ
て
認
定
さ
れ
る
、
そ
し
て
第
二
文
は
、
そ
れ
に
よ
る
父
子
関
係
の
法
律
効
果
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
認
定
の
時
点
か
ら
初
め
て
主
張
で
き
る
、
と
規
定
し
て
い
た
。
（
　
）　
連
邦
裁
は
、
原
審
ツ
バ
イ
ブ
リ
ュ
ッ
ケ
ン
高
裁
の
認
定
を
引
用
し
て
、
Ｘ
の
主
張
内
容
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
①
Ｘ
が
Ａ
の
父
で
な
い
こ
２３２
と
が
確
定
し
た
後
、
Ｘ
は
Ａ
の
出
生
時
以
来
、
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
第
三
項
に
い
う
「
第
三
者
」
と
し
て
扶
養
料
を
支
払
っ
て
い
た
こ
と
に
な
り
、
子
が
真
実
の
父
に
対
し
有
す
る
扶
養
料
請
求
権
は
Ｘ
に
移
転
す
る
（
民
法
一
六
一
五
条
一
項
一
文
）。
Ｘ
は
支
払
っ
た
定
期
扶
養
料
一
万
六
五
七
五
マ
ル
ク
の
返
還
請
求
が
で
き
る
。
こ
の
請
求
権
は
「
父
」
に
向
け
ら
れ
る
が
、
被
告
Ｙ
は
認
知
ま
た
は
裁
判
上
の
認
定
に
よ
り
、
対
世
効
を
も
っ
て
Ａ
の
父
と
し
て
確
定
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
父
子
関
係
の
法
律
効
果
は
、
法
律
に
別
段
の
定
め
が
な
い
限
り
、
そ
の
認
定
時
か
ら
初
め
て
主
張
で
き
る
。
そ
の
認
定
は
扶
養
手
続
や
返
還
訴
訟
で
は
で
き
ず
、
認
知
ま
た
は
非
嫡
出
父
子
関
係
の
存
在
の
認
定
の
み
を
対
象
と
し
、
民
訴
法
六
四
一
条
な
い
し
六
四
一
条
ｋ
の
特
別
な
手
続
規
定
に
服
す
る
訴
訟
で
し
か
で
き
な
い
。
そ
の
限
り
で
、
子
ま
た
は
子
の
母
だ
け
が
提
訴
権
限
を
有
し
て
い
る
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｎ
第
一
項
）。
②
上
告
は
、
そ
の
間
に
成
人
し
た
子
が
確
認
の
訴
え
提
起
に
関
心
を
示
さ
ず
、
か
つ
父
た
る
男
性
が
身
分
訴
訟
を
提
起
し
な
い
と
き
は
、
権
利
主
張
の
禁
止
（
民
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
）
が
障
害
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
そ
う
す
る
と
、
通
常
訴
訟
で
父
子
関
係
を
間
接
的
に
確
認
で
き
る
こ
と
を
認
め
な
い
場
合
は
、
再
び
返
還
請
求
権
（
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
）
は
実
現
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。
法
規
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
五
四
（
　
　
　
）
八
八
制
お
よ
び
基
本
法
三
条
一
項
の
意
義
に
則
し
た
理
解
に
よ
る
と
、
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
に
基
づ
く
請
求
権
の
行
使
が
、
提
訴
権
者
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｎ
）
が
父
子
関
係
の
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
か
否
か
と
い
う
偶
然
的
事
情
で
左
右
さ
れ
る
結
果
は
避
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
父
子
関
係
を
確
認
す
る
子
の
訴
訟
上
の
権
限
も
、
Ｘ
が
移
行
し
た
扶
養
料
請
求
権
を
行
使
す
る
の
に
必
要
と
す
る
限
り
で
、
Ｘ
に
移
転
す
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
上
告
は
、
民
法
一
六
一
六
条
ｏ
、
民
訴
法
六
四
〇
条
一
ａ
の
類
推
適
用
に
よ
り
、
請
求
権
を
挫
折
さ
せ
な
い
た
め
に
、
疑
父
と
子
の
父
と
の
間
の
返
還
請
求
訴
訟
に
お
い
て
父
子
関
係
を
間
接
的
に
確
認
で
き
る
と
す
る
ム
シ
ュ
ラ
ー
説
を
援
用
す
る
。
提
訴
権
者
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｏ
）
が
死
亡
し
た
と
き
、
提
訴
権
者
が
故
意
ま
た
は
悪
意
で
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
一
項
の
前
提
と
な
る
法
律
状
態
を
形
成
す
る
の
を
怠
っ
て
い
る
と
き
、
権
利
主
張
の
禁
止
効
果
の
無
視
に
賛
成
す
る
学
説
も
あ
る
。
な
お
、
引
用
の
民
法
規
定
は
旧
規
定
で
あ
る
。
　
③
こ
れ
に
対
し
、
連
邦
裁
は
、
権
利
主
張
の
禁
止
効
果
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
）
の
無
視
を
認
容
し
な
か
っ
た
原
審
の
判
断
を
正
当
と
す
る
。
連
邦
裁
は
、
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
第
二
項
に
よ
り
移
転
し
た
扶
養
料
請
求
権
は
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
の
禁
止
効
果
を
免
れ
ず
、
そ
の
行
使
に
必
要
な
父
子
関
係
の
解
明
は
、
処
分
権
主
義
に
よ
る
民
事
訴
訟
で
前
提
問
題
と
し
て
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
す
る
。
法
は
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
の
禁
止
効
果
の
例
外
を
許
容
し
て
い
る
が
、
子
ま
た
は
母
の
た
め
に
差
し
迫
っ
た
時
期
の
限
ら
れ
た
扶
養
料
請
求
権
を
仮
処
分
に
よ
り
定
め
る
例
外
的
場
合
で
あ
る
。
特
定
の
事
実
状
況
で
保
護
す
べ
き
利
益
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
正
義
の
た
め
に
は
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
二
文
の
禁
止
効
果
が
背
後
に
退
く
べ
き
と
き
は
、
父
子
関
係
を
前
提
問
題
と
し
て
認
定
で
き
る
と
い
う
原
則
を
、
そ
こ
か
ら
一
般
的
に
導
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
本
件
の
類
推
適
用
は
、
非
嫡
出
子
法
の
改
革
の
一
部
で
あ
る
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
に
示
さ
れ
た
、
非
嫡
出
子
に
対
世
効
あ
る
身
分
を
与
え
て
、
真
実
の
父
子
関
係
に
あ
る
父
に
帰
属
さ
せ
よ
う
と
い
う
立
法
者
の
努
力
に
反
す
る
こ
と
に
な
る
。
血
縁
手
続
と
い
わ
ゆ
る
支
払
い
の
父
の
訴
訟
が
並
行
し
、
矛
盾
判
決
の
恐
れ
が
あ
っ
た
従
前
の
法
律
と
異
な
り
、
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
第
一
文
に
よ
り
、
原
則
と
し
て
、
認
知
ま
た
は
職
権
探
知
に
服
す
る
特
別
な
手
続
で
の
裁
判
所
の
認
定
に
よ
っ
て
の
み
、
非
嫡
出
子
の
父
子
関
係
と
い
う
生
物
学
的
事
実
か
ら
法
律
効
果
を
導
く
こ
と
が
保
障
さ
れ
る
。
身
分
法
上
の
属
性
を
こ
れ
ら
法
定
の
手
続
で
行
う
前
、
あ
る
者
を
子
の
父
と
し
て
請
求
を
再
び
許
容
す
る
こ
と
は
、
右
の
努
力
に
背
く
結
果
と
な
る
。
④
原
告
Ｘ
の
よ
う
な
第
三
者
の
利
益
を
他
の
関
係
者
の
利
益
よ
り
常
に
優
先
的
に
評
価
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
も
、
認
め
ら
れ
な
い
。
Ｘ
の
主
張
す
る
金
額
は
、
Ａ
が
一
七
才
の
成
人
に
な
る
ま
で
支
払
っ
た
扶
養
料
額
で
あ
る
た
め
相
当
高
額
で
あ
り
、
Ｘ
が
真
実
の
父
で
は
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
は
、
三
〇
年
以
上
経
過
し
て
初
め
て
認
定
さ
れ
た
。
し
か
し
、
前
提
問
題
と
し
て
の
認
定
を
認
め
た
場
合
、
比
較
的
わ
ず
か
な
金
額
に
つ
い
て
も
子
ま
た
は
母
が
父
と
す
る
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
五
五
（
　
　
　
）
八
九
男
性
は
民
法
一
六
一
五
条
ｂ
に
よ
り
移
転
し
た
権
利
を
主
張
さ
れ
、
父
子
関
係
の
確
認
の
た
め
に
必
要
な
検
査
（
民
法
三
七
二
条
ａ
）
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
結
果
と
な
る
。
そ
の
限
界
設
定
は
難
し
い
が
、
特
に
考
え
る
べ
き
は
、
実
の
父
と
並
ん
で
、
申
立
権
者
た
る
子
（
民
法
一
六
〇
〇
条
ｎ
）
が
、
生
物
学
上
の
父
と
名
指
さ
れ
た
男
性
と
の
血
縁
関
係
を
確
認
し
た
く
な
い
正
当
な
理
由
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
場
合
で
あ
る
。
疑
父
と
真
実
の
父
と
の
間
の
訴
訟
か
ら
、
子
に
対
し
直
接
的
な
法
律
効
果
は
生
じ
な
い
が
、
間
接
的
な
認
定
の
事
実
上
の
影
響
に
よ
っ
て
子
の
利
益
は
影
響
さ
れ
る
。
民
法
一
六
〇
〇
条
ｎ
の
提
訴
権
限
の
限
定
や
、
法
律
の
定
め
た
手
続
外
で
の
父
子
関
係
の
主
張
の
禁
止
と
い
う
点
に
、
基
本
法
二
条
一
項
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
た
子
の
人
格
権
が
現
れ
て
い
る
。
法
律
の
基
本
的
考
え
方
に
よ
る
と
、
民
法
一
六
〇
〇
条
ｎ
第
一
項
に
よ
る
子
の
申
立
権
限
は
、
扶
養
料
請
求
権
を
行
使
す
る
た
め
の
単
な
る
副
次
的
権
利
で
は
な
く
、
そ
れ
を
行
使
し
な
い
と
い
う
権
限
も
含
め
た
、
一
身
専
属
の
権
利
で
あ
る
。
⑤
以
上
に
よ
り
、
連
邦
裁
は
、
民
法
一
六
〇
〇
条
ａ
の
法
文
お
よ
び
そ
の
目
的
か
ら
し
て
、
か
つ
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
例
外
を
こ
え
て
、
父
子
関
係
が
認
知
ま
た
は
確
認
さ
れ
る
前
に
、
い
わ
ゆ
る
実
の
父
に
対
す
る
疑
父
の
請
求
権
の
行
使
を
認
め
る
た
め
の
正
当
な
理
由
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
示
す
る
。
（
　
）　B  
eizke,Fam
ilienrecht,§22
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２３４
（
　
）　
こ
れ
ら
の
判
例
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
再
審
の
訴
え
・
修
道
二
三
巻
二
号
二
七
七
頁
以
下
。
２３５
（
　
）　
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
は
、
主
と
し
て
、
松
倉
・
血
統
訴
訟
論
一
頁
以
下
、
同
・
血
統
訴
訟
と
真
実
志
向
一
頁
以
下
、
勝
又
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
一
頁
以
２３６
下
（
以
上
の
文
献
は
、
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
４
参
照
）、
押
田
茂
實
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
法
に
つ
い
て
」
日
弁
連
編
『
日
弁
連
研
究
叢
書
　
現
代
法
律
実
務
の
諸
問
題
〔
平
成
七
年
版
〕』
八
六
七
頁
（
第
一
法
規
、
一
九
九
五
年
）
な
ど
の
文
献
を
参
照
。
な
お
、
刑
事
裁
判
で
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
の
最
近
の
文
献
と
し
て
、
岡
田
薫
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
に
よ
る
個
人
識
別
の
歴
史
・
現
状
・
課
題
」
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
平
成
一
八
年
一
月
号
七
頁
以
下
、
伊
勢
田
哲
治
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
倫
理
学
的
考
察
」
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
倫
理
学
教
室
一
頁
（
一
九
九
八
年
九
月
二
二
日
）
な
ど
参
照
。
ま
た
ド
イ
ツ
の
刑
事
裁
判
に
お
け
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
、
藤
原
静
雄
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
と
個
人
情
報
保
護
（
一
）～（
三
・
完
）」
自
治
研
究
六
八
巻
二
号
二
四
頁
、
三
号
三
八
頁
、
四
号
三
三
頁
参
照
。
（
　
）　
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
事
件
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
実
施
さ
れ
た
最
近
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
た
と
え
ば
、
①
東
京
高
判
平
成
七
年
一
〇
月
三
〇
日
判
２３７ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
五
六
（
　
　
　
）
九
〇
時
一
五
五
四
号
五
一
頁
（
ミ
ト
コ
ン
ド
リ
ア
Ｄ
Ｎ
Ａ
）、
②
大
分
地
判
平
成
九
年
一
一
月
一
二
日
判
タ
九
七
〇
号
二
二
五
頁
、
③
東
京
高
判
平
成
一
〇
年
八
月
二
六
日
判
タ
一
〇
二
五
号
二
六
六
頁
、
④
東
京
家
審
平
成
一
五
年
二
月
二
六
日
家
月
五
六
巻
五
号
一
一
八
頁
、
⑤
さ
い
た
ま
地
判
平
成
一
七
年
二
月
二
八
日
判
タ
一
二
〇
二
号
二
八
二
頁
、
⑥
東
京
高
判
平
成
一
七
年
六
月
二
二
日
判
タ
一
二
〇
二
号
二
八
〇
頁
、
⑦
東
京
高
判
平
成
一
七
年
七
月
二
六
日
家
月
五
八
巻
五
号
七
八
頁
、
⑧
東
京
家
審
平
成
一
八
年
六
月
五
日
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
判
例
検
索
）、
⑨
東
京
高
判
平
成
二
二
年
九
月
六
日
判
タ
一
三
四
〇
号
二
二
七
頁
な
ど
が
あ
る
。
　
な
お
、
東
京
家
裁
の
平
成
三
年
か
ら
七
年
ま
で
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
含
む
親
子
鑑
定
実
施
事
件
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
梶
村
・
前
掲
論
文
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
頁
注
４
）
八
九
頁
「
第
一
表
」
に
詳
し
い
。
（
　
）　
認
知
請
求
事
件
で
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
実
施
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と
し
て
、
①
広
島
高
判
平
成
七
年
六
月
二
九
日
判
タ
八
九
三
号
二
五
一
頁
（
Ｄ
Ｎ
Ａ
フ
ィ
ン
２３８
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
法
）、
②
東
京
家
審
平
成
一
五
年
二
月
二
六
日
家
月
五
六
巻
五
号
一
一
八
頁
な
ど
。
（
　
）　
松
原
判
事
に
よ
る
と
、
遺
産
分
割
事
件
や
婚
姻
費
用
の
分
担
事
件
等
の
前
提
問
題
と
し
て
親
子
関
係
の
存
否
が
問
題
に
な
っ
て
も
、
親
子
関
係
は
対
２３９
世
効
を
有
す
る
手
続
で
確
定
す
る
必
要
が
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
さ
れ
る
。
松
原
・
前
掲
論
文
四
二
頁
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
五
頁
注
　
）。
１２
（
　
）　
婚
姻
成
立
の
日
か
ら
二
〇
〇
日
、
婚
姻
解
消
・
取
消
し
の
日
か
ら
三
〇
〇
日
と
い
う
期
間
は
、
医
学
的
知
見
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
た
も
の
と
解
さ
れ
２４０
て
い
る
。
内
田
・
民
法
Ⅳ
一
六
九
頁
。
（
　
）　
岩
松
三
郎
・
兼
子
一
編
『
法
律
実
務
講
座
民
事
訴
訟
　
第
一
審
手
続
（
３
）〔
復
刊
版
〕』
一
一
一
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）、
小
山
昇
『
民
事
２４１
訴
訟
法
〔
五
訂
版
〕』
三
三
四
頁
（
青
林
書
院
、
一
九
八
九
年
）、
同
『
民
事
訴
訟
法
〔
新
版
〕』
一
五
五
頁
（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
斉
藤
秀
夫
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
（
４
）』
三
七
七
頁
（
斉
藤
）（
第
一
法
規
、
一
九
七
五
年
）、
伊
藤
眞
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
４
版
〕』
三
六
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）、
梅
本
吉
彦
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
４
版
〕』
七
九
五
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
。
（
　
）　
大
江
忠
『
要
件
事
実
民
法
（
５
）
親
族
・
相
続
』
七
八
頁
（
第
一
法
規
、
二
〇
〇
五
年
）、
大
沼
洋
一
「
嫡
出
否
認
の
訴
え
と
親
子
関
係
確
認
請
求
２４２
訴
訟
」
若
林
昌
子
・
床
谷
文
雄
編
『
新
家
族
法
実
務
大
系
　
第
２
巻
　
親
族
［
Ⅱ
］─
親
子
・
後
見
─
』
一
四
二
頁
（
新
日
本
法
規
、
二
〇
〇
八
年
）。
　
な
お
、
一
項
と
二
項
を
特
に
区
別
せ
ず
、
七
七
二
条
を
法
律
上
の
事
実
推
定
規
定
の
例
と
し
て
あ
げ
る
学
説
も
多
い
。
中
川
善
之
助
編
『
注
釈
民
法
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
五
七
（
　
　
　
）
九
一
（
　
）
の
Ⅰ
』
一
一
六
頁
（
岡
垣
学
）（
有
斐
閣
、
一
九
七
一
年
）、
新
堂
幸
司
『
新
民
事
訴
訟
法
〔
第
４
版
〕』
五
四
〇
頁
（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
２２松本
博
之
・
上
野
泰
男
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
５
版
〕』
四
〇
九
頁
（
松
本
）（
弘
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
）、
吉
村
徳
重
・
竹
下
守
夫
・
谷
口
安
平
『
講
義
民
事
訴
訟
法
』
二
六
七
頁
（
春
日
偉
知
郎
）（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
一
年
）、
菊
井
維
大
・
村
松
俊
夫
・
秋
山
幹
男
ほ
か
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
　
民
事
訴
訟
法
Ⅳ
』
四
三
頁
（
日
評
、
二
〇
一
〇
年
）、
上
原
敏
夫
・
池
田
辰
夫
・
山
本
和
彦
『
民
事
訴
訟
法
〔
第
６
版
補
訂
〕』
一
五
二
頁
（
上
原
）（
有
斐
閣
、
二
〇
一
二
年
）、
旧
民
法
八
二
〇
条
に
つ
き
、
兼
子
一
「
推
定
の
本
質
及
び
効
果
に
つ
い
て
」『
民
事
法
研
究
１
巻
』
三
一
七
頁
（
酒
井
書
店
、
一
九
七
四
年
）。
（
　
）　
福
永
有
利
「
推
定
さ
れ
な
い
嫡
出
子
」
星
野
英
一
編
集
代
表
『
民
法
講
座
　
第
７
巻
』
一
九
二
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
八
四
年
）、
谷
口
安
平
・
福
永
２４３
有
利
編
『
註
釈
民
事
訴
訟
法
（
６
）』
六
四
頁
（
福
永
）（
有
斐
閣
、
一
九
九
五
年
）。
た
だ
し
、
斎
藤
秀
夫
・
小
室
直
人
・
西
村
宏
一
・
林
屋
礼
二
編
『
注
解
民
事
訴
訟
法
〔
第
２
版
〕（
７
）』
二
二
七
頁
（
福
永
）（
第
一
法
規
、
一
九
九
三
年
）
で
は
、
一
項
は
法
律
上
の
事
実
推
定
の
例
と
し
て
引
用
さ
れ
る
。
（
　
）　
少
数
説
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
伊
藤
昌
司
「
実
親
子
法
解
釈
学
へ
の
疑
問
」
法
政
研
究
六
一
巻
三－
四
号
一
〇
五
八
頁
注
（
　
）、
大
沼
・
前
掲
２４４
２８
論
文
注
（
　
）
一
四
二
頁 
。
２４２
（
　
）　
倉
田
卓
治
『
民
事
実
務
と
証
明
論
』
三
〇
〇
頁
（
日
評
、
一
九
八
七
年
）。
２４５
（
　
）　
我
妻
栄
『
親
族
法
』
二
一
六
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
六
一
年
）。
２４６
（
　
）　
大
村
・
家
族
法
八
五
頁
。
２４７
（
　
）　
旧
民
法
八
二
〇
条
の
制
定
経
過
に
つ
い
て
は
、
山
畠
正
男
「
推
定
を
う
け
な
い
嫡
出
子
に
関
す
る
覚
書
（
一
）、（
二
）」
判
時
七
七
一
号
一
一
八
頁
２４８
（
判
評
一
九
五
号
一
四
頁
）、
七
七
四
号
一
二
四
頁
（
判
評
一
九
六
号
二
頁
）
以
下
参
照
。
（
　
）　
こ
の
法
改
正
に
つ
い
て
は
、vgl.D
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岩
志
和
一
郎
「
ド
イ
ツ
の
２４９
新
親
子
法
」
鈴
木
重
勝
ほ
か
編
『
内
田
武
吉
先
生
古
稀
祝
賀
　
民
事
訴
訟
制
度
の
一
側
面
』
一
八
九
頁
以
下
（
成
文
堂
、
一
九
九
九
年
）。
（
　
）　
こ
の
規
定
に
関
し
て
は
、
佐
藤
義
彦
「
父
子
関
係
の
推
定
と
そ
の
否
定
」
太
田
武
男
編
『
現
代
の
親
子
問
題
』
六
二
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
一
九
七
五
２５０
年
）
な
ど
参
照
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
五
八
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２５２
（
　
）　
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
い
て
は
、「
合
法
の
婚
姻
の
告
ぐ
る
者
が
父
な
り
」
と
い
う
原
則
が
適
用
さ
れ
、
推
定
規
定
は
具
体
的
な
訴
訟
で
父
子
関
係
が
問
２５３
題
に
な
っ
た
と
き
に
初
め
て
意
味
を
も
つ
。
父
子
関
係
は
対
世
的
効
力
を
も
っ
て
確
定
す
る
。
否
認
期
間
お
よ
び
除
斥
期
間
の
規
定
は
な
く
、
身
分
の
変
更
は
な
い
。
判
決
効
は
第
三
者
に
対
し
て
生
ず
る
こ
と
は
な
く
、
そ
の
後
の
相
続
に
関
す
る
訴
訟
に
お
い
て
異
な
っ
た
判
断
も
可
能
で
あ
る
。V
gl.
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前
注
（
　
）。
２１２
（
　
）　
こ
の
事
件
で
原
審
は
、
①
ド
イ
ツ
民
法
旧
一
五
九
一
条
二
項
（
以
下
、
判
旨
部
分
で
は
「
旧
」
を
削
除
す
る
）
の
推
定
に
つ
き
、
妻
の
懐
胎
期
間
中
２５４
に
夫
婦
の
性
的
交
渉
が
な
か
っ
た
か
否
か
の
証
明
が
重
要
で
あ
る
が
、
そ
の
証
明
は
、
妻
が
夫
か
ら
子
を
懐
胎
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
あ
り
え
な
い
、
夫
が
子
を
懐
胎
さ
せ
た
と
い
う
蓋
然
性
が
な
い
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
疑
い
を
こ
え
た
確
実
性
を
も
っ
て
、
夫
婦
の
性
的
交
渉
は
な
か
っ
た
、
そ
れ
と
反
対
の
考
え
は
健
全
な
人
間
の
理
解
と
合
致
し
な
い
と
推
論
で
き
る
程
度
の
証
明
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
。
②
そ
し
て
原
審
は
、
夫
が
子
を
懐
胎
さ
せ
た
わ
ず
か
な
可
能
性
も
排
除
さ
れ
た
と
い
う
確
信
が
得
ら
れ
な
い
、
証
拠
調
べ
の
結
果
に
よ
る
と
、
懐
胎
期
間
の
一
部
期
間
で
性
的
交
渉
が
完
全
に
あ
り
え
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
Ⅹ
は
完
全
な
証
明
が
で
き
て
い
な
い
と
し
て
、
Ｘ
の
請
求
を
棄
却
し
た
第
一
審
判
決
を
維
持
し
た
。
　
こ
れ
に
対
し
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
は
、
高
裁
は
民
法
一
五
九
一
条
の
各
規
定
の
関
係
、
意
義
、
射
程
を
看
過
し
、
異
な
っ
た
法
律
上
の
推
定
を
区
別
し
て
い
な
い
と
批
判
し
て
、
事
件
を
原
審
に
破
棄
差
し
戻
し
た
。
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
に
よ
る
と
、
①
夫
は
子
の
嫡
出
性
に
対
し
て
二
重
の
方
法
で
反
論
で
き
る
。
第
一
に
、
夫
は
懐
胎
期
間
中
に
妻
と
性
的
交
渉
し
な
か
っ
た
と
主
張
で
き
る
。
民
法
一
五
九
一
条
二
項
は
そ
れ
と
逆
の
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
反
対
証
明
に
よ
っ
て
反
駁
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
反
対
証
明
に
成
功
す
る
と
、
嫡
出
性
の
法
律
上
の
要
件
の
一
つ
が
排
除
さ
れ
る
が
、
右
反
対
証
明
に
つ
い
て
制
限
は
な
い
。
②
第
二
に
、
夫
は
、
懐
胎
期
間
中
に
妻
と
性
的
交
渉
を
し
た
と
き
も
、
妻
は
夫
か
ら
子
を
懐
胎
し
て
い
な
い
と
し
て
、
嫡
出
子
で
な
い
と
主
張
で
き
る
。
民
法
一
五
九
一
条
一
項
二
文
は
、
明
示
的
で
は
な
い
が
、
た
と
え
懐
胎
期
間
中
に
同
時
に
他
男
と
性
的
交
渉
を
し
た
と
し
て
も
、
懐
胎
期
間
中
に
夫
と
性
的
交
渉
を
し
た
妻
は
、
夫
か
ら
子
を
懐
胎
し
た
も
の
で
あ
る
と
の
法
律
上
の
推
定
を
含
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
懐
胎
期
間
中
の
夫
婦
の
性
的
交
渉
が
子
の
懐
胎
原
因
で
あ
る
と
の
右
推
定
も
、
反
対
証
明
に
よ
っ
て
反
駁
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
民
法
一
五
九
一
条
一
項
二
文
（
す
な
わ
ち
、「
一
項
一
文
の
嫡
出
性
の
要
件
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
妻
が
夫
か
ら
子
を
懐
胎
す
る
こ
と
は
、
事
情
か
ら
み
て
明
ら
か
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
五
九
（
　
　
　
）
九
三
に
あ
り
え
な
い
と
き
に
限
り
、
そ
の
子
は
嫡
出
子
と
み
な
さ
な
い
」
と
い
う
規
定
・
筆
者
加
筆
）
が
介
入
す
る
。
こ
の
二
文
で
は
、
と
り
わ
け
、
子
が
夫
と
別
の
人
種
で
あ
る
、
夫
婦
の
性
的
交
渉
以
前
に
妻
が
す
で
に
妊
娠
し
て
い
た
、
懐
胎
期
間
中
に
お
け
る
夫
と
妻
の
性
的
交
渉
か
ら
し
て
、
そ
の
成
熟
児
が
生
ま
れ
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
や
、
夫
に
生
殖
能
力
が
な
い
と
い
う
ケ
ー
ス
も
考
え
ら
れ
る
（
理
由
書
）。
右
二
文
に
よ
る
と
、
反
対
証
明
は
、
嫡
出
子
の
権
利
を
危
険
に
し
な
い
た
め
に
、
子
が
嫡
出
子
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
は
ま
っ
た
く
あ
り
え
な
い
、
そ
れ
は
健
全
な
人
間
の
理
解
と
合
致
し
な
い
と
思
わ
せ
る
要
件
事
実
が
証
明
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
限
度
に
、
制
限
さ
れ
る
。
③
し
か
し
こ
の
制
限
は
、
懐
胎
期
間
中
に
夫
と
性
的
交
渉
し
た
妻
は
夫
か
ら
子
を
懐
胎
す
る
と
の
推
定
（
一
五
九
一
条
一
項
一
文
）
に
対
す
る
反
駁
の
場
合
に
の
み
、
つ
ま
り
一
項
一
文
の
嫡
出
性
の
法
律
上
の
要
件
は
す
べ
て
満
た
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
子
は
非
嫡
出
子
と
み
な
さ
れ
る
と
い
う
事
実
を
証
明
す
る
場
合
に
の
み
適
用
さ
れ
る
。
④
し
か
し
、
反
対
証
明
が
制
限
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
証
明
の
一
貫
性
を
特
に
厳
格
に
調
査
す
る
こ
と
は
裁
判
官
に
委
ね
ら
れ
る
。
一
五
九
一
条
二
項
の
推
定
へ
の
反
駁
の
場
合
、
そ
の
反
対
証
明
は
無
制
限
に
許
さ
れ
る
。
裁
判
官
は
、
通
常
の
場
合
と
同
様
、
実
生
活
の
な
か
で
す
べ
て
の
人
間
の
認
識
力
は
完
全
な
も
の
で
は
な
く
、
確
信
と
み
な
し
う
る
程
度
の
蓋
然
性
、
確
信
に
近
い
蓋
然
性
、
疑
い
を
排
除
す
る
ま
で
は
い
か
な
い
が
、
沈
黙
さ
せ
る
程
度
の
蓋
然
性
で
満
足
し
て
よ
い
し
、
満
足
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
判
示
す
る
。
（
　
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
二
九
年
四
月
二
九
日
判
決
（Recht1929,N
r.158,S.395f.
     
      
            
）
も
、
前
注
（
　
）
の
一
九
二
〇
年
判
決
を
引
用
し
て
、
二
項
２５５
２５４
一
文
に
よ
る
推
定
を
反
駁
す
る
た
め
の
反
対
証
明
は
無
制
限
に
許
さ
れ
る
、
そ
れ
が
成
功
し
な
い
場
合
に
初
め
て
、
妻
の
懐
胎
が
状
況
か
ら
明
ら
か
に
あ
り
え
な
い
か
否
か
と
い
う
問
題
（
一
項
二
文
）
が
生
ず
る
旨
判
示
す
る
。
（
　
）　B
eitzke,
F
am
ilienrecht,
24.
A
ufl.,
§
 
  
    
   
  
       
   
 
    
 22,
I,
S.
195;
D
.
Schw
ab,
F
am
ilienre
   
  
  
    
 
 
    
   
   
  
   cht,
3.
A
ufl.,
1984,
§44,
R
n.
376,
S
    
  
 
    
     
    
   
    
 .
189;
 
    
２５６M
ünchenerK
om
m
eB
G
B
/M
utschler,B
G
B
,§1
 
         
  
 
  
 
 
  
  
   
   
 
 
   591
II
1ff.,Rn.3ff.,S.21ff
    
  
 
  
    
  
    .  
（
　
）　Soergel/G
aul,B
G
B
,B
d.6,Fam
ilienre
       
 
     
 
 
  
       
  
   cht,1981
§15913,Rn.3ff.,S.929ff
                             .;E
rm
an/W
esterm
ann/K
.K
üchenhoff,B
   
  
    
   
  
     
  
          
G
B
,7.A
ufl.,
 
 
    
    
２５７1981,§1591,1,Rn.1,S.1119;ders
                             .,B
G
B
,9.A
ufl.,1993,§1591,1,Rn
  
 
 
    
    
              .1;Palant,B
G
B
,36.A
ufl.,1977,§
      
   
 
 
     
    
     1591,2f.,S.1444.
               
わ
が
国
の
民
法
七
七
二
条
に
つ
い
て
、
因
果
関
係
の
推
定
を
指
摘
し
て
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
は
嫡
出
推
定
の
中
核
の
要
件
で
あ
る
右
因
果
関
係
の
推
定
を
破
る
法
的
手
段
で
あ
る
と
解
す
る
の
は
、
佐
藤
義
彦
「
嫡
出
推
定
の
及
ぶ
範
囲
」
同
志
社
法
学
三
二
巻
三
・
四
号
二
二
八
頁
。
（
　
）　Soergel/G
aul,B
G
B
,§1591
8,Rn.11,
       
 
    
 
 
       
       S.931
     .  
２５８ ＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
六
〇
（
　
　
　
）
九
四
（
　
）　
我
妻
・
親
族
法
二
二
一
頁
。
２５９
（
　
）　
我
妻
・
親
族
法
同
頁
。
２６０
（
　
）　
大
沼
・
前
掲
論
文
一
六
〇
頁
。
２６１
（
　
）　
山
嵜
・
杉
政
・
前
掲
論
文
一
二
〇
頁
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
６
）
も
、
従
来
学
説
の
議
論
を
批
判
的
に
検
討
さ
れ
る
。
し
か
し
、
嫡
出
推
定
２６２
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
場
合
に
、
夫
婦
間
の
性
的
関
係
が
な
い
と
い
う
主
張
（
こ
の
説
の
い
う
嫡
出
推
定
障
害
事
由
）
で
も
っ
て
親
子
関
係
存
否
確
認
の
訴
え
の
適
法
要
件
が
満
た
さ
れ
る
と
考
え
て
よ
い
か
は
、
疑
問
が
示
さ
れ
て
い
る
。
最
判
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
判
時
一
六
五
五
号
一
二
八
頁
の
解
説
（
一
二
九
頁
）。
筆
者
も
同
感
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
説
を
貫
く
た
め
に
は
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
と
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
常
に
併
合
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
か
（
予
備
的
併
合
か
）。
な
お
、
両
氏
は
最
判
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
事
件
（
家
月
五
一
巻
四
号
三
三
頁
・
判
時
一
六
五
五
号
一
一
二
頁
）
事
件
の
原
告
Ｘ
側
の
代
理
人
で
あ
り
、
そ
の
上
告
理
由
中
で
も
各
説
の
検
討
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
（
　
）　
た
と
え
ば
、
①
大
分
家
中
津
支
部
審
判
昭
和
昭
和
四
八
年
一
月
八
日
家
月
二
六
巻
一
号
六
八
頁
、
判
時
七
〇
二
号
九
九
頁
（
こ
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
２６３
松
倉
耕
作
・
判
批
・
法
律
時
報
四
五
巻
一
四
号
一
三
〇
頁
）
は
、
夫
婦
の
離
婚
後
、
法
定
期
間
内
に
出
生
し
、
申
立
人
Ｘ
の
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
Ｙ
に
対
し
、
Ｘ
が
嫡
出
否
認
調
停
を
申
し
立
て
、
関
係
者
間
の
合
意
に
基
づ
い
て
二
三
条
審
判
が
な
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
は
合
意
説
の
判
例
に
な
ろ
う
。
し
か
し
右
審
判
は
、
事
実
調
査
に
基
づ
き
、
Ｘ
の
避
妊
手
段
（
膣
外
射
精
）
に
よ
り
Ｙ
を
懐
妊
し
た
可
能
性
の
あ
る
期
間
に
Ｘ
の
子
を
受
胎
す
る
可
能
性
は
な
か
っ
た
、
Ｙ
は
Ｂ
・
Ａ
の
性
的
交
渉
に
よ
っ
て
出
生
し
た
と
み
ら
れ
る
社
会
的
事
実
・
生
物
学
上
の
遺
伝
関
係
が
明
認
さ
れ
る
と
し
て
、
嫡
出
性
の
推
定
は
覆
る
と
解
し
つ
つ
、
他
方
で
、
性
交
時
の
膣
外
射
精
に
よ
る
受
胎
障
害
は
閨
房
の
秘
事
と
し
て
夫
婦
間
の
高
度
の
秘
密
に
属
し
、
公
然
性
を
備
え
た
事
実
に
よ
る
懐
胎
不
能
と
は
異
な
り
他
人
の
不
可
触
的
聖
域
で
あ
り
、
こ
れ
を
理
由
と
す
る
嫡
出
推
定
の
排
除
は
で
き
な
い
と
述
べ
て
右
二
三
条
審
判
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
件
の
解
決
と
し
て
は
傍
論
部
分
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
外
観
説
の
立
場
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
と
同
様
の
審
判
例
は
ほ
か
に
も
み
ら
れ
る
。
②
東
京
家
審
昭
和
四
〇
年
一
二
月
二
四
日
家
月
一
八
巻
八
号
七
六
頁
も
、
夫
婦
別
居
し
て
一
年
一
〇
か
月
経
過
後
に
出
生
し
た
子
ら
か
ら
そ
の
母
の
現
在
の
同
棲
相
手
の
男
性
に
対
す
る
認
知
請
求
事
件
で
、
外
観
説
に
た
っ
て
二
三
条
審
判
を
し
て
い
る
。
②
ま
た
夫
が
精
管
切
断
術
（
パ
イ
プ
カ
ッ
ト
）
を
受
け
た
状
態
で
懐
胎
さ
れ
た
夫
婦
間
の
子
に
対
す
る
親
子
関
係
不
存
在
確
認
申
立
事
件
で
、
東
京
家
裁
昭
和
五
八
年
六
月
一
〇
日
家
月
三
六
巻
八
号
一
二
〇
頁
も
外
観
説
に
た
っ
て
鑑
定
を
実
施
し
た
う
え
で
、
当
事
者
間
の
合
意
に
よ
り
二
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
六
一
（
　
　
　
）
九
五
三
条
審
判
を
し
て
い
る
。
（
　
）　
本
件
の
事
案
は
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
本
件
原
告
Ｘ
と
訴
外
Ａ
（
子
Ｙ
の
母
）
は
昭
和
六
二
年
一
一
月
一
八
日
に
婚
姻
届
出
・
同
居
し
た
が
、
２６４
ま
も
な
く
不
和
と
な
り
、
昭
和
六
三
年
二
月
頃
以
降
は
性
的
交
渉
も
な
く
、
同
年
一
〇
月
一
二
日
別
居
、
た
だ
し
、
そ
の
後
同
年
一
一
月
二
二
日
に
性
的
交
渉
が
行
わ
れ
て
い
る
。
Ｘ
は
同
年
一
二
月
二
〇
日
頃
に
Ａ
か
ら
妊
娠
を
知
ら
さ
れ
た
。
②
平
成
元
年
一
月
二
七
日
、
Ａ
は
Ｘ
を
相
手
方
と
し
て
夫
婦
関
係
調
整
の
調
停
を
申
し
立
て
、
同
年
六
月
二
二
日
、
Ｘ
・
Ａ
は
当
分
の
間
別
居
、
Ｘ
は
Ａ
に
同
年
九
月
よ
り
毎
月
婚
姻
費
用
の
分
担
金
七
万
円
を
支
払
う
、
同
年
七
月
末
日
限
り
出
産
費
用
一
〇
万
円
を
支
払
う
旨
の
調
停
が
成
立
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
か
月
後
の
同
年
七
月
二
七
日
、
Ａ
は
Ｙ
を
出
産
、
Ｘ
は
直
後
に
そ
れ
を
知
っ
た
。 
③
Ｘ
は
、
同
年
一
一
月
二
一
日
、
Ｙ
を
相
手
方
と
し
て
嫡
出
否
認
の
調
停
を
申
し
立
て
た
。
同
事
件
で
血
液
お
よ
び
唾
液
の
鑑
定
が
行
わ
れ
、
Ｘ
Ｙ
間
の
父
権
肯
定
の
確
率
は
七
五
パ
ー
セ
ン
ト
で
、
エ
ッ
セ
ン
・
メ
ラ
ー
の
表
で
は
「
父
ら
し
い
」
と
の
評
価
に
な
る
結
果
が
出
た
。
同
事
件
は
、
平
成
二
年
一
〇
月
一
五
日
、
不
調
に
終
わ
り
、
Ｘ
は
二
週
間
（
家
審
二
六
条
二
項
）
経
過
後
に
、
Ｙ
に
対
し
嫡
出
否
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
が
、
平
成
三
年
一
月
二
五
日
頃
に
右
訴
え
を
取
り
下
げ
た
。
④
Ｘ
は
、
平
成
三
年
一
一
月
六
日
、
Ｙ
に
対
し
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
調
停
申
立
て
を
し
た
が
、
平
成
四
年
二
月
一
二
日
不
調
に
終
わ
り
、
同
年
二
月
二
六
日
、
本
件
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
⑤
本
件
訴
え
に
は
、
当
初
、
Ａ
と
他
男
Ｂ
と
の
不
貞
を
原
因
と
し
て
両
名
に
対
す
る
慰
謝
料
請
求
も
併
合
さ
れ
て
い
た
が
、
控
訴
審
で
右
請
求
に
つ
い
て
の
弁
論
は
分
離
さ
れ
、
平
成
七
年
一
月
三
〇
日
、
供
述
証
拠
等
も
考
慮
し
、
Ｙ
は
Ｘ
の
子
で
は
な
く
、
Ａ
の
不
貞
行
為
は
認
め
ら
れ
る
が
、
Ｂ
が
Ｙ
の
父
で
あ
る
と
は
認
め
難
い
と
し
て
、
Ｘ
の
Ａ
に
対
す
る
請
求
を
一
部
認
容
、
Ｂ
に
対
す
る
請
求
を
棄
却
し
た
（
東
京
高
判
平
成
七
年
一
月
三
〇
日
判
時
一
五
五
一
号
七
三
頁
）。
こ
の
判
決
に
対
し
て
も
Ｘ
お
よ
び
Ａ
が
上
告
。
平
成
九
年
八
月
一
一
日
、
Ｘ
は
、
Ｙ
の
親
権
者
を
Ａ
と
定
め
、
Ａ
と
協
議
離
婚
を
し
た
。
（
　
）　
こ
の
事
件
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
佐
藤
義
彦
・
判
批
・
私
法
判
例
リ
マ
ー
ク
ス
一
九
号
六
八
頁
、
松
倉
耕
作
・
別
冊
ジ
ュ
リ
一
六
二
号
四
六
頁
、
梶
２６５
村
太
市
・
判
批
・
判
タ
一
〇
三
六
号
一
五
二
頁
（
平
成
一
一
年
度
主
要
判
解
）、
松
倉
耕
作
・
判
批
・
別
冊
ジ
ュ
リ
一
九
三
号
五
〇
頁
〔
家
族
法
判
例
百
選
　
第
７
版
〕
な
ど
。
（
　
）　
当
時
の
下
級
審
判
例
に
お
い
て
は
、
家
庭
破
綻
説
が
有
力
説
に
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
①
東
京
高
判
平
成
六
年
三
月
二
八
日
判
時
一
四
九
六
号
七
六
２６６
頁
は
、
現
在
は
離
婚
し
て
再
婚
し
て
い
る
元
夫
が
婚
姻
中
に
そ
の
元
妻
が
生
ん
だ
子
に
対
し
て
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
で
、
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
六
二
（
　
　
　
）
九
六
第
一
審
が
外
観
説
に
よ
っ
て
訴
え
を
不
適
法
却
下
し
た
の
に
対
し
、
東
京
高
判
平
成
六
年
は
、
客
観
的
に
親
子
関
係
が
存
し
な
い
こ
と
が
明
白
な
場
合
に
、
民
法
上
の
親
子
関
係
を
強
制
す
る
の
は
相
当
で
な
い
、
も
っ
と
も
、
そ
れ
は
、
科
学
的
証
拠
に
よ
り
客
観
的
か
つ
明
白
に
証
明
で
き
る
場
合
に
限
る
、
本
件
に
お
い
て
血
液
型
背
馳
の
主
張
が
あ
る
の
に
、
こ
の
点
に
つ
い
て
立
証
さ
せ
ず
に
訴
え
を
却
下
し
た
の
は
違
法
で
あ
る
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
第
一
審
に
事
件
を
差
し
戻
し
た
。
判
例
評
釈
は
、
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
６
参
照
。
②
同
様
に
家
庭
の
破
綻
な
い
し
家
庭
の
平
和
の
崩
壊
を
指
摘
す
る
下
級
審
判
例
と
し
て
、
東
京
地
判
平
成
二
年
一
〇
月
二
九
日
判
タ
七
六
三
号
二
六
〇
頁
、
神
戸
地
判
平
成
三
年
三
月
一
一
日
判
タ
七
六
九
号
二
一
四
頁
。
（
　
）　
原
判
決
の
判
例
評
釈
と
し
て
、
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
（
７
）
に
掲
げ
る
文
献
に
加
え
て
、
水
野
紀
子
「
わ
が
国
に
お
け
る
嫡
出
推
定
制
度
の
２６７
空
洞
化
と
そ
の
問
題
性
」
み
ん
け
ん
四
八
〇
号
一
三
頁
、
梶
村
太
市
・
判
批
・
判
タ
九
三
四
号
三
五
頁
な
ど
。
（
　
）　
山
嵜
・
杉
政
・
前
掲
論
文
一
一
八
頁
注
（
　
）
は
、
同
様
に
家
庭
破
綻
説
を
採
る
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
六
年
前
掲
注
（
　
）
に
対
し
、
訴
訟
要
件
２６８
２６２
２６２
の
方
が
よ
り
厳
格
で
高
度
の
証
明
を
必
要
と
す
る
こ
と
に
な
り
、
不
合
理
で
あ
る
と
批
判
す
る
。
（
　
）　
我
妻
・
親
族
法
二
二
〇
頁
以
下
に
よ
る
と
、
①
嫡
出
推
定
を
設
け
、
一
定
の
厳
格
な
要
件
に
よ
る
否
認
の
訴
え
に
よ
っ
て
の
み
破
り
う
る
と
い
う
と
２６９
い
う
現
行
制
度
の
目
的
は
家
庭
の
平
和
に
あ
り
、
同
棲
中
の
夫
婦
の
性
的
交
渉
と
妻
の
貞
節
に
支
え
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
懐
胎
期
間
中
に
夫
婦
の
同
棲
が
な
い
と
い
う
外
観
的
に
明
瞭
な
事
実
が
あ
る
場
合
、
つ
ま
り
夫
が
失
踪
宣
告
を
受
け
て
失
踪
中
と
さ
れ
る
と
き
、
夫
が
出
征
中
、
在
監
中
、
外
国
滞
在
中
で
あ
る
と
き
、
事
実
上
の
離
婚
が
成
立
し
て
い
た
と
き
な
ど
に
は
、
嫡
出
推
定
は
及
ば
な
い
。
②
他
方
で
、
夫
が
生
殖
不
能
で
あ
る
と
き
や
血
液
型
検
査
の
結
果
父
子
関
係
が
あ
り
え
な
い
と
証
明
さ
れ
る
と
き
な
ど
に
は
、
推
定
は
及
ぶ
と
す
る
。
③
そ
の
理
由
と
し
て
、
後
者
の
場
合
に
は
夫
婦
間
の
個
人
的
審
査
に
よ
っ
て
初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
前
者
の
場
合
は
、
夫
婦
間
の
個
人
的
交
渉
に
立
ち
入
ら
ず
に
夫
の
懐
胎
の
不
能
な
こ
と
が
明
ら
か
な
場
合
で
あ
り
、
両
者
を
区
別
す
る
こ
と
が
制
度
の
趣
旨
、
つ
ま
り
家
庭
の
平
和
に
適
す
る
と
す
る
。
　
右
我
妻
説
と
同
様
に
「
制
限
説
」
と
呼
ば
れ
る
考
え
方
は
、
わ
が
国
で
は
旧
民
法
八
二
〇
条
当
時
か
ら
み
ら
れ
る
。
①
た
と
え
ば
岡
村
司
『
民
法
親
族
編
（
明
治
三
一
年
）
完
』
日
本
立
法
資
料
全
集
別
巻
三
三
九
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
五
年
）
は
、
同
条
は
普
通
の
状
態
の
夫
婦
同
棲
の
場
合
を
想
像
し
た
も
の
で
、
不
在
者
の
夫
（
数
年
間
の
生
死
不
明
）
の
場
合
に
つ
い
て
は
法
律
の
規
定
が
欠
缺
し
て
い
る
と
し
て
、
そ
の
場
合
に
は
純
理
に
よ
り
夫
の
子
で
は
な
く
母
の
姦
通
に
よ
る
私
生
子
と
解
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
。
②
ま
た
穂
積
重
遠
『
親
族
法
』
四
一
九
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
）
は
、
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
六
三
（
　
　
　
）
九
七
夫
が
外
国
に
二
年
滞
在
し
て
い
る
場
合
を
あ
げ
て
い
る
。
③
も
っ
と
も
、
我
妻
説
が
家
庭
の
平
和
を
考
え
て
個
人
的
審
査
を
控
え
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
岡
村
説
は
純
理
を
あ
げ
て
い
る
点
で
両
説
は
異
な
っ
て
い
る
。
④
他
方
、
血
縁
説
の
論
者
と
さ
れ
る
中
川
教
授
は
夫
婦
の
長
期
間
別
居
（
中
川
善
之
助
『
親
族
法
』
九
二
頁
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
三
年
））
に
加
え
て
、
夫
が
性
的
に
不
能
な
場
合
（
中
川
善
之
助
『
日
本
親
族
法
』
二
九
九
頁
（
日
評
、
一
九
四
二
年
））
に
も
旧
民
法
八
二
〇
条
を
適
用
せ
ず
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
に
よ
る
と
解
し
て
い
る
。
中
川
説
は
、
そ
の
場
合
に
嫡
出
子
と
み
な
す
の
は
事
実
に
反
す
る
、
ま
た
は
不
合
理
と
い
う
理
由
を
あ
げ
て
、
個
別
的
事
情
の
審
査
の
結
果
判
明
す
る
夫
の
性
的
不
能
も
適
用
排
除
事
由
と
す
る
。
そ
う
す
る
と
、
中
川
説
の
あ
げ
る
理
由
は
、
岡
村
説
に
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
（
　
）　
認
定
さ
れ
た
事
実
関
係
は
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
Ａ
男
と
Ｂ
女
は
昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
日
婚
姻
し
同
居
生
活
を
開
始
、
婚
姻
届
は
二
二
日
に
２７０
さ
れ
た
が
、
Ａ
男
は
同
月
一
三
日
に
応
召
、
一
九
日
に
下
関
港
か
ら
出
征
し
て
、
以
降
南
方
各
地
の
戦
場
を
転
々
と
し
た
後
、
昭
和
二
一
年
五
月
二
八
日
に
名
古
屋
港
に
帰
還
し
翌
日
復
員
手
続
が
と
ら
れ
た
。
他
方
、
Ｂ
は
Ａ
の
出
征
中
に
訴
外
Ｃ
男
と
性
的
関
係
を
も
ち
、
Ａ
の
帰
還
後
の
昭
和
二
一
年
一
一
月
一
七
日
に
Ｙ
を
分
娩
し
た
。
Ａ
は
Ｙ
を
Ａ
Ｂ
夫
婦
の
嫡
出
子
と
し
て
届
け
出
た
が
、
昭
和
二
二
年
八
月
四
日
に
Ｃ
の
養
子
と
さ
れ
た
。
以
来
、
Ｙ
は
Ｃ
の
下
で
暮
ら
し
、
Ｃ
夫
婦
（
昭
和
二
七
年
一
一
月
二
四
日
婚
姻
）
の
子
と
し
て
育
て
ら
れ
、
Ａ
・
Ｂ
夫
婦
と
は
没
交
渉
の
状
態
に
あ
っ
た
。
そ
し
て
Ａ
・
Ｂ
夫
婦
は
、
昭
和
二
六
年
三
月
一
六
日
に
本
件
原
告
Ｘ
（
昭
和
二
四
年
一
月
二
二
日
生
ま
れ
）
を
養
子
と
し
て
、
同
居
生
活
を
送
っ
て
き
た
。
Ａ
が
平
成
四
年
四
月
二
九
日
に
死
亡
、
そ
の
遺
産
相
続
を
め
ぐ
っ
て
争
い
が
生
じ
、
養
子
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
の
が
こ
の
事
件
で
あ
る
。
②
第
一
審
、
第
二
審
と
も
、
Ｂ
が
Ｙ
を
Ａ
の
子
と
し
て
懐
胎
す
る
こ
と
は
客
観
的
に
み
て
不
可
能
で
あ
っ
た
と
し
て
、
Ｘ
の
訴
え
を
適
法
と
し
て
請
求
を
認
容
し
た
。
Ｙ
は
上
告
し
て
、
原
審
の
控
訴
棄
却
は
Ｂ
の
証
言
に
よ
る
も
の
で
、
科
学
的
証
拠
に
よ
り
客
観
的
か
つ
明
白
に
証
明
さ
れ
た
と
い
え
な
い
、
Ａ
の
復
員
後
に
相
当
期
間
経
過
し
て
Ｘ
が
出
生
し
て
お
り
、
懐
胎
期
間
中
に
妻
が
世
間
の
目
か
ら
み
て
も
夫
の
子
を
懐
胎
で
き
な
い
こ
と
が
明
白
な
場
合
で
は
な
い
、
民
法
七
七
二
条
の
解
釈
と
し
て
家
庭
破
綻
説
を
と
る
べ
き
で
あ
る
な
ど
と
主
張
し
た
。
　
③
最
高
裁
は
、
Ｂ
が
Ｙ
を
懐
胎
し
た
の
は
昭
和
二
一
年
五
月
二
八
日
よ
り
前
で
あ
る
と
推
認
す
べ
き
と
こ
ろ
、
右
期
日
前
に
Ａ
は
ま
だ
帰
還
し
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
Ａ
は
、
応
召
し
た
昭
和
一
八
年
一
〇
月
一
三
日
か
ら
名
古
屋
港
に
帰
還
し
た
昭
和
二
一
年
五
月
二
八
日
の
前
日
ま
で
の
間
、
Ｂ
と
性
的
関
係
を
持
つ
機
会
が
な
か
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
、
昭
和
二
一
年
当
時
の
我
が
国
医
療
水
準
を
考
慮
す
る
と
、
妊
娠
週
数
二
六
週
目
に
出
生
し
た
子
が
生
存
す
る
可
能
性
は
極
め
て
低
か
っ
た
と
判
断
さ
れ
、
Ｙ
は
実
質
的
に
は
民
法
七
七
二
条
の
推
定
を
受
け
な
い
嫡
出
子
で
あ
り
、
養
子 
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
六
四
（
　
　
　
）
九
八
Ｘ
は
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
に
よ
り
Ａ
・
Ｙ
間
の
父
子
関
係
存
否
を
争
う
こ
と
が
で
き
る
と
判
示
し
て
、
原
審
の
判
断
は
結
論
に
お
い
て
是
認
で
き
る
と
す
る
。
　
右
法
廷
意
見
に
は
、
福
田
博
裁
判
官
の
意
見
が
付
さ
れ
て
い
る
。
同
意
見
に
よ
る
と
、
①
嫡
出
推
定
が
排
除
さ
れ
る
場
合
も
、
一
般
の
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
と
同
様
に
扱
う
べ
き
で
な
く
、
嫡
出
否
認
制
度
の
趣
旨
を
反
映
し
て
原
告
適
格
を
限
定
す
べ
き
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
②
父
子
関
係
の
存
否
を
争
い
得
る
の
は
、
原
則
と
し
て
、
当
該
家
庭
を
構
成
し
て
い
る
戸
籍
上
の
父
、
子
、
母
、
新
た
な
家
庭
を
形
成
す
る
可
能
性
の
あ
る
真
実
の
父
と
主
張
す
る
者
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
者
も
、
具
体
的
事
情
の
い
か
ん
に
よ
っ
て
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
権
利
の
濫
用
に
当
た
る
場
合
が
あ
る
。
③
そ
れ
以
外
の
第
三
者
は
、
当
然
に
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
原
告
適
格
を
否
定
で
き
な
い
に
し
て
も
、
そ
の
訴
え
の
許
容
性
は
よ
り
厳
格
に
吟
味
さ
れ
る
べ
き
で
、
た
と
え
身
分
上
、
財
産
上
の
利
害
関
係
が
あ
る
場
合
で
も
、
特
段
の
事
情
の
な
い
限
り
、
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
の
提
訴
権
者
と
な
り
得
な
い
。
④
そ
し
て
Ｙ
出
生
後
四
〇
数
年
間
に
わ
た
る
関
係
者
の
生
活
関
係
の
実
態
、
そ
の
認
識
等
に
照
ら
す
と
、
本
件
は
、
Ａ
の
相
続
人
Ｘ
に
お
い
て
、
Ａ
・
Ｙ
間
の
父
子
関
係
の
存
否
を
争
う
訴
え
を
提
起
す
る
こ
と
が
許
容
さ
れ
る
限
界
的
事
例
で
あ
る
と
す
る
。
（
　
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
岡
部
喜
代
子
「
い
わ
ゆ
る
推
定
の
及
ば
な
い
嫡
出
子
の
手
続
的
側
面
」
判
タ
一
三
〇
一
号
四
二
頁
参
照
。
２７１
（
　
）　
こ
の
事
件
の
事
実
関
係
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
①
Ｙ
の
母
Ａ
は
、
Ｘ
と
の
婚
姻
（
平
成
三
年
二
月
二
日
届
出
）
か
ら
二
〇
〇
日
以
上
経
２７２
過
後
に
Ｙ
を
出
産
（
同
年
九
月
二
日
）
し
、
Ｙ
は
戸
籍
上
Ｘ
と
Ａ
の
嫡
出
子
と
し
て
記
載
さ
れ
た
。
②
そ
の
後
Ｘ
と
Ａ
は
Ｙ
の
親
権
者
を
Ａ
と
定
め
て
協
議
離
婚
（
平
成
六
年
六
月
二
〇
日
）、
Ｙ
は
Ａ
の
も
と
で
養
育
さ
れ
て
い
る
。
離
婚
後
に
Ｘ
は
、
Ｙ
は
Ｘ
の
子
で
な
い
と
の
噂
を
聞
き
、
Ａ
に
問
い
質
し
た
と
こ
ろ
、
Ａ
が
電
話
で
そ
れ
を
肯
定
し
、
数
日
後
に
Ａ
の
相
手
Ｂ
が
電
話
で
自
分
の
子
で
あ
る
旨
述
べ
た
こ
と
で
、
Ｙ
は
Ｘ
の
子
で
は
な
い
こ
と
を
知
り
、
そ
の
後
速
や
か
に
本
件
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
嫡
出
否
認
の
訴
え
の
出
訴
期
間
は
経
過
し
て
い
る
が
、
例
外
的
に
右
確
認
訴
訟
を
提
起
で
き
る
と
主
張
し
た
。
③
こ
れ
に
対
し
Ａ
は
、
Ｘ
と
結
婚
前
か
ら
同
棲
、
平
成
二
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
頃
ま
で
は
一
、
二
週
間
の
割
り
で
Ｘ
宅
を
訪
れ
性
的
交
渉
も
も
っ
た
。
他
方
、
同
年
夏
か
ら
は
Ｂ
と
も
性
的
交
渉
が
あ
っ
た
が
、
同
年
一
一
月
に
そ
れ
は
終
了
し
て
い
る
。
Ａ
は
平
成
三
年
一
月
に
Ｙ
を
懐
妊
、
同
月
末
に
妊
娠
二
ヶ
月
の
診
断
を
受
け
、
出
産
予
定
日
は
同
年
九
月
八
日
と
説
明
さ
れ
た
。
Ｘ
へ
の
電
話
は
Ｘ
の
再
婚
を
促
す
た
め
に
嘘
を
つ
い
た
と
主
張
し
た
。
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
六
五
（
　
　
　
）
九
九
　
④
第
一
審
は
訴
え
却
下
、
控
訴
審
は
、
嫡
出
推
定
お
よ
び
嫡
出
否
認
制
度
の
基
盤
で
あ
る
家
族
共
同
体
の
実
体
が
既
に
失
わ
れ
、
身
分
関
係
の
安
定
も
有
名
無
実
と
な
っ
た
場
合
に
は
、
否
認
の
訴
え
の
出
訴
期
間
（
七
七
七
条
）
の
経
過
後
も
、
父
は
、
父
子
間
の
自
然
的
血
縁
関
係
の
存
在
に
疑
問
を
抱
か
せ
る
べ
き
事
実
を
知
っ
た
後
相
当
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
例
外
的
に
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
で
き
る
。
本
件
で
Ｘ
と
Ａ
の
婚
姻
関
係
は
消
滅
し
、
家
族
共
同
体
の
実
体
は
失
わ
れ
て
い
る
、
ま
た
Ｘ
は
Ａ
か
ら
の
電
話
で
Ｙ
と
の
自
然
的
血
縁
関
係
に
疑
い
を
高
め
、
そ
の
後
速
や
か
に
本
訴
を
提
起
し
て
い
る
と
し
て
、
第
一
審
判
決
を
取
り
消
し
、
事
件
を
第
一
審
に
差
し
戻
し
た
。
Ｙ
は
上
告
し
、
原
判
決
が
、
Ａ
が
母
子
手
帳
の
任
意
提
出
や
任
意
の
血
液
型
鑑
定
等
に
応
じ
よ
う
と
し
な
い
事
情
が
あ
っ
た
た
め
、
Ｘ
の
疑
念
は
一
概
に
排
斥
で
き
な
い
と
判
示
し
た
点
な
ど
を
批
判
し
た
。
　
⑤
最
高
裁
は
、
原
判
決
を
破
棄
し
て
事
件
を
原
審
に
差
し
戻
し
た
。
判
旨
に
よ
る
と
、
出
訴
期
間
の
あ
る
嫡
出
否
認
の
訴
え
の
規
定
は
身
分
関
係
の
法
的
安
定
を
保
持
す
る
上
か
ら
十
分
な
合
理
性
を
有
す
る
（
最
判
昭
和
五
五
年
三
月
二
七
日
裁
判
集
民
事
一
二
九
号
三
五
三
頁
を
引
用
）
と
し
、
夫
と
妻
の
婚
姻
関
係
が
終
了
し
そ
の
家
庭
が
崩
壊
し
て
い
る
と
の
事
情
の
存
在
だ
け
で
、
嫡
出
否
認
の
訴
え
の
提
起
期
間
の
経
過
後
に
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
は
提
起
で
き
な
い
と
す
る
。
そ
し
て
前
掲
・
最
判
昭
和
四
四
年
、
最
判
平
成
一
〇
年
八
月
三
一
日
を
引
用
し
て
、
本
件
で
右
の
よ
う
な
事
情
は
認
め
ら
れ
な
い
、
と
判
示
す
る
。
　
右
判
旨
に
引
用
さ
れ
た
最
判
昭
和
五
五
年
は
、
婚
姻
か
ら
四
年
後
に
出
生
し
た
長
男
Ｙ
に
対
し
、
そ
の
父
Ｘ
が
出
生
か
ら
一
〇
年
以
上
経
過
後
に
、
懐
胎
当
時
の
Ｙ
の
母
Ａ
の
男
性
関
係
や
、
Ｙ
の
趣
味
・
嗜
好
な
ど
が
Ｘ
に
似
て
い
な
い
と
し
て
親
子
関
係
不
存
在
確
認
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
案
で
、
①
第
一
審
は
訴
え
却
下
、
控
訴
審
も
そ
れ
を
支
持
し
た
の
に
対
し
、
Ｘ
が
嫡
出
否
認
の
訴
え
等
の
民
法
の
規
定
は
憲
法
一
三
条
・
一
四
条
等
に
違
反
す
る
と
主
張
し
た
。
②
最
高
裁
は
、
民
法
七
七
二
条
に
よ
り
嫡
出
の
推
定
を
受
け
る
子
に
つ
き
夫
が
そ
の
嫡
出
子
で
あ
る
こ
と
を
否
認
す
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
訴
訟
手
続
に
よ
る
べ
き
も
の
と
す
る
か
は
立
法
政
策
に
属
す
る
事
項
で
あ
り
、
同
法
七
七
四
条
、
七
七
五
条
、
七
七
七
条
が
こ
れ
に
つ
き
専
ら
嫡
出
否
認
の
訴
に
よ
る
べ
き
も
の
と
し
、
か
つ
、
右
訴
に
つ
き
一
年
の
出
訴
期
間
を
定
め
た
こ
と
は
、
身
分
関
係
の
法
的
安
定
を
保
持
す
る
上
か
ら
十
分
な
合
理
性
を
も
つ
制
度
で
あ
つ
て
、
憲
法
一
三
条
・
憲
法
一
四
条
等
に
違
反
し
な
い
と
し
て
、
上
告
を
棄
却
し
た
（
最
大
判
昭
和
三
〇
年
七
月
二
〇
日
民
集
九
巻
九
号
一
一
二
二
頁
、
最
判
昭
和
五
四
年
六
月
二
一
日
を
引
用
）。
（
　
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
一
九
三
一
年
三
月
四
日
判
決
（W
arnR
W
arneeyers
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） 
は
、
別
居
生
活
が
事
実
だ
と
し
て
も
夫
２７３
婦
の
一
時
的
な
出
会
い
ま
で
も
排
除
せ
ず
、
別
居
生
活
自
体
で
性
的
交
渉
に
つ
い
て
の
法
律
上
の
推
定
を
破
る
の
に
適
さ
な
い
。
と
り
わ
け
本
件
の
よ
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
六
六
（
　
　
　
）
一
〇
〇
う
に
、
夫
婦
は
事
実
上
な
お
別
離
後
も
時
と
し
て
出
会
っ
て
い
た
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
は
そ
う
で
あ
る
、
と
判
示
す
る
。
（
　
）　B
eitzke,Fam
ilienrecht,20.A
ufl.,S
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２７４
（
　
）　
た
と
え
ば
東
京
高
判
昭
和
四
三
年
九
月
三
〇
日
判
時
五
三
九
号
四
七
頁
の
解
説
、
木
下
明
・
判
批
・
判
評
一
二
九
号
二
一
頁
（
判
時
五
六
九
号
一
一
２７５
九
頁
）、
松
倉
・
前
掲
判
批
一
三
三
頁
注
（
　
）
な
ど
参
照
。
２６３
（
　
）　
被
上
告
人
Ｘ１
 
と
Ｘ２
 
の
母
Ａ
は
昭
和
二
一
年
訴
外
Ｂ
男
と
婚
姻
し
た
が
、
同
二
四
年
四
月
頃
に
別
居
、
そ
の
後
Ｂ
と
は
ま
っ
た
く
交
渉
を
断
ち
、
昭
和
２７６
二
六
年
一
〇
月
二
日
に
離
婚
し
た
、
し
か
し
Ａ
は
そ
の
間
、
昭
和
二
五
年
九
月
頃
か
ら
昭
和
三
九
年
三
月
頃
ま
で
上
告
人
Ｙ
と
肉
体
関
係
を
持
続
し
、
同
二
七
年
三
月
二
八
日
に
Ｘ１
 
、
同 
三
一
年
一
月
三
一
日
に
Ｘ２
 
を
そ
れ
ぞ
れ
分
娩
し
、
自
己
の
嫡
出
で
な
い
子
と
し
て
出
生
届
を
し
、
そ
の
後
同
三
九
年
に
Ｘ１
 
と
Ｘ２
 
は
Ｙ
を
相
手
方
と
し
て
認
知
調
停
の
申
立
て
、
不
調
に
終
わ
り
、
Ｘ
ら
は
Ｙ
に
対
し
認
知
の
訴
え
を
提
起
し
た
と
い
う
事
案
で
あ
る
。
（
　
）　
野
田
宏
・
最
高
裁
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
四
四
年
二
八
九
頁
。
２７７
（
　
）　
大
江
忠
『
要
件
事
実
民
法
（
５
）
親
族
・
相
続
〔
第
三
版
〕』
九
七
頁
（
第
一
法
規
、
平
成
一
七
年
）、
伊
藤
滋
夫
総
括
編
集
『
要
件
事
実
講
座
　
第
２７８
２
巻
』
一
〇
〇
頁
（
井
上
哲
男
）（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
五
年
）
な
ど
。
（
　
）　
し
か
し
、
こ
の
事
件
で
元
夫
Ｂ
は
ま
っ
た
く
手
続
に
関
与
し
な
い
ま
ま
に
、
戸
籍
上
の
父
の
地
位
を
失
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
、
外
観
説
を
採
２７９
用
し
た
こ
の
最
判
昭
和
四
四
年
に
含
ま
れ
る
ひ
と
つ
の
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
窪
田
充
見
『
家
族
法
』
一
八
九
頁
、
一
九
五
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
一
一
年
）
参
照
。
（
　
）　
我
妻
・
親
族
法
二
四
六
頁
。
２８０
（
　
）　
事
案
の
詳
細
を
み
る
と
、
子
Ｘ
の
母
Ａ
女
と
Ｙ
男
は
昭
和
三
六
年
九
月
一
五
日
に
婚
姻
、
同
四
七
年
八
月
一
日
に
離
婚
し
た
が
、
Ａ
は
婚
姻
中
に
Ｘ
２８１
を
懐
胎
し
、
同
四
四
年
七
月
一
八
日
に
分
娩
し
た
。
し
か
し
、
当
時
Ｙ
・
Ａ
間
の
夫
婦
と
し
て
の
交
渉
は
途
絶
え
て
お
り
、
Ａ
の
懐
胎
時
期
は
Ｙ
が
交
通
事
故
で
入
院
中
（
昭
和
四
三
年
九
月
二
六
日
か
ら
同
年
一
二
月
三
〇
日
ま
で
）
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
Ｘ
が
Ｙ
に
対
し
親
子
関
係
不
存
在
確
認
の
訴
え
を
提
起
し
た
。
第
一
審
は
、
Ｘ
は
民
法
七
七
二
条
に
よ
り
嫡
出
推
定
を
受
け
る
子
で
あ
り
、
Ｘ
が
Ｙ
の
嫡
出
子
で
あ
る
と
の
推
定
を
排
除
し
う
べ
き
客
観
的
な
事
情
に
あ
る
場
合
に
該
当
せ
ず
、
Ｘ
は
親
子
関
係
不
存
在
を
主
張
す
る
適
格
を
有
し
な
い
と
し
て
、
訴
え
却
下
判
決
、
Ｘ
が
控
訴
し
た
。
（
　
）　
た
だ
し
、
太
田
武
男
『
親
族
法
概
説
』
二
六
五
頁
（
有
斐
閣
、
一
九
九
〇
年
）
や
橘
勝
治
「
嫡
出
推
定
の
排
除
に
関
す
る
一
考
察
」
戸
籍
四
〇
九
号
２８２
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
六
七
（
　
　
　
）
一
〇
一
二
頁
も
、
外
観
説
を
そ
の
よ
う
に
定
義
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
そ
う
解
す
る
と
、
血
縁
説
と
は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
批
判
さ
れ
て
い
る
外
観
説
概
念
の
不
明
確
さ
に
か
か
わ
る
問
題
か
と
思
わ
れ
る
。
（
　
）　
足
利
幼
女
誘
拐
殺
人
事
件
の
再
審
手
続
の
上
告
審
・
最
決
平
成
一
二
年
七
月
一
七
日
刑
集
五
四
巻
六
号
五
五
〇
頁
は
、
原
審
が
採
用
し
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
２８３
定
・M
C
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型
鑑
定
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
用
い
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
と
し
た
原
判
断
は
相
当
で
あ
る
と
判
示
し
て
い
る
（
修
道
三
〇
巻
一
号
七
八
頁
参
照
）。
し
か
し
そ
の
後
の
再
審
請
求
事
件
の
抗
告
審
で
あ
る
東
京
高
決
平
成
二
一
年
六
月
二
三
日
判
タ
一
三
〇
三
号
九
〇
頁
、
判
時
二
〇
五
七
号
一
六
八
頁
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
再
鑑
定
の
結
果
、
被
害
者
の
半
袖
下
着
か
ら
検
出
さ
れ
た
男
性
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
型
は
申
立
人
の
型
と
一
致
せ
ず
、
申
立
人
が
本
件
の
犯
人
で
あ
る
と
認
め
る
に
は
合
理
的
な
疑
い
が
生
じ
て
い
る
と
し
て
、
原
決
定
を
取
り
消
し
、
再
審
開
始
決
定
を
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
宇
都
宮
地
判
平
成
二
二
年
三
月
二
六
日
判
時
二
〇
八
四
号
一
五
七
頁
は
、
本
件
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
右
最
決
が
い
う
「
具
体
的
な
実
施
の
方
法
も
、
そ
の
技
術
を
習
得
し
た
者
に
よ
り
、
科
学
的
に
信
頼
さ
れ
る
方
法
で
行
わ
れ
た
」
と
認
め
る
に
は
な
お
疑
い
が
残
り
、
現
段
階
で
証
拠
能
力
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
、
被
告
人
に
無
罪
判
決
を
言
い
渡
し
た
。
こ
の
事
件
で
用
い
ら
れ
たM
C
T118
 
 
    
型
に
よ
る
型
判
定
は
一
九
八
九
年
よ
り
警
察
関
係
で
最
初
に
導
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
識
別
能
力
に
問
題
が
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
押
田
茂
實
・
岡
部
保
男
『
Ｑ
＆
Ａ
見
て
わ
か
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
型
鑑
定
』
一
三
頁
（
現
代
人
文
社
、
二
〇
一
〇
年
）
参
照
。
（
　
）　
梶
村
・
前
掲
論
文
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
頁
注
４
）
八
四
頁
以
下
、
東
京
家
庭
裁
判
所
家
事
第
６
部
編
著
「
東
京
家
庭
裁
判
所
に
お
け
る
人
事
訴
訟
２８４
の
審
理
の
実
情
〔
改
訂
版
〕」
五
八
頁
（
判
タ
社
、
二
〇
〇
八
年
）
な
ど
。
（
　
）　
た
と
え
ば
、
①
大
分
地
判
平
成
九
年
一
一
月
一
二
日
判
タ
九
七
〇
号
二
二
五
頁
、
②
新
潟
地
裁
高
田
支
判
平
成
一
五
年
二
月
二
五
日
判
時
一
八
三
五
２８５
号
一
一
一
頁
、
一
一
三
頁
な
ど
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
か
に
つ
い
て
、
説
示
し
て
い
る
。
（
　
）　
婚
姻
届
を
提
出
せ
ず
別
姓
夫
婦
で
あ
る
Ｘ１
 
、
Ｘ２
 
が
、
そ
の
子
Ｘ３
 
の
住
民
票
の
世
帯
主
と
の
続
柄
記
載
が
「
長
男
」・「
長
女
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
て
い
２８６
た
嫡
出
子
の
場
合
と
異
な
り
、「
子
」
と
記
載
さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
右
記
載
は
憲
法
一
三
条
・
一
四
条
な
ど
に
違
反
す
る
違
憲
・
違
法
な
も
の
で
あ
る
と
し
て
、
右
記
載
の
取
消
し
と
区
別
な
く
記
載
し
た
住
民
票
の
発
行
を
求
め
る
と
と
も
に
、
損
害
賠
償
請
求
を
し
た
事
件
（
非
嫡
出
子
の
住
民
票
続
柄
記
載
取
消
請
求
事
件
）
に
お
い
て
、
最
判
平
成
一
一
年
一
月
二
一
日
判
時
一
六
七
五
号
四
八
頁
の
原
審
・
東
京
高
判
平
成
七
年
三
月
二
二
日
判
時
一
五
二
九
号
二
九
頁
は
、
個
人
の
人
格
は
相
互
に
尊
重
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
不
当
に
個
人
の
私
生
活
上
の
事
柄
や
知
ら
れ
た
く
な
い
個
人
の
属
性
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
六
八
（
　
　
　
）
一
〇
二
に
関
す
る
情
報
等
（
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
）
は
公
開
か
ら
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
は
、
憲
法
一
三
条
に
よ
り
人
格
的
利
益
の
一
環
と
し
て
法
的
保
護
の
対
象
に
な
る
旨
判
示
し
た
が
、
市
長
は
記
載
当
時
の
住
民
基
本
台
帳
事
務
処
理
要
領
に
従
っ
て
右
続
柄
記
載
を
し
た
も
の
で
、
過
失
は
な
い
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
部
分
に
つ
い
て
請
求
を
棄
却
し
て
い
る
。
右
判
旨
は
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
を
憲
法
一
三
条
に
よ
っ
て
基
礎
づ
け
て
い
る
が
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
は
憲
法
二
四
条
に
よ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
（
　
）　
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
幸
治
「
権
利
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
ジ
ュ
リ
七
四
二
号
一
五
八
頁
、
松
井
茂
記
「
情
報
コ
ン
２８７
ト
ロ
ー
ル
権
と
し
て
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
権
利
」
法
セ
ミ
四
〇
四
号
三
七
頁
、
同
『
日
本
国
憲
法
〔
第
３
版
〕』
五
一
〇
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
七
年
）、
長
谷
部
恭
男
『
憲
法
〔
第
４
版
〕』
一
五
七
頁
（
新
世
社
、
二
〇
〇
八
年
）、
芦
部
信
喜
『
憲
法
Ⅱ
　
人
権
（
１
）』
一
六
二
頁
（
有
斐
閣
、
昭
和
五
三
年
）、
芦
部
信
喜
・
高
橋
和
之
補
訂
『
憲
法
〔
第
４
版
〕』
一
一
八
頁
（
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
七
年
）、
潮
見
佳
男
『
不
法
行
為
Ⅰ
〔
第
２
版
〕』
二
〇
〇
頁
（
信
山
社
、
二
〇
〇
九
年
）
な
ど
参
照
。
（
　
）　
池
田
耕
平
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
刑
事
篇
平
成
七
年
度
三
一
六
頁
。
こ
の
制
度
の
そ
の
後
の
改
正
等
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
幸
治
『
日
本
国
憲
法
２８８
論
』
一
五
〇
頁
参
照
（
成
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）。
（
　
）　
平
田
浩
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
昭
和
五
六
年
度
二
五
二
頁
。
２８９
（
　
）　
滝
澤
孝
臣
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
六
年
度
一
〇
五
頁
。
２９０
（
　
）　
杉
原
則
彦
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
五
年
度
（
下
）
四
八
八
頁
。
２９１
（
　
）　
最
判
平
成
一
七
年
一
一
月
一
〇
日
民
集
五
九
巻
九
号
二
四
二
八
頁
、
判
時
一
九
二
五
号
八
四
頁
、
判
タ
一
二
〇
三
号
七
四
頁
は
、
①
刑
事
事
件
（
和
２９２
歌
山
カ
レ
ー
毒
殺
事
件
）
の
被
告
人
が
、
法
廷
に
お
い
て
、
写
真
週
刊
誌
の
カ
メ
ラ
マ
ン
に
よ
り
、
裁
判
所
の
許
可
な
く
、
同
人
に
無
断
で
、
手
錠
・
腰
縄
の
拘
束
状
態
に
あ
る
容
ぼ
う
・
姿
態
を
写
真
撮
影
さ
れ
、
写
真
週
刊
誌
に
イ
ラ
ス
ト
記
事
を
掲
載
さ
れ
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
肖
像
権
を
侵
害
さ
れ
た
と
し
て
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
を
提
起
し
た
事
件
で
あ
る
が
、
人
は
、
み
だ
り
に
自
己
の
容
ぼ
う
等
を
撮
影
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
法
律
上
保
護
さ
れ
る
べ
き
人
格
的
利
益
を
有
す
る
が
、
撮
影
が
正
当
な
取
材
行
為
と
し
て
許
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
、
そ
こ
で
、
あ
る
者
の
容
ぼ
う
等
を
承
諾
な
く
撮
影
す
る
こ
と
が
不
法
行
為
法
上
違
法
と
な
る
か
ど
う
か
は
、
被
撮
影
者
の
社
会
的
地
位
、
撮
影
さ
れ
た
被
撮
影
者
の
活
動
内
容
、
撮
影
の
場
所
、
撮
影
の
目
的
、
撮
影
の
態
様
、
撮
影
の
必
要
性
等
を
総
合
考
慮
し
て
、
被
撮
影
者
の
人
格
的
利
益
の
侵
害
が
社
会
生
活
上
受
忍
の
限
度
を
超
え
る
も
の
と
い
え
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
六
九
（
　
　
　
）
一
〇
三
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
、
と
判
示
す
る
。
②
ま
た
人
は
右
写
真
を
み
だ
り
に
公
表
さ
れ
な
い
人
格
的
利
益
も
有
し
、
撮
影
が
違
法
と
評
価
さ
れ
る
場
合
、
写
真
の
公
表
行
為
は
被
撮
影
者
の
人
格
的
利
益
を
侵
害
す
る
も
の
と
し
て
、
違
法
性
を
有
す
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。
　
右
判
旨
は
、
写
真
肖
像
権
に
つ
い
て
の
不
法
行
為
の
違
法
性
判
断
基
準
と
し
て
、
総
合
的
判
断
の
考
え
方
を
示
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
太
田
晃
詳
・
最
高
裁
判
所
判
例
解
説
民
事
篇
平
成
一
七
年
度
（
下
）
七
九
二
頁
参
照
。
（
　
）　
前
田
陽
一
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
の
不
法
行
為
に
関
す
る
最
近
の
二
つ
の
最
高
裁
判
決
」
判
タ
一
一
四
四
号
八
九
頁
以
下
参
照
。
２９３
（
　
）　
出
版
社
が
発
行
し
た
雑
誌
に
公
表
さ
れ
た
小
説
「
石
に
泳
ぐ
魚
」
に
よ
っ
て
名
誉
を
毀
損
さ
れ
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
お
よ
び
名
誉
感
情
を
侵
害
さ
れ
た
２９４
と
し
て
、
作
者
お
よ
び
出
版
社
に
対
し
て
、
慰
謝
料
請
求
と
と
も
に
、
同
小
説
の
出
版
等
の
差
止
め
が
請
求
さ
れ
た
事
件
で
あ
る
が
、
①
原
審
は
、
人
格
的
価
値
を
侵
害
さ
れ
た
者
は
、
人
格
権
に
基
づ
き
、
加
害
者
に
対
し
、
現
に
行
わ
れ
て
い
る
侵
害
行
為
を
排
除
し
、
ま
た
は
将
来
生
ず
べ
き
侵
害
を
予
防
す
る
た
め
、
侵
害
行
為
の
差
止
め
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
侵
害
行
為
の
差
止
め
が
認
め
ら
れ
る
か
は
、
侵
害
行
為
の
対
象
と
な
っ
た
人
物
の
社
会
的
地
位
や
侵
害
行
為
の
性
質
に
留
意
し
つ
つ
、
予
想
さ
れ
る
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
受
け
る
被
害
者
側
の
不
利
益
と
侵
害
行
為
を
差
止
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
受
け
る
侵
害
者
側
の
不
利
益
と
を
比
較
衡
量
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
、
②
そ
し
て
侵
害
行
為
が
明
ら
か
に
予
想
さ
れ
、
そ
の
侵
害
行
為
に
よ
っ
て
被
害
者
が
重
大
な
損
失
を
受
け
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
回
復
を
事
後
に
図
る
の
が
不
可
能
な
い
し
著
し
く
困
難
に
な
る
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
侵
害
行
為
の
差
止
め
を
肯
認
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
、
請
求
の
一
部
を
認
容
し
、
小
説
の
出
版
等
の
差
止
め
を
命
じ
た
。
（
　
）　
最
近
の
判
例
・
多
数
説
は
折
衷
説
を
説
く
。R
osenberg/Schw
ab/G
ottw
ald,
ZP
R
,
17.
 
             
    
    
  
 
  
 
 
   
A
ufl.,
2010,
§110
III
2
b,
R
n.
24f,
 
         
             
   
    S.
617f.;
  
     
２９５B
aum
bach/Lauterbach/H
artm
ann,
ZP
O
,
6
 
   
                 
    
    
  
 
 
 2.
A
ufl.,
2004,
§286,
R
n.
68,
S.
109
  
 
    
     
     
   
   
  
   2,
u.
Ü
bers
§371
7
B
,
R
n.
13f.
S.
14
  
  
 
             
 
   
      
  11f.;
    
Thom
as/Putzo/Reichold,ZPO
,25.A
ufl
    
      
     
   
    
     
  .,2003,§286,3
a,Rn.7,S.561.
  
           
            
こ
の
説
に
よ
る
と
、
実
体
法
上
違
法
に
収
集
さ
れ
た
証
拠
方
法
は
、
基
本
法
上
保
護
さ
れ
た
基
本
権
、
特
に
人
格
権
を
侵
害
し
て
収
集
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
場
合
、
訴
訟
で
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の
利
用
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
個
別
的
ケ
ー
ス
で
決
定
し
て
い
く
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
に
対
し
、
適
法
説
（W
.Sauer,A
llgem
eine
Prozessrechtsle
 
        
    
  
  
           
 
hre,1951,S.
           
138
   
は
、
訴
訟
行
為
の
違
法
性
は
、
そ
の
手
段
の
目
的
の
正
当
性
い
か
ん
に
よ
り
決
ま
り
、
真
実
の
発
見
と
い
う
目
的
は
、
個
人
の
自
由
お
よ
び
身
体
を
傷
つ
け
な
い
こ
と
か
ら
の
保
護
よ
り
も
価
値
が
高
い
と
す
る
）
や
不
適
法
説
（G
.
B
aum
gärtel,
T
reu
und
G
lauben,
gut
 
 
 
   
                 
 
     
   e
Sitten
und
    
        
Schikaneverbotim
E
rkenntnisverfahre
    
          
 
      
 
        n,ZZP
B
d.69
(1956),S.89ff.
      
     
           
 
）
も
あ
る
。
ド
イ
ツ
法
の
判
例
・
学
説
は
、
森
勇
「
民
事
訴
訟
に
お
け
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
七
〇
（
　
　
　
）
一
〇
四
る
違
法
収
集
証
拠
の
取
扱
い
」
判
タ
五
〇
七
号
二
二
頁
以
下
、
間
淵
清
史
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
違
法
収
集
証
拠
（
一
）、（
二
・
完
）」
民
商
一
〇
三
巻
一
号
四
五
七
頁
以
下
、
三
号
六
〇
六
頁
以
下
、
河
野
・
前
掲
論
文
一
一
五
頁
以
下
（
修
道
三
三
巻
一
号
四
三
頁
注
　
）
な
ど
に
詳
し
い
。
７７
（
　
）　Rosenberg/Schw
ab/G
ottw
ald,ZPR,§110
              
    
   
  
         
III
2
c,Rn.24,S.618;B
aum
bach/L
 
   
 
              
   
      auterbach/H
artm
ann,ZPO
,62.A
ufl.,
   
       
    
       
     
    §286,Rn.68,
          
２９６S.1092,u.Ü
bers
§371
7
B
,Rn.13f.
          
     
    
 
       
S.1411f.;ders.,ZPO
,68.A
ufl.,2
 
             
  
     
    
010,§286
8F,Rn.68,S.1096;Thom
a
         
                   
 s/Putzo/Reichold,ZPO
,
     
     
   
    
 
25.A
ufl.,§286,3
a,Rn.7,S.561;
    
    
      
            ders.,ZPO
,32.A
ufl.,2011,§286
3
      
  
     
    
         
a,Rn.8,S.496;M
usielak,ZPO
,7.
              
   
 
     
   A
ufl.,2009,§286
B
I
4
c,Rn.
 
    
         
 
 
 
    
7,S.936
       .  
（
　
）　
最
近
の
学
説
ま
で
含
め
て
、
間
淵
・
前
掲
論
文
（
二
・
完
）
六
一
六
頁
以
下
、
河
野
・
前
掲
論
文
一
一
五
頁
以
下
、
門
口
正
人
編
『
民
事
証
拠
法
大
２９７
系
　
第
２
巻
』
九
一
頁
以
下
〔
内
堀
宏
達
〕（
青
林
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
な
ど
参
照
。
（
　
）　
森
・
前
掲
論
文
一
八
頁
以
下
。
２９８
（
　
）　
門
口
編
・
前
掲
書
九
三
頁
以
下
〔
内
堀
〕、
兼
子
・
松
浦
ほ
か
・
条
解
民
訴
法
（
竹
下
守
夫
）
一
三
七
七
頁
。
２９９
（
　
）　
間
淵
・
前
掲
論
文
（
二
・
完
）
六
二
七
頁
以
下
。
３００
（
　
）　
河
野
・
前
掲
論
文
一
三
七
頁
以
下
、
同
「
ド
イ
ツ
民
事
訴
訟
法
理
論
に
お
け
る
違
法
収
集
証
拠
排
除
論
の
新
た
な
展
開
」
商
学
討
究
五
六
巻
二
・
三
３０１
号
三
〇
三
頁
以
下
、
三
一
五
頁
以
下
。
（
　
）　
①
東
京
地
判
昭
和
四
六
年
四
月
二
六
日
判
時
六
四
一
号
八
一
頁
、
②
大
分
地
判
昭
和
四
六
年
一
一
月
八
日
判
時
六
五
六
号
八
二
頁
、
③
東
京
高
判
昭
３０２
和
五
二
年
七
月
一
五
日
判
時
八
六
七
号
六
〇
頁
、
④
名
古
屋
高
決
昭
和
五
六
年
二
月
一
八
日
判
時
一
〇
〇
七
号
六
六
頁
、
⑤
神
戸
地
判
昭
和
五
九
年
五
月
一
八
日
判
時
一
一
三
五
号
一
四
〇
頁
、
⑥
盛
岡
地
判
昭
和
五
九
年
八
月
一
〇
日
判
タ
五
三
二
号
二
五
三
頁
な
ど
。
判
例
に
つ
い
て
は
、
小
島
武
司
「
無
断
（
秘
密
）
録
音
テ
ー
プ
の
証
拠
能
力
」
民
訴
法
判
例
百
選
Ⅱ
〈
新
法
対
応
補
正
版
〉
二
七
二
頁
、
松
本
幸
一
「
無
断
（
秘
密
）
録
音
テ
ー
プ
の
証
拠
能
力
」
民
訴
法
判
例
百
選
Ⅲ
一
四
六
頁
、
間
淵
・
前
掲
論
文
（
二
・
完
）
六
二
一
頁
以
下
、
河
野
・
前
掲
論
文
一
〇
三
頁
以
下
な
ど
に
詳
し
い
。
（
　
）　
た
と
え
ば
、
①
名
古
屋
地
判
平
成
三
年
八
月
九
日
判
時
一
四
〇
八
号
一
〇
五
頁
、
②
東
京
地
判
平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
判
タ
一
〇
〇
四
号
二
六
〇
３０３
頁
、
③
大
阪
地
判
平
成
一
一
年
三
月
二
九
日
判
時
一
六
八
八
号
三
頁
、
判
タ
一
〇
一
〇
号
九
六
頁
、
④
東
京
地
判
平
成
一
二
年
五
月
三
〇
日
判
時
一
七
一
九
号
四
〇
頁
、
判
タ
一
〇
三
八
号
一
五
四
頁
、
⑤
大
阪
高
判
平
成
二
一
年
一
一
月
一
〇
日
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）、
⑥
長
崎
地
裁
佐
世
保
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
七
一
（
　
　
　
）
一
〇
五
支
判
平
成
二
四
年
四
月
一
六
日
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
判
例
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
）
な
ど
が
あ
る
。
（
　
）　
証
拠
能
力
を
否
定
し
た
最
近
の
判
例
と
し
て
、
福
岡
高
裁
宮
崎
支
部
判
決
平
成
一
二
年
二
月
一
日
判
タ
一
〇
四
五
号
二
四
〇
頁
は
、
違
法
に
採
取
・
３０４
保
存
さ
れ
た
肝
臓
の
標
本
の
組
織
学
的
診
断
結
果
を
原
審
審
理
中
に
文
書
化
し
、
裁
判
資
料
と
し
て
し
て
提
出
し
た
行
為
に
つ
き
、
右
証
拠
は
違
法
収
集
証
拠
で
あ
り
、
こ
れ
を
採
用
し
て
訴
訟
進
行
す
る
こ
と
自
体
許
さ
れ
な
い
旨
判
示
し
て
い
る
。
否
定
判
例
は
一
般
的
に
そ
の
理
由
を
指
摘
し
て
い
る
の
に
比
べ
て
、
右
判
旨
は
違
法
収
集
証
拠
と
認
定
し
た
理
由
に
つ
い
て
特
に
説
示
し
て
い
な
い
。
な
お
、
証
拠
能
力
を
肯
定
す
る
判
例
が
多
い
実
際
上
の
考
慮
に
つ
き
、
高
橋
宏
志
『
重
点
講
義
　
民
事
訴
訟
法
　
下
〔
補
訂
版
〕』
四
七
頁
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
六
年
）。
（
　
）　
梶
村
・
前
掲
論
文
九
〇
頁
以
下
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
４
）
に
掲
載
さ
れ
た
東
京
家
裁
本
庁
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
実
施
ケ
ー
ス
（
平
成
三
年
か
ら
３０５
七
年
ま
で
）
の
ほ
と
ん
ど
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
結
果
ど
お
り
の
審
判
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
右
鑑
定
の
高
い
証
拠
能
力
が
う
か
が
え
る
。
（
　
）　
小
野
瀬
・
岡
・
一
問
一
答
八
五
頁
。
３０６
（
　
）　
家
事
審
判
手
続
に
つ
い
て
、
①
東
京
高
決
昭
和
五
四
年
六
月
六
日
家
月
三
二
巻
三
号
一
〇
一
頁
、
判
時
九
三
七
号
四
二
頁
は
、
家
裁
は
職
権
に
よ
り
３０７
事
実
を
調
査
す
る
義
務
が
あ
る
が
、
そ
れ
に
は
当
事
者
の
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
旨
判
示
す
る
。
②
ま
た
大
阪
家
審
昭
和
五
四
年
一
一
月
五
日
家
月
三
二
巻
六
号
三
八
頁
（
五
六
頁
）
も
同
旨
を
述
べ
る
。
（
　
）　
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
職
権
探
知
主
義
一
〇
二
六
頁
以
下
参
照
。
３０８
（
　
）　
そ
う
し
た
な
か
で
松
倉
教
授
は
、
す
で
に
九
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
、
主
と
し
て
ド
イ
ツ
法
系
で
あ
る
ス
イ
ス
法
、
ド
イ
ツ
法
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
法
の
３０９
比
較
法
的
研
究
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
関
す
る
深
い
知
見
に
基
づ
き
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
積
極
的
活
用
に
よ
っ
て
父
子
関
係
訴
訟
で
の
「
真
実
志
向
」
の
考
え
方
を
展
開
し
て
こ
ら
れ
た
。
松
倉
・
血
統
訴
訟
論
お
よ
び
同
・
血
統
訴
訟
と
真
実
志
向
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
四
頁
注
４
）。
教
授
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
フ
ィ
ン
ガ
ー
プ
リ
ン
ト
を
親
子
鑑
定
の
新
し
い
エ
ー
ス
、
通
常
の
血
液
型
鑑
定
に
比
べ
て
著
し
く
鑑
定
力
の
優
れ
た
手
段
で
あ
る
と
し
て
、
従
来
の
血
液
型
検
査
に
多
種
類
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
多
型
検
査
を
併
用
し
、
総
合
的
な
判
断
を
下
す
の
が
誤
判
防
止
の
方
法
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
最
近
の
論
稿
に
お
い
て
、
教
授
は
比
較
法
的
考
察
か
ら
血
液
検
査
等
を
強
制
す
る
国
家
が
増
え
て
い
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
る
。
松
倉
「
オ
ー
ス
ト
リ
ア
親
子
法
と
血
液
検
査
等
の
協
力
義
務
」M
E
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三
号
一
一
頁
。
　
し
か
し
、
最
近
の
家
族
法
の
教
科
書
な
ど
か
ら
う
か
が
う
限
り
で
、
学
説
の
多
く
は
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
を
評
価
す
る
一
方
で
、
な
お
そ
の
積
極
的
か
つ
全
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
七
二
（
　
　
　
）
一
〇
六
面
的
な
利
用
に
つ
い
て
は
慎
重
な
態
度
に
み
え
る
。
た
と
え
ば
、
①
二
宮
教
授
は
費
用
も
安
く
短
時
間
で
精
度
の
高
い
鑑
定
結
果
が
え
ら
れ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
務
で
の
利
用
に
好
意
的
評
価
を
与
え
つ
つ
、
親
子
関
係
を
確
認
す
る
訴
訟
と
そ
れ
を
否
定
す
る
訴
訟
で
区
別
的
な
扱
い
を
さ
れ
る
。
ま
ず
認
知
訴
訟
で
は
、
調
停
段
階
か
ら
当
事
者
が
鑑
定
実
施
を
申
請
し
、
審
判
・
裁
判
段
階
で
は
当
事
者
双
方
に
鑑
定
協
力
義
務
が
あ
る
よ
う
な
法
改
革
の
検
討
も
必
要
と
し
て
積
極
的
活
用
を
支
持
す
る
が
、
他
方
で
、
嫡
出
否
認
訴
訟
や
親
子
関
係
不
存
在
確
認
訴
訟
で
は
、
既
存
の
父
子
関
係
の
安
定
や
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
と
い
う
別
の
視
点
も
考
慮
し
て
利
用
は
慎
重
に
し
、
子
が
成
年
に
達
し
た
後
の
親
か
ら
の
身
勝
手
な
請
求
は
権
利
濫
用
と
し
て
請
求
を
棄
却
す
べ
き
で
あ
る
と
さ
れ
る
。
二
宮
周
平
『
家
族
法
』
一
三
三
頁
以
下
（
新
世
社
、
一
九
九
九
年
）、
同
『
家
族
法
〔
第
３
版
〕』
一
七
五
頁
以
下
（
新
世
社
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
・
前
掲
論
文
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
七
頁
注
　
）。
②
ま
た
水
野
教
授
は
、
子
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
子
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
根
２２
幹
中
の
根
幹
で
あ
り
、
安
易
に
接
近
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
法
的
親
子
関
係
は
、
子
の
成
長
の
た
め
に
法
が
設
定
す
る
法
制
度
で
あ
り
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
六
年
三
月
二
八
日
（
家
庭
破
綻
説
）
を
批
判
し
て
、
科
学
鑑
定
を
裁
判
に
利
用
す
る
場
合
、
血
縁
上
の
親
子
関
係
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
で
争
い
に
決
着
が
つ
く
訴
訟
類
型
で
、
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
子
の
福
祉
を
害
し
な
い
親
子
関
係
の
争
い
に
限
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
以
外
の
争
い
（
既
に
確
立
し
て
い
る
法
的
親
子
関
係
を
争
う
場
合
の
多
く
）
で
は
科
学
鑑
定
の
主
張
は
許
さ
れ
な
い
。
こ
う
し
た
類
型
決
定
の
つ
ぎ
に
、
鑑
定
を
拒
否
す
る
当
事
者
に
対
す
る
強
制
的
命
令
の
問
題
が
く
る
と
さ
れ
る
。
水
野
紀
子
「
判
批
」
判
評
四
三
五
号
四
八
頁
、
特
に
五
五
頁
。
③
さ
ら
に
松
川
教
授
は
、
親
子
関
係
に
つ
い
て
身
分
占
有
を
重
視
し
、
裁
判
所
の
命
令
が
な
け
れ
ば
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
実
施
を
認
め
て
い
な
い
フ
ラ
ン
ス
法
を
参
考
に
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
は
、
用
い
方
に
よ
っ
て
は
、
家
族
の
平
和
を
根
底
か
ら
覆
す
こ
と
に
な
る
と
指
摘
さ
れ
る
。
フ
ラ
ン
ス
法
に
比
べ
て
わ
が
国
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
放
任
状
況
に
も
警
鐘
を
鳴
ら
さ
れ
る
。
松
川
正
毅
『
民
法
　
新
族
・
相
続
〔
第
２
版
〕』（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）、
同
『
医
学
の
発
展
と
親
子
法
』
二
七
九
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
八
年
）。
（
　
）　
梶
村
・
前
掲
論
文
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
頁
注
４
）
八
四
頁
以
下
、
門
口
正
人
編
『
民
事
証
拠
法
大
系
　
第
５
巻
』
一
八
頁
以
下
（
高
橋
譲
）（
青
３１０
林
書
院
、
二
〇
〇
六
年
）、
東
京
家
裁
家
事
第
６
部
編
著
・
前
掲
書
同
頁
な
ど
参
照
。
（
　
）　
家
族
法
改
正
の
議
論
に
お
い
て
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
範
囲
、
そ
の
必
要
性
、
許
容
性
の
問
題
が
議
論
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
中
田
裕
康
編
『
家
族
３１１
法
改
正
　
婚
姻
・
親
子
関
係
を
中
心
に
』
二
九
四
頁
（
高
田
裕
成
発
言
）（
有
斐
閣
、
二
〇
一
〇
年
）。
（
　
）　
①
最
決
平
成
一
一
年
一
一
月
一
二
日
民
集
五
三
巻
八
号
一
七
八
七
頁
は
、
顧
客
側
か
ら
銀
行
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
被
告
・
銀
行
作
成
の
３１２
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
七
三
（
　
　
　
）
一
〇
七
貸
出
稟
議
書
の
該
当
性
が
問
題
に
な
っ
た
事
案
で
、
開
示
さ
れ
る
と
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
侵
害
さ
れ
て
、
開
示
に
よ
っ
て
所
持
者
の
側
に
看
過
し
難
い
不
利
益
が
生
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
提
出
を
認
め
な
い
。
②
他
方
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
銀
行
本
部
の
社
内
通
達
書
は
右
文
書
に
当
た
ら
な
い
、
と
す
る
（
最
決
平
成
一
八
年
二
月
一
七
日
民
集
六
〇
巻
二
号
四
九
六
頁
）。
③
ま
た
「
刑
事
関
係
書
類
」（
同
条
四
号
ホ
）
に
つ
い
て
も
、
関
係
者
・
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
考
慮
す
べ
き
要
素
と
し
て
し
ん
酌
さ
れ
て
い
る
（
最
決
平
成
一
六
年
五
月
二
五
日
民
集
五
八
巻
五
号
一
一
三
五
頁
、
最
決
平
成
一
七
年
七
月
二
二
日
民
集
五
九
巻
五
号
一
八
三
七
頁
）。
（
　
）　
坂
田
宏
「
民
事
訴
訟
に
お
け
る
情
報
秘
匿
の
自
由
と
限
界
」
早
稲
田
法
学
七
五
巻
一
号
三
三
九
頁
、
梅
本
吉
彦
「
民
事
訴
訟
手
続
に
お
け
る
個
人
情
３１３
報
保
護
」
曹
時
六
〇
巻
一
一
号
一
頁
な
ど
参
照
。
（
　
）　
位
田
・
前
掲
論
文
一
〇
頁
の
提
言
さ
れ
る
「
生
命
倫
理
法
」
か
ら
み
て
も
、
批
難
さ
れ
る
行
為
と
い
え
よ
う
。
３１４
（
　
）　
た
と
え
ば
、
妊
娠
中
の
母
親
の
血
液
中
に
含
ま
れ
る
胎
児
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
て
、
父
親
を
特
定
す
る
親
子
鑑
定
の
出
生
前
診
断
ビ
ジ
ネ
ス
（
鑑
定
ビ
３１５
ジ
ネ
ス
）
が
、
合
衆
国
の
検
査
会
社
に
よ
っ
て
昨
夏
か
ら
始
め
ら
れ
た
と
い
う
新
聞
報
道
が
あ
る
。
朝
日
新
聞
二
〇
一
二
年
九
月
二
四
日
付
け
朝
刊
。
し
か
し
、
出
産
前
診
断
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
審
議
会
答
申
で
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
松
田
監
訳
（
中
野
・
小
椋
訳
）・
前
掲
書
五
八
頁
以
下
参
照
。
（
　
）　
小
島
武
司
「
科
学
と
裁
判
」
判
時
九
五
〇
号
八
頁
以
下
は
、
ス
モ
ン
訴
訟
に
関
す
る
論
稿
で
あ
る
。
３１６
（
　
）　
こ
れ
も
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
つ
い
て
論
じ
た
論
稿
で
は
な
い
が
、
中
村
多
美
子
「
法
廷
に
お
け
る
科
学
」
自
正
二
〇
一
一
年
四
月
号
六
頁
は
、「
法
と
科
３１７
学
の
協
働
」
と
い
う
概
念
を
提
唱
さ
れ
る
。
（
　
）　
石
川
・
前
掲
論
文
「
判
例
に
お
け
る
父
子
関
係
認
定
の
論
理
」
二
九
三
頁
、
特
に
三
四
〇
頁
以
下
（
修
道
三
〇
巻
一
号
八
三
頁
注
２
。
同
『
子
ど
も
３１８
法
の
課
題
と
展
開
』
一
一
七
頁
以
下
（
有
斐
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）
所
収
）
は
、
わ
が
国
の
認
知
訴
訟
に
お
け
る
鑑
定
の
利
用
に
つ
い
て
詳
細
に
分
析
さ
れ
る
。
（
　
）　
ラ
イ
ヒ
裁
判
所
の
判
例
を
み
る
と
、
①
一
九
三
五
年
一
〇
月
四
日
判
決
（JW
1936,S.259
  
 
         
）
は
Ｍ
Ｎ
型
の
血
液
型
検
査
の
正
確
性
・
信
頼
性
を
判
３１９
示
す
る
。
②
な
お
一
九
三
九
年
三
月
三
〇
日
判
決
（RG
Z
160
(1939),S.61ff.
  
  
   
            
）
は
、
嫡
出
否
認
訴
訟
に
お
い
て
遺
伝
生
物
学
鑑
定
が
実
施
さ
れ
た
ケ
ー
ス
で
あ
る
が
、
右
検
査
分
野
の
知
識
は
常
に
発
展
す
る
経
験
則
に
よ
っ
て
い
っ
そ
う
進
歩
し
た
も
の
に
な
り
、
専
門
機
関
の
遺
伝
生
物
学
鑑
定
は
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
七
四
（
　
　
　
）
一
〇
八
血
縁
関
係
の
問
題
を
解
明
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
手
段
に
な
っ
て
い
る
旨
判
示
し
て
い
る
。
（
　
）　
も
っ
と
も
、
前
掲
・
東
京
高
判
平
成
一
八
年
（
産
院
新
生
児
取
違
え
事
件
）
な
ど
、
訴
訟
外
で
実
施
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
が
当
事
者
に
訴
訟
に
よ
る
３２０
法
的
救
済
を
拡
大
し
た
ケ
ー
ス
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
そ
れ
に
伴
う
課
題
に
つ
い
て
は
、
豊
田
・
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
二
〇
八
頁
参
照
。
（
　
）　
仙
台
市
の
住
民
が
同
市
の
締
結
し
た
市
有
地
の
賃
貸
借
契
約
の
違
法
・
無
効
を
主
張
し
て
提
起
し
た
代
位
住
民
訴
訟
に
お
い
て
、
第
一
審
・
仙
台
地
３２１
判
平
成
八
年
一
〇
月
二
九
日
（
Ｔ
Ｋ
Ｃ
判
例
検
索
）
は
、
民
事
訴
訟
に
お
け
る
実
体
的
真
実
の
追
求
も
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
よ
り
高
次
の
法
益
を
守
る
た
め
に
譲
歩
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
、
そ
し
て
当
該
書
証
が
窃
盗
等
正
当
な
保
持
者
の
意
思
に
反
す
る
違
法
行
為
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
れ
を
証
拠
と
し
て
取
り
調
べ
る
こ
と
で
証
拠
申
請
者
以
外
の
者
の
人
格
権
等
や
公
益
等
の
重
大
な
法
益
が
侵
害
さ
れ
る
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
、
証
拠
方
法
と
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
と
解
す
べ
き
場
合
が
あ
り
う
る
、
と
判
示
し
て
い
る
。
（
　
）　
妻
か
ら
夫
の
不
貞
相
手
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
で
、
名
古
屋
地
判
平
成
三
年
八
月
九
日
判
時
一
四
〇
八
号
一
〇
五
頁
は
、
妻
が
被
告
の
マ
ン
３２２
シ
ョ
ン
の
郵
便
受
け
か
ら
夫
に
無
断
で
親
書
を
持
ち
出
し
開
披
・
隠
匿
し
た
行
為
に
つ
き
、「
夫
婦
間
の
一
般
的
承
諾
の
も
と
に
行
わ
れ
る
行
為
の
範
囲
を
逸
脱
し
」
た
と
指
摘
す
る
。
た
だ
し
、
夫
婦
の
同
居
・
生
業
の
現
状
を
み
て
、
右
親
書
の
証
拠
能
力
は
否
定
さ
れ
な
か
っ
た
。
（
　
）　
兼
子
・
松
浦
ほ
か
・
条
解
民
訴
法
一
三
七
七
頁
〔
竹
下
〕、
秋
山
ほ
か
・
民
訴
法
コ
メ
Ⅳ
二
三
頁
な
ど
参
照
。
３２３
（
　
）　
身
体
的
自
由
の
拘
束
は
、
東
京
高
判
昭
和
五
二
年
七
月
一
五
日
判
時
八
六
七
号
六
〇
頁
、
盛
岡
地
判
昭
和
五
九
年
八
月
一
〇
日
判
タ
五
三
二
号
二
五
３２４
三
頁
参
照
。
　【
後
書
】　
小
島
先
生
の
前
掲
「
科
学
と
裁
判
」
を
相
当
前
に
拝
読
し
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で
扱
っ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
も
右
テ
ー
マ
に
関
連
す
る
一
つ
の
問
題
で
あ
ろ
う
が
、
素
人
で
あ
る
筆
者
に
は
な
か
な
か
難
し
く
、
大
幅
に
時
機
に
後
れ
た
謹
呈
論
文
と
な
り
ま
し
た
こ
と
を
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。
と
り
あ
え
ず
本
稿
は
こ
こ
で
終
え
て
、
多
く
の
積
み
残
し
の
課
題
に
急
ぎ
取
り
か
か
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で
本
稿
を
お
読
み
頂
き
ま
し
た
先
生
方
に
は
お
礼
を
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
ご
教
示
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
す
。
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
し
て
は
、
春
日
教
授
の
先
行
研
究
が
あ
り
ま
す
が
、
ご
主
張
な
ど
十
分
に
汲
み
取
る
こ
と
は
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
こ
と
を
、
ご
容
赦
願
い
ま
す
。
春
日
偉
知
郎
「
ド
イ
ツ
の
判
例
か
ら
見
た
「
同
意
な
く
し
て
行
わ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
」
の
人
事
訴
訟
に
お
け
る
限
界
」『
民
事
証
拠
論
』
三
二
一
頁
以
下
（
商
事
法
務
、
二
〇
〇
九
年
）。
ま
た
最
近
の
ド
イ
ツ
親
子
法
に
関
す
る
わ
が
国
の
文
献
や
本
号
秘
密
に
収
集
さ
れ
た
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
の
訴
訟
上
の
利
用
（
五
・
完
）（
豊
田
） 
六
七
五
（
　
　
　
）
一
〇
九
で
引
用
し
た
最
高
裁
・
下
級
審
判
例
に
関
す
る
判
例
評
釈
な
ど
も
十
分
に
検
討
・
引
用
で
き
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
ご
容
赦
下
さ
い
。
さ
ら
に
執
筆
途
中
で
、
本
学
法
科
大
学
院
の
前
教
授
で
、
元
広
島
高
裁
判
事
の
高
升
五
十
雄
先
生
か
ら
い
く
つ
か
の
設
例
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
授
業
準
備
の
と
き
と
同
じ
返
事
に
な
り
恐
縮
で
す
が
、
別
の
機
会
に
解
答
で
き
る
よ
う
に
勉
強
し
ま
す
。
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
ご
教
示
下
さ
い
ま
す
よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
＜
論
　
　
説＞
修
道
法
学
　
三
五
巻
　
二
号 
六
七
六
（
　
　
　
）
一
一
〇
